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術者のすべてに快適です
　　　　　　あらゆる治療の角度が得られる
　　　　　　　　　　随一の11時ポジション！
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　　　　歯科医学において
　　　　最も理想的な治療位置で
　　　　最高の効果をあけるため
　　　　テサインされた機械です
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タイム　アンド　モーションス
タティーては　術者の冶療位置
を表わすのに患者の顔を時計の
文字盤にたとえて考えます

9時ポジション
下顎左側臼歯治療、麻酔注射に適した位置です

7時ポジション
X線撮影、下顎印象、咬合のチェソクに適した位

置て　短時間の治療に限られるへきでしょう
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11時ポジション
精密手作業の姿勢は　机
に向かって字を書く姿勢
か最良とされています

歯科臨床に当てはめます
と　患者を仰臥させ　そ
の後方11時ポシション
から施術することで最
も理想的な　良い姿勢を
とることかでき　歯科治
療の9Q％か可能てす
スペースラインチェアー

曇豪塩是鷲勢が
最大の特徴としています

森田製作所／森田歯科商店
京都市伏見区東浜南町　　680

東京・大阪・京都・北九艸1・名古屋・福岡・和歌山
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第29回全国学校歯科底大会
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大会の式典はおごそかに、文相祝辞

鼻　秘・4

10年ぶりの東京大会

一第29回全国学校歯科医大会

秋たけた上野の森
東京文化会館の玄関



教育的な保健管理の理解と協力をうるために
シンポジウムは大会スローガンに取り組む

成立させる
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豪華な会場、やわらかい照明、熱心な会員

上野の秋は学校歯科色にいうどられる

よい歯の学校表彰、向井会長から・」・学校代表百瀬校長に
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視察当日にはテレビの
ニュース班もかけつけ
た文京区立柳町小学校

、

視察校・柳町小と荒川十中

校内放送を学校保健
に活用する

荒川区立第十中学校
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巻 頭 肖

Prologue

夏の夜の風物には，懐しいものがある。一
そうばとう

走馬燈（まわりどうろう）は，その一つである。

もろともに一

忘却にはじまり，忘却におわる。

そして，そして彼は新しきものへの錯覚を与えんとするのである。

しかし一走馬燈は一　一連のくりかえしであつた。

いつまでも，いつまでも。

　今年は，全国学校歯科医大会が30回を達成する年であるために，過去の資料をしらべる機会が到来し

た。もちろん，大会の記録であるから年代は昭和が対象であるが，常識としては，昭和20年を画期として

戦前と戦後を観察することであった。

　それについて思うことは，一般的にいって，昔の学校歯科医はよく勉強したということである。たとえ

ば，現在でも価値を失っていない学校歯科の原著や研究発表が，次から次へと現われていた。学校歯科医

の執務においても，概ね真摯献身の風があって，すばらしい現場の業績が諸県にみられた。しかし，今日

の諸状勢は，そういうことを望んでも空しいことになってしまっている。つくづく，変遷する時代のきび

しさを感じさせられる。

　こうした雲のたれこめた視野のなかで，われわれは，学校歯科のあり方について，なんべんも考えてみ

なければならなかった。

　やはり，大切なことは一教師と学校歯科医が，学校保健と，どう取り組むかという問題であり，むず

かしくいうなら，学校保健法の施行規則と，その職務執行の準則を，どう受けとめるかということ一つに

かかっていた○

　もし，年間の健康診断や事後措置が，物理的に処理されていくようなことであれば，児童生徒のう歯の

蔓延と障害を防止することは，黄河の清澄を侯つに等しいことになってしまう。

　昭和40年度熊本県学校歯科医会研究班の報告の中に，同県純農村の小学児童六歳臼歯う歯罹患者率で，

学年の進むに従って上昇していく学年傾向線において，それを入学年度別に比較して，35年以後39年ま

で，各学年とも罹患者率が年毎に累増していく図表がある。これは手許の新しいものを引例さしてもらっ

たまでで，おそらく全国他県も同様であろうことが想像できる。一恐しいことだ。

　新しい学校歯科のあり方が，現場に生かされる時がきた。

　日学歯が3力年にわたって，委員会や研究協議会で，また大会でも，検討を重ねた教育的保健管理は，

前に述べたような心境の推移から訴求されたもので，教育の中に学校歯科を溶解せしめることを意図し，

それはまた，教育の秘密を吸収することでもある。

　さいわいにして，この教育への参道がつつがなく流通するあかつきには，第3次むし歯半減運動にも大

いなる拍車がかかろうし，戦前における諸家の研究にも劣らぎる，時代的な成果を挙げることができると

思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（y．m．）
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特別講演

教育評価について

東京大学教育学部助教授 肥田野 直
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　私は教育評価について研究している者ですが，同じ教

育学部の細谷教授が学校歯科の教育面に関係しておられ

るので，私もお手伝いしてまいりました。本日は「学校

歯科の手びき」にとりあげられております態度の評価に

ついて，教育学的立場から申しあげてみたいと思います。

　ここでは評価の問題をとりあげるわけですが，今まで

すでに，学校歯科のあり方，特に教育との結びつきにつ

いて，先生方がご研究になってこられたとうかがってい

ます。教育基本法第一条にもありますように，「心身と

もに健康な国民の育成を期す」ということが教育の根幹

であると言われていますが，とかくこの心身の健康の問

題は，なおざりにされる傾向があります。終戦後一時

は，「6・3制野球ぼかりが強くなり」とも言われたよう

に，体育が盛んでありましたが，最近は基礎学力の向上

という言葉がさけばれています。それ自体は結購なこと

なのですが，その反面の弊害として「6・3制テストばか

りが強くなり」といってもよいほど，テスト的人間が生

まれてきています。健康教育ということは，常に心身が

健康であるということではなく，弱いものはそれなり

に，また強いものは強いなりに自分の健康に対して関心

をもち，広くなかま・学校・地域社会の健康問題にも関

心をもつようになるというのが，ねらいであると思いま

す。ですから，教育評価という問題に対処するときも，

単に知識だけでなく，態度・関心というものに重点をお

いて考えてゆかねばなりません。このことは「手びき」

の第3章においても，学校の教師と歯科医の方々が熱心

に討議され，くわしくとりあげられております。

　さて評価の問題について，教育学的にとり上げてみま

すと，評価の目標はまず教育基本法に示され，ついで具

体的に学習指導要領にも示されていますが，より具体的

には，学習指導要録の中に’評価をどのように扱うかとい

うことが示されています。そこで指導要領や指導要録を

基にして評価について考えてみましょう。

　「手びき」にも書かれているとおり，小中学校の教育

第3回歯科衛生研究協議会における特別講演

は各教科，道徳，特別教育活動および学校行事等の4領

域に分けられます。健康に関する教育は，学校行事の

中でとりあげられているだけでなく，特別教育活動，道

徳，さらに，理科，社会科，図画工作科，体育科のよう

な各教科など多方面にわたっています。また学年別にみ

てもそれぞれの学年で保健に関する，特に歯の保健に関

する指導がとり扱われております。

　このように指導目標については，多方面にわたって歯

の保健がとりあげられていますが，これをどのように指

導するかは，そこからすぐに引き出せないのです。それ

をどのような指導計画に盛りこむかということが次の問

題であります。

　そして実際の指導が行なわれ，その効果があったかど

うかを，たしかめてみるために評価が行なわれるので

す。この最後の評価の問題が私が申しあげたい点であり

ます。しかし，その評価は単に評価だけで終わるのでは

なく，健康教育に具体的に生かされていくことが必要な

のです。

　その評価の生かし方というものを考えてみますと，そ

れは一人一人の子どもの態度・関心・能力をのばすため

の資料となることが必要です。また教師はクラスの指導

にも結びつけ，また学校の健康管理，地域社会の健康管

理など，多方面に評価の結果を利用すると思います。で

すから’評価というものについて考えるときに，一方には

教育方法や指導方法との関係を，他方では評価の結果を

どのように利用するかを考えて，評価の計画をたてる必

要があるのです。

　次に具体的な評価の方法に，どんなものがあるのかと

申しますと，まず知識・理解でありますが，これはかな

りの程度ペーパーテストでとらえることができます。そ

こで，ここではとらえにくい，態度・関心を評価するに

はどうしたらいいかという問題について，やや詳しく考

えてみたいと思います。

　態度とは身構えとか心構えをさす言葉ですが，これを

広く解釈しますと，さまざまな対象一人間でも物でも

3



よい一に関連した反応傾向ということになります。

　そうしたものを広い意昧での態度とよぶとすると，態

度の評価は単に健康の増進というばかりでなく，人間形

成の点からも大切なものであります。学校歯科の評価の

方法としては，この「手びき」の中に具体的な例が示さ

れております。この例は，大都市と小都市との二つの具

体的な例であります。前川小学校は，農村に囲まれた小

都市における評価の実例であり，淡路小学校は大都市に

おける指導の例であります。ここで行なわれます評価は

大体，質問紙法や観察法・評定法というような方法によ

っております。第1の質問紙法のとは表5に示されてい

るように，生徒に質問し答えは自由に書かせたり，○を

つけさせたりする方法であります。第2に観察法・評定

法でありますが，これには種々の方法があります。観察

記録の方法を大きく分類しますと，チェック・リスト式

のものと評定尺度法と逸話記録法があります。この「手

びき」に示されているのは，大部分が評定尺度法を使っ

たものであります。これについて一言つけ加えて申しあ

げますと，学力評価の場合はほとんど5段階評価であり

ますが，態度の評価というものは細かく評価することが

むずかしく，指導要録の中の「性格・行動の記録」とい

うところも3段階評価になっております。この3段階は

著しく優れる場合，：普通，著しく劣る場合という基準に

よっています。このようなものが評定尺度であり，これ

が多く使われております。このような方法で態度・関心

が評価されるのですが，現在の段階では，これが最もよ

い方法ではないかと私は思っています。

　次に，評価を行なう具体的な場面についてであります

が，評価の場合は，その目標に応じて年間指導計画の中

で計画がたてられるものであります。そしていつどんな

場面に，どのような指導をするかということは，表2に

具体的に示されています。たとえば学校行事に関連し

て，定期の健康診断の後，治療を必要とするような者に

対する指導が行なわれるわけです。したがって，そのよ

うな指導計画にあわせて，評価は行なわれるものであり

ます。

　その評価の結果を，どのように活用するかということ

が，最後の問題でありますが，まずなによりも子どもが

自分自身で，その問題を理解し自分の態度を改めていく

ことが必要なのであります。この点については前川小学

校でも淡路小学校でも具体案が考えられています。特に

前川小学校の案では「手びき」にもありますように，ま

ず先生が生徒を評価し，その先生による評価について，

こんどは児童がABCの3段階で評価するのです。これ

は大変おもしろい考えであると思います。それは子ども

たちが先生の評価をどのように受けいれるか，つまり児

童は自分自身をどのように見ているかを調べるという，

大変おもしろい着想であると思います。このように子ど

も一・人一人が，自分自身の問題を理解し，自分自身を評

価できるようになるというのが評価の一つの目標である

と思います。

　評価の活用法の第2は，その評価を先生がいろいろな

形で記録し，また，先生自身がその結果を指導に使うと

いうことであり，そのためにも評価は必要であります。

より具体的に申しますと，評価の結果に基づいて子ども

の個人指導を行ない，また評価の結果を指導要録の中に

記入するという形になると思います。つまり指導目標中

のそれぞれに該当する項目を評価する資料として使うわ

けです。たとえぱある評価は，学習の評価の中にとりあ

げられます。その例として，2年や4年においては歯の

保健が理科の指導内容にとりいれられていますので，そ

の評価は理科の評価の一部とみなすことができます。ま

た，性格・行動の評価の中に基本的な習慣という項目が

ありますので，そこでも歯の保健に対する態度の評価を

とりいれることができます。そのほか，特に注目される

点は指導要録の所見欄に具体的に記入すればよいと思い

ます。

　さて，評価は指導要録に記入すれば，それで終りとい

う性質のものではありません。まずその結果を通知票そ

の他の方法で子どもや，その家庭に知らせることが必要

です。つぎに，その評価の結果を統計的にまとめて，そ

の資料を学級・学校の，あるいは地域の健康管理の改善

に利用することが必要であろうと思います。

　今までは個人の態度の問題を中心に申しあげました

が，ここで大切な点をひとつ申しあげます。それは，個

人として問題を解決しようとするだけでなく，集団的に

考えてゆくということであります。つまり問題を友達や

学級の問題として取りあげ，解決するということであり

ます。ここで前川小学校の例をひきますと，グループと

して問題解決をするように，ホームルームや学級会など

で歯の問題をとりあげるという指導をされております。

そういう形で，評価の結果を生かしていくことは非常に

必要であると思います。

　以上申しあげましたように，評価という立場からみた

ときにも，態度・関心というものは大切なものでありま

すが，今日まだ評価の適切な方法が確立されていない状

態であります。そのため現在は比較的評価のしやすい知

識・理解の評価にはしり，いわゆるテスト的人間が生み
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う，

子ど

を評

ある

出されやすくなっております。幸い日本学校歯科医会に

おかれましては，重要な歯の健康という問題を取り上げ

られ，これを単に知識・理解の次元ばかりではなく，態

度の形成と，その評価という，だいじな問題についても

研究しておられますことは，たいへん心強いことであり

ます。

むし歯被患率の全国平均値 （40年度：％） （文部省）
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春の栄典に歯科界から四氏

中原顧問に勲二等　　栗林氏に勲五等

　本年度の春の叙勲は，天皇誕生日の4月29日に発表さ

れたが，歯科関係では，本会顧問中原実氏は勲二等瑞宝

章を受章され，織田正敏氏（元高知県歯科医師会長）に

勲四等旭日小綬章，平松円次氏（元三重県歯科医師会長），

5

栗林真吾氏の両氏は，勲五等双光旭口章を受章された。

　栗林真吾氏は，本年74才。佐賀市出身で，大正4年東

京歯科医専卒業以来，ずっと佐賀市に開業，大正15年，

県立師範学校の学校歯科医を皮切りに県下各校の学校歯

科医となり，学校歯科活動に貢献され，たびたび表彰を

受けて来られた。県歯科医師会長，県学校保健会副会長

も歴任，現在は社会福祉法人めぐみ学園理事長，県学校

保健会顧問として活躍しておられるが，なお学校歯科の

推進に尽力されている。



〈総　説〉 疫学的騙蝕発病理論と鵬蝕予防填塞法の概要

東京歯科大学教授・日本学校歯科医会理事長

　学校歯科の魅力をどこに求めるか一という問

題が話題にのぼることがある。

　学校歯科であるから，当然，教育的な目標は当

初から考えられてはきたが，戦前には，どちらか

といえば校内での全校児童のアマルガム充填を中

核とする健康管理に，学校歯科医も教育の側も期

待と興味とをもっていたといってもよい。戦後は

歯科界の情勢の変化もさることながら，新しい教

育思想の導入によって，学校保健そのものが広く

教育のなかに位置をみいだし，学校歯科の世界で

も，昭和38年に日本学校歯科医会に予防処置委員

会が設けられ，はげしい論争もあって，同年9月

に思い切ったといってもよい答申がなされた。こ

れに基づいて，「学校歯科の手びき」が今回，日

本学校歯科医会から発行されるはこびとなった。

　この手びきのねらうところは，子どもたちに真

の健康教育を行なうことであり，その中核とする

ところは，児童自身が自己の健康上の問題点を発

見し，その問題点を解決する能力を高めることで

あるとしたことである。

　これによって，学校歯科は，教育の世界でもき

わめて高い次元の目標をもちえたのであって，学

校歯科医のみならず，教育者からも教育学的に納

得のゆく魅力をかちえたといってもよい。

　このように，学校歯科は，教育学的にはユニー

クな魅力をもちえたものの，ひるがえって，健康i

管理の分野，すなわち，われわれ歯科医師の専門

とする自然科学の分野では，いったいどうであろ

うか一。

教師や児童や父兄の側からの求めに，われわれ

は何を提供できるだろうか。この点に関しては，

前記答申においても，研究の必要を認め，研究費

の国家的要望がなされているし，今後もよい方法

6

竹　内 光　春

が提供されるであろう。

　しかし，予防の問題は，歯科医側にも何か確信

をもってふみきれぬところがある。なにかかすん

だ，つかみどころのない状態が介在している。そ

れは，いったい何だろうか。このモヤモヤは「評

価方法の不明確さ」ではないだろうか。

　インレーや充填の事後の評価は歯科医師にも患

者にもきわめて明解である。歯科医師は安心し確

信をもって行なえるし，患者もうけられる治療行

為であって，予後良好でない場合にも，その予測

はつくし，このことを患者に説明しておけば，た

とえ予想通りに予後がよくない状態が現われても

患者は納得してくれる。

　ところが，口腔衛生でとりあげている手段の場

合には，このへんがボケている。お菓子をへら

せ，歯をみがけ，弗化物を塗れといい，そしてそれ

を熱心にやれば，醜蝕がほとんど予防できるかの

ように受けとられやすいし，熱心にやっても受け

る側で期待したほどの効果がなければ予防に対す

る信頼感を失ってしまう。これは，予防を与える

側と受ける側とにイメージのギャップがあるから

である。イメージのギャップとは，定量的に説明

できるものを与える側がもっていないということ

ではなかろうか。つまり予防手段を講じた場合の

評価方法が明確でない，ということである。

　予防手段には，いろいろの角度からの研究はた

くさんあるし，それはそれなりに必要なことでは

あるが，総合的な最終的な決め手は何か。それは

臨床実験による抑制効果しかないのである。

　したがって，もし抑制率が明らかにされていれ

ば，与える側は，それを事前に明らかにし，受け

る側がそれを納得していれば，何も100％抑制し

なくとも，魅力を失うことはないはずである。
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　ところが，抑制率というものが大変なくせもの

であって，決して，どの場合にも固定的なもので

ないことである一。このことさえも，今まであ

まりいわれてきていなかったようである。

　たとえば，上水道弗素化の場合にも，当初のう

ちは90％もの抑制率を示しながら，数年後になる

と40％台に下がってしまう。このように経年的に

低下していく抑制率の，どこをとるのか，明快な

解釈がなく，一般的に何％から何％といったり，

平均的にいったりしているが，それには問題があ

り，後の方のいちばん低い率をとるのが正しいと

考えられるのである。

　ここで，入学試験の合格率の例を考えてみよ

う。ある高校の上級学校への進学率（合格率）

は，固定したものであると思う人はいない。大ま

かにいえば，相手の状態（上級学校の入学の難易

一
environment）と，こちらの状態（生徒の

学力の程度一host）との相関によって左右され

ると考えることができる。この場合，教師の教

育指導の力（騙蝕予防手段の力価）は，hostの学

力を高めるのに役立っている。生徒の学力は素質

と教育の力とで左右されるとすれば，教師の指導

がよくても，生徒の素質が低かったり，あるい

は，素質も教育もよくて，学力が高まっていて

も，相手の大学がむずかしければ合格しないこと

もある。このような相関現象はだれにも自然によ

く分かっているから，高校の卒業生が全員，一流

大学へ合格しなくとも教師が非難されることはな

い。教育の世界には，このような相関現象がおの

ずから理解されているので，教師の「やりがい」

があろうと思われるのである。

　騙蝕のおこり方にも，これとよく似た相関現象

が存在しているので，これの理解のうえに翻蝕

予防の現象が説明されてくるのである。健康管理

は，もちろんそれを通じて教育的なよい影響を児

童生徒に及ぼすものであるから，健康管理の教育

的魅力はあるにしても，健康管理本来の医学的効

果，つまり歯科医学的な魅力は，入試の結果を説

明する教師の立場のように，踊蝕発病の巨象の姿

一
疫学理論一をふんまえて立つことによっ

て，得られることと思われる。

7

　こんな観点から，主として私どものところで，

今までに研究してきたことと関連のあることを概

説してみたい。

協蝕発病の単位と数え方

　編蝕罹患を疫学の軌道にのせるためには1）観

察の単位，2）口腔環境にさらされていた期間の

2つの条件を正しくとらえることが必要である。

　従来一般に行なわれているように，1）歯や面

を数えた場合でも1人当りの数として算出するや

り方，および2）年齢をその人の誕生で数えるや

り方をとらない。そして，1）鶴蝕発病の単位を

単位として数える。たとえば，歯を単位とすると

きは，同一種類の歯の1歯を1単位として数え

る。2）年齢（すなわち時間）の数え方は，数え

るべき個々の歯牙ごとの萌出時をその個々の歯の

誕生と考え，それぞれ個々の歯における年齢を数

える。いいかえれば，その歯が口腔環境にさらさ

れることによって，翻蝕にかかる危険（crisis）

にさらされるようになってからの期問を，その歯

の年齢として数える。

　このような条件で集計するためには，横断的な

資料でなく，縦断的な資料を用いるのが原則的な

方法であってコーホートcohortすなわち出生を

同じくする群を連続的に調べるわけである。

　ここまで条件をきめてしまうと，蠕蝕の数え方

は3通りしかない。観察期間を1力年ごととす

ると，まず最初に計算できるのが，年間騙蝕発病

率であって，これをMxと略称する。

　たとえば，

　歯牙年齢3～4歳間編蝕発病率（ル∫。）

　　一齢讐編難継鞭鱗・…

である。分母は当初萌出全歯数ではなくて，一度

鶴蝕になった歯を除いて，健全な歯のみが爾蝕に

なる可能性があるという考え方の数え方である。

　年間爾蝕発病歯数はC。と略称し，当初100歯

なり1，000歯なりが同時に萌出したとした場合の，

毎年の年間の発病騙歯数である。これはMxから

容易に算出することができる。そして，Cxを毎

年累積していけば，必要な年における翻歯率ΣC。



になる。これは一般につかわれている鶴歯率と同

じ性質である。（年齢計算や，歯牙種別にすると

ころの違いはあるが）

萌　　出　　時
（11も、

萌出後1年（歯
牙年齢0歳） S

8
翻

萌出後2年（歯
牙年齢1歳）

副 （50）

s・　：健全歯数

Dx　：発病歯数

騙蝕発病率　年間騙蝕発病歯数
　（ルfの　　　　　　（Cの

M・一
許・…

　　20
　「00×100

　＝20％

・・L・t’・1一
爵・1・・

　　30　＝rgJt×100

　＝37．5％

CoニSo×Mo

　　　　20
＝100x－
　　　100
＝20

C，＝51×M，

　　37．5
＝80×
　　　100

＝30

編　蝕　率
　（2’Cx）

ΣC。＝C⑰

＝20

ΣC，＝Co＋Ci

＝20十30

＝50

　このようにすると，蠣蝕はその病変の性質か

ら，初回発病現象や死亡現象を表わす生命表の手

法が適用できる。

死亡率の＝

生命表の生命函数

　ある年齢における死亡者数

生儲数賑一1・・一力

死亡者数d・・－1・q・e－　f。・q（e）r’t

ある年齢における人口

　　9（e）dt

生命表の生命函数を魎蝕発病に適用した場合

　翻蝕発病率Mx

　　　　ある年齢における発病歯数
　　　　ある年齢における健全歯数

贈齢＆－s・・一∫。・”（“）dt

齢発病騰Cx－s・M・e－∫。・M（t）dt

8

齪蝕発病率仏の性質

　前記の方法で，戦前，戦中，戦後のいろいろな

時期に遭遇したcohortを用いて，とくに国民1

人当り年間砂糖消費量との関係について調査して

みると，興味のある性質があらわれてきた。その

うち主なものをあげると，1）M。は，その歯牙

の形成期の国民1人当り砂糖消費量との相関が低

く，萌出後の国民1人当り砂糖消費量との相関が

高い。これはきわめて大切な事実であって，これ

を前提にして，さらにいくつもの性質が現われて

くる。2）前項の性質から，Mxの形は，国民砂

糖消費量が，少なくとも萌出後は，ほぼ同一量に

安定していたときでなければえられないので，そ

のような時期，実際には毎年ほぼ15kgに安定し

ていた時期にえられた形は図1のようである。

　この図のように，どの歯牙も，萌出後，比較的

早い時期に最高に達し以後漸減する山形をえが

く。歯牙の種類によって形状が異なる。

　3）では，国民砂糖消費量がOkgとか10kgと

かの違った値で萌出後，安定していたらどうなる

であろうか。

　このためには，図1の山形を平均的な一つの値

でとらえるため，予備研究を行なった結果にもと

ついて，臼歯では，齪蝕発病当年の年間砂糖消費

量を，前歯では翻蝕発病1～3年前の年間砂糖消

費量の平均値とMxの山の頂上の前後の値の加重

平均値とで相関図を作ってみると，図2のように

なる。この場合は，横軸は年間砂糖消費量になっ

ていて，縦軸はMxがlogで目盛ってある。

　この図で，各歯牙の回帰直線は，それぞれ固有

の高さを保持していて，たとえば，Ok9におけ

る高さで，読みとることができる。

　この図で重要なことは，Mxは前歯と臼歯では

6倍もの違いがあること，そして，その違いをい

つも保ちながら，M。が年間砂糖消費量からうけ

る影響力は，ほぼ同率であることである。そして，

もし年間15kgをOk9に下げるか，下げたと同様

にすることができれば，どの歯も一様に，M。は

1／6になるであろうということと，逆にもし，年間

砂糖消費量が30k9にふえれば，この回帰直線を

輔
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平行に延長できるとすれば，Okg時の12倍もの

Mxになるであろうということである。

鵬蝕発病歯数Cxの性質

図1のMxのカーブのうち，

　　％

10

年

間
騙
蝕
発
病
率
（1匠の

0．1

6だけについて

　　0　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　10・

　　　　　　　　　　　　　　　　歯牙年齢
図1歯牙別年間鶴蝕発病率（Mx）曲線6
　　　（年間砂糖消費量15kgに安定時）

％

O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l

年

間

齪

蝕

発
病
率

（Mx）

　　0，1　　　0　　　　　　　　5　　　　　　　　10　　　　　　　　15

　　　　　　　　　　　　　年間砂糖消費量　kg

図2歯牙別年間騙蝕発病率とそれに対応する年間
　　砂糖消費量との回帰直線（模型図）

C。のカーブに直して描いてみると図3のように

なる。このカーブは，言が，同時に1，000歯萌出

したとき，萌出後の年間砂糖消費量が15kgに安

定していたときの年間翻蝕発病歯数である。6に

限らず，他の歯でもMxカーブをC。カーブに直

すと萌出後，間もなく最高値に達してから後の下

り方が半対数グラフの上で直線的に下降するとい

う性質が現われてくるのが大きな特徴で，このよ

うなカーブを指数的確率積分曲線といっている。

　この曲線が現われる生物現象は，その事象が2

段の生物学的機転によっておこる場合で，1）第

1段階の機転が正規分布をしており，2）第2段

階として，この分布に対して一定の恒数が作用

し，3）第1段階の機転が発現したもののみにつ

いて第2段階の機転がおこり，第2段の機転が“

度おこったときは二度とくりかえさないことを意

味している。

　つまり萌出した1，000本の第1大臼歯は，歯質

の唾液などhostの側の抵抗性が正規分布である

と考え，萌出してから後は，毎年砂糖消費量が同

一条件下では，一定の恒数が作用して，蠕蝕が発

病する。萌出した歯のみに第2段階の砂糖消費の

機転が作用し，この場合に発病した歯は，2度は

数えていないので，齪蝕は2度くりかえさないと

いう条件があてはまるのであって，このカーブが

歯離虫発病現象の歯牙の種類などの条件をとりさっ

たときの，中心的な姿だということができる。

　このカーブと同様な生物現象は，他にも見出さ

れており，たとえば出産を婦人の年齢でみない

で，初産の場合は結婚後の年で，第2子以後はそ

の前の出産からの年で分布をとる，というやり方

をすると得られるもので，塚原により図4，5が

えられている。図5は授乳による妊娠の抑制のた

めなだらかになっているが，初産の場合は，図3

のTの直線部分と酷似している。つまり，女性は

人の年齢には関係なく，結婚によって妊娠の危険

（crisis）にさらされ（結婚年齢），また第2子以

後には，授乳による妊娠の抑制期問の個人差は正

規分布と考え，妊娠のチャンスは月経のため恒数

となると説明できる。

　女性は結婚することによって，1年で最大ピー

9　一
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図3　年聞驕蝕発病数（Cx）曲線，　－6－【6，

　　（年間砂糖消費量15kgに安定時）

2 3 4 5 6　　年

図4　結婚後初産までの期間の度数分布

クがおとずれ，6年以内に妊娠するものなら，ほ

とんど妊娠してしまうというのである。わが国の

年間砂糖消費量15kg時の値の環境のなかに生え

てきた第一大臼歯がこれと酷似した状態であるこ

とは，大いに考えさせられるところである。

疫学的繭蝕発病理論

以上のC。の性質の分析，M．）・による補足的性質

罪
「

数

100

1　　2　　3　　4　　5　　6　　7　　8年
　図5　第2子以後の出産間隔の度数分布

から，騙蝕発病に関係の大きい疫学的要素を，

1）主として萌出後の砂糖消費量をもって表わさ

　れる外来の影響力（P）一環境的因子一

2）歯牙の種類によって異なる齢蝕発病抵抗性

　　（感受性）（q）一小窩裂溝等の歯冠の解剖学的

　形態一

3）歯牙の種類に共通な翻蝕発病抵抗性（感受性）

　（r）一歯質，唾液の性質，その他qに関係のない

　因子一との3者に区分整理することができる。

　このように3要素を区分したとき，蠕蝕発病率

M・は，これら3要素の画数であると規定するこ

とができる。すなわち，

　Mx＝ノ（P）・ノ（q）・f（r）である。

　これを生命表をそのまま適用した

α一s・伽一∫1一に代入すれ1ま

　α一s・ノ（P）・ノ（q）・f（r）e－∫1・・…f・q）・・…’・lx

となる。この式を竹内は疫学的編蝕発病理論式と

名づけた。

　これを実際には，歯牙の種類別に作られた相関

図を用いることによってア（q）をはずし，メ（p）．

ノ（r）の相関図を用いて読むことができる。

　このような疫学的翻蝕発病理論によって，水道

水弗素化による編蝕の抑制効果，萌出後に砂糖制

限を行なった場合等の齪蝕発病現象をP，q，　rの

3要素を分離し，かつこれらを総合して理論的に

解釈することができるわけである。
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鵬蝕発病の相関性と爾蝕抑制の相関性

　齪蝕発病は疫学的編蝕発病理論によってP，q，

rの3領域の因子の相関によって表わされること

が説明され，かつこれらが大まかではあるが，と

にかく，定量的に表現されるようになった。

　したがって翻蝕予防ないし抑制の手段といわれ

ているものは，多くはどれか1つの因子を何がし

かの程度抑制的に働いているものであり，その編

蝕発病に及ぼす影響は，他の因子との相関によっ

て表われてくるものであることが理解できる。

爾蝕抑制率の表われのむずかしさと

その算出法

　以上の理解の上に立って齪蝕抑制率について検

討してみよう。従来用いられてきた各種の編蝕抑

制率の算出法を整理検討してみると　（1）現象がボ

ケル（とくに罹患者率，1人平均爾歯数を用いた

場合）。（2噛牙の種類により抑制率に相違が現わ

れてくるが，その相違の意味が不明瞭である。（3）

年齢が変化するに従って抑制率に変化が現われて

くる。（4）環境が異なった地域における抑制率をそ

のまま比較しうるかなどの問題点が指摘される。

　この問題点を明らかにするには，まず，前述の

ように隔蝕罹患のとらえ方を，歯牙の種類別に，

1歯を1単位と考え（発病の単位を単位とし），

1歯ごとに歯牙年齢で観察しなければならない。

　この方法によって，図6に示すようなM，（年

間蘭蝕発病率）とC．。（1，000歯当り年間発病歯

数，すなわち年間蘭歯率）とがえられ，それを累

積したΣC．，（1，000歯当り発病累積歯数，すなわ

ち蘭歯率）との基本的な3つの指数のいずれが抑

制算定の場合に適しているか検討すると，

　1）M．vは爾蝕発病に関与する影響力に対し敏

感であるが，pが異なった地域でも，高さが異な

るだけで，型が同一であるかどうかを明らかにし

なければならない。このためには，極端にPの高

い地域での長期の同一cohortのM，の形態をえ

ることが必要であるので，Wellington（New

Zealand）の849人の児童の，同一人の3歳頃か

ら15歳頃までの資料をえ，われわれの資料による

M。の形態との比較を行なったところ，Pの相違

によりMxの形態に相違がおこることが認められ

た。したがって，この指数を抑制率に用いること

は適当でない。2）C。は，その性質上，pが異

なった地域では形態が異なることは明らかである

ので用いられない。3）したがって鶴歯率，すな

わちΣCxを用いる（1一ΣCx　I　／ΣCx　ll）・んが基

本的な抑制率の算出法であると考えられる。

真の隔蝕抑制率の考え方

　前述の基本的な抑制率の算出法を用いてもΣCx

はP，q，　rの3つの要素の総合された結果現われ

る外観的な発病現象の量比を表わしているに過ぎ

ないもので，齢蝕抑制の力そのものを量的に示し

ているものではない。そこで，翻蝕抑制の力を量

的に表わすためには，疫学的蠕蝕発病理論式か

ら，歯牙の種類別に統計することによりqをはず

し，rの分布をconstantと考え，この式を積分

すれば

2’c．，＝＝∫6Sof（伽一∫再

となるから，ΣC．，’をPの画数としてとらえ得る

ことになる。したがって，この式におけるPの比

をもって抑制の力の量比を理論上，表わしうるこ

とになる。

　しかし，この理論を実際に用いるためには，P

の異なった多くの地域で，そのPの下における長

期間の資料から作成したΣC躍の透視図を必要と

する。とりあえず，前記New　Zealandとわれ

われの京都の山科および修学院地区の資料から

ΣC．、の3次元の立体図を作成し，これから図7の

2次元の透視図をえた。

　この図から，上顎中切歯の歯牙年齢8歳では，

山科は修学院（15kgの位置）に比べ，　Pで37％抑

制されている，すなわちPをほぼ1／3にする力が

あったと考えることができる。

　次に，Pで表わされる抑制の力を1／3にしたと

すれば，外観に表われてくるΣC。による抑制率

がどのように表われてくるかを算出すると図8の

ようになる。

一 11一
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図6　Mx，　Cx，Σ℃xの地域別の比較

　　　　　　　　この図では，p＝
ΣCx
　　　　　　　30kg　leLi／3抑制して
　　，一一一一一’““－de

　　　N・z・　　20kgにした場合と，

　　　　　　　P＝15kgを同率抑制

　　　　　　　して10kgにした場

　　　　　　　合の実測値が示して

　　　　　　　ある。この図によっ

　　　／　　　　て，Pで同じ抑制の
　　／山
　　　　　　　力が働いても，Pが

　　　　　　　異なった地域では

　　　　　　　ΣC。による抑制率は

　　　　　　　異なって表われ，P

　　　　　　　が高い地域では，外

　　　　　　　観に表われるところ

　　　　　　　のΣCxによる抑制

　　　　　　　率は高く，Pが低い

　　　　　　　地域では低く表われ
　　ら
　　歯牙年齢　ることがみられ，ま

図71のΣCx透視図
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図8　P＝30kgと15kgとの地域で，ともにPで
　1／3に抑制した場合にΣCxによる抑制率の現

　　れ方の差異，1

た，年齢が進むにつれて，外観上の抑制率は低下

したこともみられた。なお，上顎前歯では外観的

な抑制率は，下顎第一大臼歯より高く表われるこ

とも認められた。

　以上のことから1）従来から用いられてきた騙

蝕抑制率の算出法の前期4つの問題点のうち，

1）は蘭蝕発病の単位を単位とし，歯牙年齢を用

いるΣC。による基本的な抑制率を用いることに

よって解決できる。2）しかし，問題点2）3）

4）は，これによっても解決することができない

ので，ΣC。の前記の性質を考慮して慎重に解釈し

なければならない。3）抑制の力は，ΣC。の画

数Pによって理論上，表わすことができる。

歯牙形態因子q

　編蝕発病は，P，　q，　rの3因子の函数であると

規定したが，とくにqは，鹸蝕の疫学に特有な因

子である。この形態因子の性質を知るために，歯

牙の種類・面の種類別に1，000面当り年間翻蝕発

病面数C。曲線を用いて清水が検討した。

　図3で述べたやり方で，こんどは，歯牙の種類

別・面の種類別にC。曲線を描くと，図9のよう

になる。これを累積すると点線のΣCx曲線とな

り，両曲線から，作図法にしたがってe’kx線を描

くことができる。この線の傾斜が7咬合面は垂直

に近いほど急であり，1近心面は水平に近づいて

いる。もしこの線が垂直なら，萌出と同時に全部

発病することを意味し，水平なら，萌出後いつま

でたっても発病しないことを意味しているもので

あって，小窩を有する面と平滑面とは疫学的に

は，本質的な差異はないので，e－kx線の傾斜の度

合の違いだけだということになる。

　さらに，形態因子Pを図10に示すような異なる

2種（iとブ）を考えた場合，ai－a」＝k（P2－Pi）

（a：qに固有なMxの高さ）となり，この式から

aの相違は，環境因子Pの相違であることが導か

れる。これによって，qの差はPの差と解するこ

とができ，歯牙形態因子qの意味するものは歯牙

表面の食物の停滞性，清掃性であると考えられる。

爾蝕予防填塞法の位置づけ

　疫学的踊蝕発病理論式から，蠕蝕の予防は，

P，q，　rのいずれの因子を抑制的に変えても差し

つかえないが，ほとんどの踊蝕予防手段は，Pを

弱めたり，q，　rをある程度強めることに位置づ

けられ，その予防効果はP，q，　rが総合され，相

互の因子の影響を受けるから，このような手段は

相対的といえるわけである。このように位置づけ

してみると現在行なわれている予防手段は，Pを

押えようとするもの（歯口清掃，間食の制限など〉

か，rを高めようとする手段でqを高めようとす

る手段が片手落ちになっていることに気づく。

　qの性質はすでに述べたように，歯面，とくに

窩溝への発病性食物の停滞しやすさ，清掃されに

くさの程度を示すe”k’X線の角度に一致するので，

これを高めるには，窩溝へ萌出直後から発病性食

物でない物質を填塞しておけばよく，これによっ

て，疫学的には臼歯を前歯と同様のqに変えたこ

とになる。さらに，もしも，この物質が歯面（窩溝

のみに限定すれば，その表面すなわち窩溝の内

壁）を萌出直後から口腔環境ρから物理的に完全

に遮断する性質を併有するならば，その部に関し

て，遮断されている期間は，Pの影響が0になる

から，q，　rの強さには全く無関係となり，相対的

一 13一



年
間
騙
蝕
発
病
面
数

Qお
よ
び
累
積
騙
蝕
面
数
Σ
C

％

a

a

LOOO

面

0　　　　　　　　　　　5

　　歯牙年齢

1，000

面

0 5

齢

面

年

舌

牙

16
歯
6

1，000

面

0 5

717咬合面　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1i1近心面

図9　歯牙の種類別・面の種類別1，000面当り年間蠕蝕発病面数（Cx），累積騙蝕

　面数（ΣCx）の傾向線およびこれから得られたe一kx曲線

十

臨

…
…
…

歳

ai＋kp2

PQ　　　　　　　　　　　　PI　　　　　　　　　　　　　　p2

注：1）aはPがokg時の歯牙の種類により固
　　　有なMxの高さ。
　　2）kPはaに加わるPが任意の位置に相応

　　　するMxの高さ。
　　3）Pは主として萌出後の砂糖消費量をも
　　　って表わされる外来の影響力。

　　図10形態因子qと環境因子Pとの関係

でない予防の手段が理論上考えられうるわけであ

る。残念ながら現在このような目的にかなう性質

を長期間にわたり発揮する物質はみあたらない。

　しかし，このような目標に向かって，そして普

及のため歯科衛生士の業務範囲にも入ることを条

件として，竹内，木津（昭38）は，アルキル・シ

アノアクリレート（ACA）とポリ・メチルメタ

クリレート（PMMA）とを用いる爾蝕予防填塞

法を開発した。Buonocoreらによっても，同様

な目的に用いる方法の予報がいくつか発表されて

いるが，残念ながら，シアノアクリレートを用い

ることのみを記述し，それに併せて用いる薬剤や

術式の記述がいずれも伏せてあり，かつ明確な臨

床成績もないので，学界の批判がえられていない。

翻蝕予防填塞法の臨床成績

　編蝕予防填塞法によって填塞材がどの程度よく

窩溝へ侵入，填塞しうるか，経日的に歯壁との間に

間隙が存在するか，あるいは填塞材が咬合面で肉

眼的には認められなくとも窩溝の深部には残存し
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予防効果を発揮しうるか等の基礎的実験の成績に

っいては昭和38年以来，報告されている。これを

もとに填塞物の維持期間とその抑制効果にっい

て，昭和40年から科学技術庁・文部省から日本学

校歯科医師会長あて依嘱研究の一端として野外実

験が開始され1年後の成績が発表されている。

　歯牙の電気伝導能をIndexとして填塞物の維

持期間と騙蝕予防効果を判定する方法を用い，対

象として埼玉県下の小学校第1，2学年の児童

1，229名中から，左右とも電気的に健全と認めら

れる上顎もしくは下顎の第一大臼歯を持っている

児童160名を選び，1側を実験歯とし，他側を対

照歯とし，3ヵ月ごとに観察した。実験群の9カ

月間では翻蝕と推測される歯牙は1歯も認められ

なかったが，1年後では約5％編蝕の発病が認め

られた。一方，対照歯群では3ヵ月後は約3％，

6ヵ月後では11％，9ヵ月後では16％，1年後では

20％の蠕蝕が認められている。また，填塞物の維

持は過酷な判定によって，6ヵ月後で77％，9カ

月後では22％，1年後では5％であった。

　以上の成績から，本填塞法の維持期間は約6カ

月と考えられた。この期間は決して長くないが，

これを延長することがどの程度可能かは今後の問

題であり，合成樹脂接着剤のもつ性質上，早急に

著しく延長さすことは，かなりむずかしいようで

ある。しかし6～9ヵ月の期間にしても爾蝕，な

かんずく小窩裂溝蠕蝕を極めて高率に予防し得た

方法は他にないから，現方法で実施を考慮しても

よい段階にきていると考えられる。

　以上きわめて簡略に記述したので，詳細は参考

文献を参照いただければ幸いである。

〔参考　文　献〕

竹内光春：騙蝕罹患率と砂糖消費量とに関する統計的

　研究，歯科学報，58，533，1958

竹内光春：編蝕発生と砂糖消費量とに関する疫学的研

　究，歯科学報，59，1－8，39－43，44－47，1959

高橋一夫：第一大臼歯の驕蝕罹患に対する砂糖消費の

　量的関係に関する統計的研究，口腔衛生学会雑誌，

　9，　136－149，　1959

小池　弘：京都市小学校児童第一大臼歯の編蝕発病と

　砂糖消費量とに関する研究，岡山医学会雑誌72，

　407－423，　1959
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竹内光春：疫学的蠣蝕発病理論について，歯科学報，
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　学報，64，179－184，1964

Gwinnett，　A．　J．　and　Buonocore，　M．　G．：Adhe－

　sive　and　caries　prevention．　Brit．　dent．　J．，119，
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　months，　field　work，　an　investigation　of

　electric　conductivity　of　teeth　Bull．　Tokyo
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第29回全国学校歯科医大会の記

東京文化会館にて 参加者　2，400名

昭和40年1Q月17日，18日の2日間

第1日　文化の大殿堂に学校歯科の盛上リ

　10年ぶりの東京大会である。伸秋，晴れあがった上野

の森に，北海道から九州に至る全国津々浦々から，学校

歯科向上の志にもえる2，500の同志を集めるにふさわし

い，快天の朝だ。会場，東京文化会館は，上野公園に建

設された現代建築の粋をこらし，設備その他大会を催す

にふさわしい豪華な殿堂である。

　「ご参会のみなさま，ご着席ねがいます」しずかな，

こころよい音楽の流れるなかに，大会委員中本徹氏のき

びきびとした，手ぎわのよい司会で，いよいよ大会の幕

があがる。

　大会副委員長木下伸太郎氏，開会を宣言し，国歌の齊

唱のあと，第28回富山大会で引きつがれた大会の鐘を，

満場注視のうちに，亀沢大会委員長がしずかに壇上を歩

み寄って，槌打する。かたい，しみとおる音が，ひびき

渡った。そのなかを，亀沢委員長は感激の面持ちで，開

式の辞をのべる。

場　外　観

　「上野の森，東洋一の文化の大殿堂が，きょう一日は，

“教育的な保健管理の理解と協力を得るために”という

スローガソのもとに，学校歯科推進のための研究討議の

場所となります。全国のみなさま，よくおいでください

ました。私たち，微力ですが，りっぱな大会とし，よい

成果があがるよう，運営に努力いたしております。どう

か研究討議に，親睦に，心おきなく過ごされますよう。」

　つづいて向井大会会長は，

　「東京大会は，昭和6年日学歯創立よりすでに5回目

であり，戦後は30年，第19回大会が東京都教育研究所で

開かれ，今回が2回目にあたる。第19回大会には，学童

のむし歯半減運動が大会宣言として採択され，以来各方

面の協力，支持を得て，半減運動は全国にひろがった。

第1次，第2次運動の10年間に，半減達成校は年々増大

し，私どもはこれをよい歯の学校として表彰するに至っ

た。そして今，第3次の運動期に入ったとき，東京でふ

たたび大会を持つのは意義が深い。

　　　　　　　　　　　　　今回のスローガン“教育
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的な保健管理の理解と協力

を得るために”は，今日も

っとも重要なものであり，

この10年間学校歯科医が学

びとった心がまえとして，

全国の同志が相つどい話し

合うべき，好適のテーマで

ある。

　理解ある学校では，教育

計画のなかに歯の保健をと

り入れて，子ども自身を保

健能力のある子どもにつく

るための努力がなされてい

る。この大会を有意義あら

しめるため，さらに，学校

保健に新しい力をつけるよ

う，

　東

袈裟

加を

あい

踵
、

暴　1

毒ボ

警
・

を
匡
会
智
こ
ち
僅
づ

臣

の

議

に

　
の
　
を

に
　
o
t
L
に

大

う
そ
告



日は，

，いう

職の

1さい

よい

どう

、う。」

目
で
童
方
゜
大
っ
ふ

回
所
学
各
た
増
至
で

育

力
も
，
学
，
し
で

教

協

日
り
が
て
話
マ

育
と
保
く
い
ら
校
よ

教

を
を
つ
て
あ
学
る
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　東京都教育委員長田中i義男氏・東京都歯科医師会長峯

袈裟友氏も，主催者側の一人として，全国から多数の参

加を得た大会が，りっぱな成果を上げることを祈って，

あいさつした。

せり上げも利用して

　つぎに祝辞にうつり，ご自身が参会された中村文部大

臣を筆頭に，鈴木厚生大臣，中原日歯会長，歯科界出身

の国会議員として竹中大蔵政務次官，東東京都知事，都

議会議員久保田幸平氏らが，それぞれ祝辞をのべ，つぎ

に祝電や各国から寄せられたメッセージが紹介された。

　この1年間物故された会員のご冥福をいのって黙薦の

のち，式は表彰に移った。

　恒例の奥村賞は，本年度該当者なしときまって，報告

をする竹内審査委員長も，いささかさびしそう。

　これに反して，全日本よい歯の学校表彰は，ますます盛

大になった。全国にむし歯半減運動が徹底したのであろ

う。今年度達成校は，小学校が1305校，中学校が385校，

そして5年連続校が51を数えるという。湯浅副会長の報

告にも熱がこもる。

　向井会長から，小学校を代表して，東京都文京区柳町

小学校の百瀬三郎校長，中学校代表に荒川区立第十中学

校の柳沢信高校長が，それぞれ表彰をうけ，感激の気持

をそのままに謝辞をのべた。こうして開会式，表彰式を

終えて，いよいよ大会はヤマ場にさしかかる。

研究協議会，二つの課題に体当りして

　定刻をすこしおくれて，研究協議会にうつる。教育と

しての学校保健をより深く理解し，学校歯科医が学校と

一体となって，新しい学校歯科を展開しようという，強

い意気ごみをもった東京大会では，従来の大会のような

研究発表も，特別講演もプログラムに組まずに，大会ス

ローガンをさらに徹底させるための新しい協議形式をと

り上げた。いうなればワイドショウ的なシソポジウム，

研究発表とシソポジウムとを組み合わせて，研究と討議

から新しい結論を導き出そうというものである。

　研究協議会の課題は　①学校歯科医が教育への理解を

深めるために，②担任教師の協力を得るために，そして

山形大・杉浦守邦教授を司会者として，発表者に津崎季

博，堺正治，和記憲一，杉原弘三，重野幸，十河正勝，

川村敏行，谷幸信の諸氏がそれぞれ担任教師，学校長，

学校歯科医，教育当局，学校歯科医会等を代表して参加

し，これらの発表に対して質問し，問題の所在を指摘す

る討論者として相田孝信氏，片寄登喜雄氏が加わった。

　協議は2部にわかれ，最後に総括が行なわれた。第1

部は課題「学校歯科医が教育への理解を深めるために」

発表は，

①　むし歯完全治療への歩み　津崎季博

②教育的な保健管理の理解と協力のために和記憲一

③教育の場における学校歯科医堺正治

④学校歯科医が教育への理解を深めるために

　杉原弘三

　これらは，学校歯科医がどんな動機で，どんなふうに

教育をしたか，その成果は？ということを，各関係の立

場から取り上げたもの。

　第2部は「担当教師の協力をうるために」，発表は

①学校歯科医の理解と協力を得るために重野幸

②　学校教師の協力をうるには　十河正勝

③担任教師の協力をうるには川村敏行

④　う歯の事後措置を効果的にするために　谷幸信の諸

氏。いずれもその道のべテラソ。ゆたかな経験からの発

表は昧わい深いものがあった。詳細は別掲の協議会記録

を参照されたい。

　約2時間20分の研究討議会が終わると，すでに午後1

時，2，500の会員は，それぞれに昼食をとる。
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満場をうっとりさせ

た地唄舞「雪」

　舞台はすっかり模様を変え

て，特別番組の「風流歌ごよ

み」と「地唄舞」になる。

　NHKテレビで，多くの人

になじみ深い小唄のいくつか

を，根岸登喜子さんたちが，

美しく聞かせたあと，無形文

化財・地唄舞「雪」。

　舞iは当代の第一人者で，上

方の舞を東京にひろめた神崎

ひでさん，地唄は富崎清琴さ

ん。文化会館の広い舞台が，

神崎さんの舞に集約され，す

みとおった富崎さんの声が静まり返った場内に，しんし

んと降りつもる雪の夜の情緒をみなぎらせる。別れた男

への思いにふける女のあわれさが，舞と唄にきめこまか

に描かれて，観衆はただ酔ったよう。

　まことにみごとな芸であった。

全体協議会，大会宣言

　大会日程は後半に入って，14．10～15・10の1時間，全

体協議会が行なわれた。

　協議議題は下記の5題。議長は前例によって，前年度

開催地富山の坪田前会長，本年度東京の亀沢会長，次年

度大阪の川村会長，それに日学歯の湯浅副会長の4氏。

①養護教諭の資格取得の科目に，学校歯科学の設定に

　対する要望について　富山県学校歯科医会

②文部省主催の保健講習会を地方に適宜に進出してい

　ただきたい　長崎県学校歯科医会

③「学校保健法第17条」改定についての要望

　　　　　　　　　　　　　　　高知県学校歯科医会

④　学校歯科保健教育に関する教材およびパンフレッ

　ト。教師の“歯の健康”のテキストブックの作製発行

　についての，編纂委員会を日学歯に設置されんことを

　要望する。　　　　　　　　　　大阪市学校歯科医会

⑤　学校歯科医手当については，少なくとも国が示す規

　準額は守られるように，全国加盟団体がおのおの努力

　目標とすることを申し合わせしたい。

　　　　　　　　　　　　　　　熊本県学校歯科医会

展　不　会　場

　5議題いずれも全員賛成のうちに可決して，その処置

を執行部に一任した。

　1，2および4については，それぞれ文部省当局（学

校保健課長）から，善処するとの答弁があり，とくに4，

に関しては，先年発行された「学校病の手びき」の活用

をお願いしたいとのことであった。

　なお動議により，この大会を意義づける宣言の要望が

あり，湯浅副会長より起草案の発表を行ない，全員拍手

のうちに可決決定した。

　　　　　　　大会宣言

　本日第29回全国学校歯科医大会において研讃した

「教育的な保健管理の理解と協力をうるために」に

ついては，われわれ一同現在までに得られた学校歯

科の成果をもととして，一致協力してその発展に寄

与することを宣言する。

　昭和40年10月17日

　ついで次期開催地として大阪が選ばれ，これも満場拍

手のうちに可決され，大阪を代表して川村大阪市学歯会

長があいさつされた。

閉会式　また大阪であいましょう

　これで日程はすべて終了し，閉会式に移った。関口大

会副委員長が閉会の辞をのべ，大会の鐘は亀沢委員長か

らri

に，
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　‘‘

ノ
、

ユl

t：　C

　
ロ

　

　
り
イ
ム
　
　
シ
　
　
　

ノ
コ
　
を
　
を

　

開

れ

　
大
座
ん

一 18一



11，置

（学

4，

蓄用

ら向井会長に，向井会長から川村大阪市学歯会長の手

に，壇上にならんだ東京都の委員も，会場の人びとも，

すべてが拍手をもってこれを迎える。

　曲は蛍の光に変わり，次第に暗くなっていく舞台の上

で，川村会長は手をふりながら，

　“どうぞ大阪へおいやす”

　すると客席からも，声がかかる“頼みまっせ”

　なごやかなふんい気に包まれながら，収穫多い大会第

ユ日は，林副委員長の閉会宣言とともに，ぶじ幕がおり

たのであった。

展示会，懇親会

　展示会は，大会会場の文化会館のなかの広いロビ・一一で

開かれ，歯科医療器材をはじめ，たくさんの品が陳列さ

れ，終日盛会であった。

　懇親会は歌舞伎座で，午後4時30分から開催された。

大会を終えると，みな都営地下鉄で東銀座へ出て歌舞伎

痙に向かい，懇親会と観劇会を兼ねて一夜を，じゅうぶ

んに楽しんでいただけたと信じる。

第2日　皇居内拝観と学校視察

　第2日は，皇居内拝観と学校視察。

　大会委員の精進がよかったためか，きょうも同じよ

うに好天気，バスに分乗した会員は桔梗門から皇居内拝

観昭和の聖代の平和のいつまでも永からんことを祈

り，午後はそれぞれの希望の視察校へ。

　1は文京区立柳町小学校。2は荒川区立第十中学校。

　この大会を記念して，東京都は，その学校歯科活動を

全国の同士に紹介しようと，視察校に柳町小，荒川十中

を選ぶとともに，学校保健推進地区として荒川区学校歯

科保健の歩み，文京区う歯半減運動10年の歩み，その他

の資料をまとめ，「学校歯科保健の歩み」を刊行，全参

会者に配布し，文京区が公募した‘‘愛歯の歌”の入選歌の

ソノシt・一一トを大会に贈呈し，大会運営の担当者として，

奮闘した。

　大会はつつがなく終了。多くの方がたに満足していた

だけたのも，われわれの熱意が天を動かしたためであろ

う。しかし，何せ規模の大きかった，未曽有の盛会，不

行届な点は深くおわび申上げるとともに，全国のみなさ

まのご援助に深い謝意を表したい。

醒が

白手
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訂会

1大

乏か

虫歯になった時
　私たちが水戸にいた時，ママの虫歯のあなにばいき

んがはいって顔の半分がふうせんのようにふくれてし

まった事があった。

　学校がお休みだったので私もついて歯医者へ行っ

た。そしてちりょうしたり，飲み薬を買ったり，冷たい

タオルで冷やしたりして，やっと元どおりの顔になっ

た。ママはそれまでいたいのをがまんしていたようだ。

　ママは自分の時はなかなか歯医者さんに行かないの

に，私たちの歯は少しでもおかしいとすぐ歯医者さん

へ連れて行く。だから今度も

「このごろおかしがつくと歯がしみるのよ。」と私が言

ったら，ママがすぐ

「土曜日に歯医者さんに見てもらいましょう。」と言っ

た。

　いよいよ土曜日，歯医者さんに見てもらう日だ。そ

の日は朝から歯医者さんで歯をけずるといやだなあと

思っていた。学校のじゅぎょうも終わり，都電に乗っ

て歯医老さんに行った。この歯医者さんは古くから知

っていて私もおにいちゃんも小さいころここにかよっ

た事がある。

　その時，おにいちゃんも歯がおかしいとか言ってい

たのでいっしょに見てもらった。待ち合い室で待って

いるとなんだかむねがどきどきしてきて，本を読んで

いてもおちつかない。始めにおにいちゃん，その次に

私の順で見てもらつた。

　おにいちゃんは少し進んでしまっているらしい。さ

いわい私のはちょっとあながあいただけで，このまま

でもだいじょうぶだと言われた。けれどもおかしがし

みるからちりょうしてもらう事にした。

　次の週に行くと，今度は歯をけずった。小さい時よ

りもいやではなかった。だがやはりいい気持ちではな

かった。でもこれでしみる事がなくなるのだからしか

たがないと思った。

　私のはあなが小さかったのでそこへ銀をつめておし

まいだ。先生が

「はい，これでおしまいです。」と言ってくれた時はほ

んとうにほっとした。

　歯医者さんは行くまではいやな気持ちだけれど，帰

り道はさっぱりしてしまう。だからやはり歯医者さん

は，いやでもあなの小さいうちに早く行くべきだ。

　　　　　　（辻みどり・文京区窪町小五年・「文京

　　　　　　区う歯半減運動10力年のあゆみ」より）
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要　望　事　項

文部大臣　中村　梅吉　殿

厚生大臣　鈴木　善幸　殿

昭和40年12月27日

日本学校歯科医会会長　向井　喜男

第29回全国学校歯科医大会議長団

日本学校歯科医会副会長　湯浅　泰仁

東京都学校歯科医会長　亀沢シズヱ

前富山県学校歯科医会長　坪田　忠一

大阪市学校歯科医会長　川村　敏行

第29回全国学校歯科医大会要望事

項の陳情について

　昭和40年10月17日東京都において開催いたしました，

第29回全国学校歯科医大会で別紙の通り要望することを

決議いたしましたので，学校歯科衛生振興のため，それ

ぞれの所管事項に関し，早急に措置されるよう要望いた

します。

1・　養護教諭の資格取得の科目に学校歯科の設定を要望

　する。

　理由　学校保健の中に占める学校歯科の比重は大

　　きい。学校歯科医が職務を遂行するために養護教諭

　　は重要な存在である。富山県の例を見ると，歯科衛

　　生士の資格をもつ養護教諭の勤務している学校はい

　　ずれも「よい歯の学校運動」に優秀な成果をあげて

　　いる。この事実から養護教諭資格免許の下附試験お

　　よび養成学校教育科目の中に学校歯科を設定してい

　　たアごきナこし、。

2．文部省主催の学校保健講習会を適宜地方に進出して

　いただきたい。

　理由　学校歯科医が教育への理解を深めるととも

　　に，学校教師も学校歯科をよく知っていただきた

　　い。そのためには文部省が主催する講習会は重要な

　　研修の場と考える。

　　　東京で開催される文部省主催の講習会に出席する

人数は県単位では少数であり，かつ地方から多くの

会員が出席することは困難であるので，これを適宜

地方に進出して開催していただきたい。

3・　「学校保健法第＋七条」改定について要望する。

理　由　　上記の対象者は限定されているが，学校病

　　に罹患している生徒は高等部にも多く見られる。特

　　殊学校では，中学部だけで終了する者はなくて，専

　　攻科，あるいは別科コースを終了しなければならな

　　い。したがって学校病の一掃をはかるために，その

　　適応の範囲を拡大されることが望ましいが，それが

　　困難な場合は，特殊学校だけでも高等部以上までそ

　　の恩恵に浴させることを要望する。

参　　考

①　学校保健教育に関する教材およびパンフレット，教

　師の「歯の健康」のテキストブックの作成発行につい

　ての編纂委員会を，日学歯に設置されんことを要望す

　る。

　理　由　　第3次う歯半減運動を実施するにあたっ

　　て，予防とか，学校内における保健教育というもの

　　を，もっと積極的に拡充しなければ，よい成果はえ

　　られないと考える。よって，このたび日本学校歯科

　　医会の中にこれらに関するパンフレット等を教師用

　　に，あるいは児童用に編纂する委員会を設置するこ

　　とを要望する。万一むずかしいようであるならば，

　　文案だけでも提示して下さるよう希望する。

②学校歯科医手当に就いては，少なくとも国が示す規

　準額は守られるように全国加盟団体がおのおの努力目

　標とすることを申し合わせしたい。

　理　由　　学校歯科医手当が不当に低額である実例

　　は，殊に地方町村に多い。これは往年の奉仕精神の

　　名残りとも見られ，現在の感覚をもってすれば，極

　　端に低額な報酬を認容することは学校保健の向上を

　　阻害するばかりでなく，保健を軽視することにも通

　　ずると考えられる。

　　　私どもは少なくとも国が示す規準額は当然のもの

　　として要求したい。そして，急速に全国的に手当の

　　水準を高め，学校保健進展の基盤を固めたい。それ

　　には，加盟団体のおのおのが呼応して，相互にその

　　実現につとめることを申し合わせしたい。
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教育的な保健管理の理解と協力をうるために

　前日の学校歯科衛生研究協議会で決議された「第3次

う歯半減運動」の発足を前提として，教育としての学校

保健をより深く理解し，学校歯科医が学校と一体となっ

て，新しい学校歯科の方向を研究するために，（1）学校

歯科医が教育への理解を深めるために，（2）担当教師の

協力をうるために，の二面から協議することとした。

　第29回のこの大会の特色は，特別講演を聴く会ではな

く，参加者全員が，スローガソのもとで，研究を発表

し，協義することで，司会の杉浦先生によって結論を見

出すことに多くの期待がもたれた。

　協議はパネル・ディスカッション方式によって進めら

れ，研究発表者に対し，討論者によって，その神髄にふ

れようと試みたもので，大会要項の他に参考資料として

東京都の「学校歯科保健のあゆみ」が配布された。

司　会・山形大学教授

　　　　熊本県上益域郡七滝小学校教頭

　　　　長崎県学校歯科医会長

　　　　富山市学校歯科医会長

横須賀市立汐入小学校学校歯科医

大阪市学校歯科医会長

香川県教育委員会学校保健係長

新潟市立礎小学校長

杉浦守邦

津崎秀博
堺　　正治

和記　憲一・

谷　　幸信

川村　敏行

十河　正勝

重野　　幸

討論者・埼玉県入間郡畠士見町立南畑小学校学校歯科医

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　相田　考信

　　　　千代田区立麹町小学佼長　　　　　片寄登喜雄

　杉浦（司会）本口掲げましたスローガソ「教育的な保

健管理の理解と協力をうるために」，これを二つの面か

ら協議いたすことになっております。第1は「学校歯科

医が教育への理解を深めるために」，第2は「担任教師

の協力をうるために」でありますが，内容からみて両者

は同時に協議することが最もよいと考えますので，これ

を合わせて協議いただくことといたします。

　その理由は，口本学校歯科医会が，う歯半減運動を提

唱して，よい歯の学校の表彰を指導してまいりましてか

ら，日本の学校歯科は，大きな進歩を記してまいりまし

た。このたび「第3次う歯半減運動」を1用始し，飛躍す

るために，学校歯科は教育の中で，大きく根を張る必要

があります。そのためには，学校歯科医自身の教育に対

する理解の高揚が必要であると同時に，学校側教師の歯

科に対する認識がいっそう高まる必要があります。けっ

して一方のみでは効果に期待はできない。いわば，この二

つの主題は互いに関連するもので，楯の裏表と考えます

ので合わせて協議いたします。この点御了承願います。

それでははじめに，
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教育の場における学校歯科の現状はどのようになって

いるが

むし歯完全治療への歩み

　津崎　熊本市から南約50キロ，九州山脈の麓にある小

さな町の小学校で，標高600mの山間に存在する一地方

の「むし歯完全治療への歩み」について報告した（大会

要項P．24参照）。

　昭和36年頃には町部と農山村で，むし歯保有率はスラ

イドに示す通り34．1％と22．0％と大きなひらきがあっ

た。しかし昭和40年では，この差（50・9％と48・0％）が

ほとんどなくなったことは，山村にも変化が滲透してこ

の結果になったものと思います。8年前に，この学校に

赴任したのでありますが，治療はほとんどなされていな

かったので，むし歯未治療の調査をした。スライドの通

り連れて行く者がない38％，おそろしい53％という状況

でありました。この原因を考察し　（1）学校経営上の問題

として，保護者との連絡提携，（2）担任教師については歯

科衛生知識の欠除，（3）保護者については，歯科衛生に対

する関心の低さ，（4）児童についは，恐怖心と治療時期に

ついて研究しなければならないことがわかった。

　学校側は，歯科衛生知識についてはずぶのしろうと

で，職員の研究生活，啓蒙対策，習慣形成の問題，カリ

キュラムの作成，むし歯の治療計画等は，校医の助言な

しでは立案できないのが実状で，この点についての協力

は，特にお願いしたいところであります。

　保護者への連絡について，歯の検査結果についてのお

知らせを，児童の口腔実態について実物教育的に取りあ

げ，疾病の症状と治療内容をわかりやすく説明した。特

にこの知らせを受け取ったことについて，保護者に承諾

書の提出を計画してその徹底を計った。

　むし歯完全治療のできたのは，（1）治療計画をたて，夏

休みに集中する治療を，近接校の保健主事会を開いて日

割，時間差を調整し，児童を学校側で引率した。（2）乳歯

の抜去，C、　C2については，校医による校内集団治療を

行なった。（3）農山村では時期的に，現金収入が少ないの

で，月賦制にし，学校で徴集して医院に支払うようにし

た。（4）農山村では，歯の治療費より交通費が高くなるの

で，PTA奨学費より貸出し制度によってこの点を解決

した。（5）児童の恐怖心をなくすために，歯の検査に際し

て，検査器具をさわらせてよく理解させた。これらの具

体的な実践方法は，この地方なりの条件にもとついて考

察し，校医の協力によって大いなる成果を挙げることが

できたのであります。学校側として校医にお願いするこ

とは良寛上人のような心で，学校職員の一人として子ど

もたちに接してほしいことであります。

司会　学校と校医の近密な結びつきの例をありがとう

ございました。それでは

学校歯科医は，教育への理解を深めるために，具体的

にどのような動きをしてきたか

教育的保健管理の理解と協力

　和記歯科医学的な仕事が学童の体位向上，体質改善

につながる問題であることを理解し，学童への深い愛情

を基本として学校，学童に接触してきた（以下要項p．21

参照）。最後に，自分の学校において実施している体質

改善に関連する問題点として，学校給食を例にとり，よ

くかんで，なんでもたべ，偏食しない運動について報告

があった。

教育の場における学校歯科医

　堺　学校歯科医は教育への知識があっても，容易に口

にすべきではなく，学校に登校して体で教育の場を理解

することが大切である。私は学童の中にとけこんで，学

童愛の中に自分を忘れる幸せを感じている（以下要項

P．18参照）。歯の衛生強調週間を10日として，毎年活発

に運動を行なっているが，3年に1回ぐらい，最終日を

歯の祭典として学級の研究発表を行なっている。

　　　杉　浦　氏（司会）

校と心と心のつながりをもち，教職員より信頼される学

校歯科医となることが，教育を理解する道である。治療

のみでなく，学習指導に協力することが，重要な職責で

あるという点で，真にりっぱであります。

　それでは学校側は，教育の実際に携わる担任教師の立

場から，現在学校側に協力，理解がみられるも，なお不

充分であるとすれば，いかにこれをよびさまさねばなら

ないか。

　担任教師を振るいたたせるために

　司会　両会長のご発

表の共通点は，教育学

の勉強をすることが教

育への理解を深めるこ

とではなく，自分の職

責を認識して，しかも

学童を愛する愛情の基

盤に立って，学校の中

にとび込むことです。

学校をよく理解し，学
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う歯の事後措置を効果的にするために

担任教師の協力を

　谷　昭和27年から40年にいたる状況をう歯罹患と処置

について，調査数値にもとついて説明（要項p．37参照）。

ついで教科においても教師の指導によって，その教育効

果に著しい差異のある事実を指摘した。このために学級

担任に歯科疾患，特にむし歯の特質をよく理解してもら

うよう，（1）むし歯は自然治癒しないこと，（2）早期発見早

期治療の必要性，（3）むし歯から起きる全身疾患のおそる

べきこと，（4）むし歯は学習に影響することが大きい，（5）

咀囑，発音，容貌に大きな影響がある，これらの点を強

調した。児童の身体的状況を把握させるために，健康診

断時には必ず受持教師を立ちあわせるようにした。こう

した活動が，担任教師の学級における健康指導の面で，

積極性が現われる結果となった。スライドに示すように

校内予防処置に対する認識が高まり，校外治療がよく行

なわれる結果，永久歯の処置率は年々増加し，高度う蝕

がきわめて低くなってきた。学校歯科医側としても年3

回の検査を実施し，学校側の治療勧青をうながすサンド

イッチ方式によって実績を上げた。担任教師の指導力

が，いかに学級保健活動に影響するかの実例（要項p，40

参照）について，1担任教師の体験を報告した。

　司会　事後措置を効果的にするために，学級の啓蒙に

ついて，よく行なった例でありますが，パンフレットで

この方面の啓蒙をしている例を紹介します。

学校歯科保健教育教材およびパンフレッ

トの作成について，教師用の”歯の健康”

についてのテキストの作成について

　川村（要項P．34参照）学校歯科教育に必要な教材お

よび各種資｝三［パソフレットの作成によって，学校歯科に

必要な教育面の理解を計るべきであることを強調し，全

体協議会要望ω（要項p．46参照）の提案をした次第で

研究発表の諸氏

ある。歯ブラシの制定委員会を作り，大阪歯科大の協力

によって5種類の歯ブラシの試作品を作った。

　これによって歯の清掃をしてもらいたい。従来の歯み

がきという観念ではなく，歯をブラッシングすることを

理解してもらうことを希望する。

　また，保健主事の任命制を実施しているが，歯科的理

解がないので，保健活動を推進するためには，保健主事

の専任制を希望する。

　司会　テキスト，パンフレットによる保健教育活動に

ついての発言でしたが，とくに保健主事の保健に対する

認識が充分でないということですが，担任教師の協力態

勢を奮いたたせるため，教育委員会よりご発言願います。

学校教師の協力をうるには

　＋河　私は，学校の先生方と人間関係をまず作ること

で，学校と学校歯科医の関係ではなく，Iand　You，私と

あなたでなくてはならないと思う。この方法として学校

歯科医会という組織・活動を通ずる場合と，学校歯科医

個人の立場からの二つの面が考えられるが，人間関係の

高まりが大切である。この点を強調して香川県の実情

（要項P．31参照）を報告した。

　司会　学校側の立場から，学校歯科医の協力をうるた

めに，どのような考えをもっているか。

学校歯科医の理解と協力をうるために

　重野　私はこの学校に27年つとめている。学校歯科は

昭和10年から開始した。私は途中で他校に転任して，ま

た校長としてもどってきた。学校歯科教育30年の経験か

ら，「なんといっても学校は子どもが主人公である。学

校と学校歯科医の関係は，子どもを通して生ずるもので

ある」ことの基本的な考え方を明らかにした。赴任当時

の状況は，体重が少なく，ひょろひょろして，近視，む

し歯が多く虚弱児，偏食児が多かった。『この子どもたち

を放っておけないではないか。もうすこしねばりのある
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子どもにしたい。というのが昭和6年から昭和10年頃に

かけての，私どもの努力でありました。学校給食，学校

歯科が始まったのはこの頃です。

　昭和24～26年頃むし歯が多くなってきたので，いろい

ろと研究した結果，一年一度の検査ではなく，秋の検査

をもすることにした。昭和28，9年頃に新生う歯，2次

う蝕がめだってきたので分析研究をした。教育はすべて

そうであるが，学校保健は特に実態，現状の把握から始

まる。しかも，一年だけではなく年々継続して観察せね

ばならない。この点が重要で，わが校では，口腔診断の

成績は，児童別，学級学年別に全校に追加保存され，学

校歯科医に提供される。そして専門的に統計分析し，対

策が研究され観そして学校側の任務として指導要点

を，具体的に教育実践活動に移すのであります。

　児童との接触は愛情をもって，歯科医としての態度で

はなく児童を育成する教育者の構えが必要であると考え

る。健康診断に際しては4名の学校歯科医によって，分

担検査をするのでありますが，卒業までその学級を継続

して検査する方式をとっている（要項P・29参照）。結

論として学校歯科医に教育学や，教育指導技術を多く求

めることは不可能であるし，意味もないと考える。学校

の実態に直接ふれて児童育成の姿を理解し，児童への愛

情を高めつつ学校の中に溶けこみ，学校歯科医としての

専門的立場から，学校の教育に参加することが，非常勤

の職員としての位置づけとなるのではないだろうか。

　司会　学校歯科医を学校の一員として，相互理解，相

互教育によって実績をあげている報告でした。以上7名

の先生方それぞれの立場から，話合いがありましたが，

ここに討論者を予定いたしてありますので，相田先生か

らどうぞお願いいたします。

歯齪炎管理について

　相田　いままでいろいろのお話がありましたが，いず

れも，むし歯の処置を中心に保健活動を進められた実例

でありましたが，私の学校では，別の角度から学校保健

を推進いたしましたので，これを申し上げ，特に津崎先

生の学校とその条件が同じなので，後ほどいろいろと御

意見をいただきたいと思います。

　口腔清掃を直接う歯予防運動として取り上げても，な

かなかその効果は上がってこないのが普通で，これが現

場の熱心な先生から，かなり疑いの目で見られることが

あります。そこで私は，歯口清掃によって短時日に効果

の現われる歯齪の状態を，PMA指数によって評価する

保健活動を取り上げることにしました（スライド説明）。

農村の11学級しかない学校ですが，また歯科医院に遠い

のですが，こうした保健活動の結果，自然むし歯の処置

率は70％になった。しかしこれ以上には，教育的管理だ

けでは上昇しないことがわかったので，管理面の強化を

計ったところ90％にまで達し，この結果として，高度う

蝕が減少してまいりました。保健活動の内容は以上の通

りであります。

　この運動は，県から学校保健研究校に指定きれました

ので，歯科保健を研究することになったのであります。

私は，学校歯科医として知っている公衆衛生の知識全部

を，先生方に披渥して学校という教育の場に，保健資料

として活用し，こなしてもらうことにつとめたのであり

ます。実践を通じての教育をする場合，自分自身も，学

相　田　氏

校の先生と一・緒になって考

えねばならないと思いま

す。このような効果があが

ったのは，学校歯科医が特

別に教育を勉強したのでは

なく，むしろ学校の先生方

が，歯科保健を教育的にこ

なしてくれたといったほう

が適切でありましょう。

　津崎　むし歯予防週間になると，治療が100％に達す

る。7，8月はこの線を保っているが，11，12，1，2

月になると60％に下がる。これが毎年間を通じてくりか

えされる。この辺に問題点があると考えますが，習慣形

成は，子どもと教師の根くらべが必要だと思います。

　司会　むし歯半減運動は治療に重点をおくこともある

が，予防的な面，つまり口腔清掃状態に重きをおいて指

導することが，現場においてなされることが必要である

ということであります。十河先生と同じようで実際にや

っていられるところがありましたら。

　＋河　治療か予防かということは，むずかしいので私

にはよくわかりませんが，例を火災予防について考えて

みますと，火は消すだけではなく用心が大切で，むし

歯も同様であります。学校歯科医の立場からは，予防を

強くせねばならないと考えます。最近予防面をつよくと

りあげ，実際活動として歯口清掃が実施され，この活動

をやっている学校が多くなってきたことを報告いたしま

す。

　司会　次に片寄先生にお願いいたします。
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ますが感謝いたします。人間関係の和については当然で

あろうと考えます。私は第2部でありますので，感じた

ことをおたずねし，同時に，私の例を申し上げます。

　谷先生に・・治療率100％学級といっても，学級内で

はなおかつ治療に行かない子どもたちがいたと思うが，

その子どもたちに対して，どのような方法がとられた

か，また子どもたちが自分から治療を受けようと考え，

100％治療の成果を上げるためには，子どもを中心とした

地域社会の関心を高めなくてはならないと思います。そ

のためのPTA保健部，子どもたちの児童会，町ぐるみ

の活動についてお聞きしたい。

　川村先生に・・学校で算数，理科などのパンフレット

を買って下さいという教師は，よくこれを利用し活用

しているが，他の先生は少しもつかわないのですが，パ

ンフレットの利用について効果の上がるために，どのよ

うな計画をたてられたか。たとえば8教科のどこでつか

ったらよいとか，また学校の会合の時に，どれを利用し

たらよいといったぐあいに，パソフレットを作ったあと

の利用について，実際的な研究をお聞きしたい。

片　寄　氏

　私の学校の例で申します

と，よい子の歯の作文をテ

e－一 プにとり，これを国語の

時間につかって歯の話をす

る。算数の時間に％の指導

を，歯の統計をつかって理

解してもらうなどを実施し

ている。

　十河先生に・・熱心にやって下さる報告を聞き，敬意

を表します。

　私の学校でも，木曜日には内科の先生が登校して，出

欠状況などを調べて，いろいろと観察いたします。歯科

の先生は，毎水曜日午前中に登校して治療カードを調べ

て，いろいろと指導をいただいておりますが，校医の先

生方が，たやすく学校にこられる状態が必要ではなかろ

うかと考え，歯科校医のための机，いす，ロッカーを設

備してあります。

　重野先生に・・永い学校生活の歴史の上の発表，要項

を拝見いたしましても，いたれりつくせりの学校経験，

見学させていただきたいと思っております。ただ学校を

とおしての町ぐるみの運動が，どう展開されているかを

お聞きしたい。

　司会　1時に協議会を終りにする予定でおりますの

で，たくさんの質問がありますが，相互に重なる点もご

ざいますので，まず谷先生から。

　谷　自発的に治療に行かない子どもは，鍵っ子，共か

せぎの親をもつ子ども，片親の子どもなどに多くみられ

るのでありますが，学校からの歯の検査の通知を親にわ

たさないのが多く，学年主任と各学級担任と話合いを行

ない研究してまいりました結果，治療率が高まってまい

りましたが，まだ解決点が得られていない。

う歯半減運動は治療中心か，予防中心か

　司会　相田，津崎，十河先生の間で，問題となってい

る点をふりかえってみますと，う歯半減運動について，

一方においては治療を中心として進め，いま一方では，

さらに予防について歯口清掃がとりあげられ，保健活動

を推進しております。そこで（向井日学歯会長に向かっ

て）先生，う歯半減運動において，よい歯の学校表彰が

取り上げられておりますが，日学歯において，会として

一体どこにスジガネをおいているのか，明らかにしても

らうことによって，学校歯科医・担任教師に，よい方向

づけができると思います。会長さん，この点にふれてお

願いいたします。

　向井会長　う歯半減運動を提唱した日学歯としてお答

えいたします。

　むし歯半減運動という活動は，単なる啓蒙運動でな

く，具体的な実践活動を求めているものであります。児

童，生徒が健康生活を営むために，むし歯を処置するこ

と，特に早く治療するという実践活動は，もし成果を上

げました場合，その学校あるいは，その地域の保健教育

の高まりを物語るものであります。逆に半減運動は，保

健教育のエバリエーショソないしインデックスであろう

と思います。これは，予防面，治療面を考えずに，成果

を上げることはできないということであります。

　う歯半減運動といえばア充を連想する方が今日まだわ

りあいに多い。ほんとうに児童，生徒が，．終極のそこに

いたるまでの過程が重要視されねばならないのでありま

す。これこそ今日の主題である「教育的な保健管理の理

解と協力をうるために」，そのものの姿と思います。

　司会　ありがとうございます。心のよりどころを得た

感じがいたします。きするところ，う歯半減運動を強化

するために，学校歯科医の教育に対する理解を高め，担

任教師の協力態勢を作ることで，総体的には，演者の方

がたがお示し下さった通りであります。

　結局，学校歯科医が学校保健のよき指導者となるこ

と。また学童愛のうえに，学校の教師とよい人間関係を

作ることが，学校歯科の振興策であるということが，本

日の主題の結論であろうかと思います。
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〈視察校記〉

日本でただ一つ「教室内の手洗い兼洗口場」

文京区立柳町小学校

　なせ柳町小学校が視察校に選ばれたか，その理由から

のべてみよう。

　大会記念事業として文京区が「学校保健推進地区」に

指定され，6月21日には東京都教育委員会教育長からの

正式の通達があった。

　文京区教育委員会は，う歯予防運動委員会が中心とな

って，記念事業の数々を計画し，学校保健会の歯科部会

はもとより，地域歯科医師会（小石川歯科医師会，文京

歯科医師会），地域社会の各種団体が一丸となって，そ

の名誉に答えるべく保健活動を推進した。

　文京区のう歯半減運動も10年を迎えたので，とくに運

動は活発てあったが，年度運動目標が「給食としつけ」

であり，大会事務局からは，「学校歯科医が教育への理

解を深めるために」ついてであったので，「情操教育と

保健活動」を取り上げ，情操教育研究指定校である柳町

小学校を視察校として，地域保健活動を公開することに

した。

　また文京区では，10月11日大会の前夜祭として「歯の

祭典」を開催した。これは例年，就学前幼児を対象とし

たう歯予防対策として開いてきたものたが，本年度に限

り大会記念事業の一環としたのである。

　会場は文京公会堂，1，700名の学童が参加して，文京

区教育委員会が公募した「愛歯の歌」入選歌が発表され

た。

　この愛歯の歌および愛歯行進曲のソノシート3，000枚

を大会参加者全員に贈呈することがきまり，席上，贈呈

式が行なわれたことを特に記しておきたい。

　10月18日柳町小学校の公開

　大会参加代表200名によって編成された視察団は，4

台の大型・ミスに分乗して12時に学校着，14時学校出発ま

て2時間，学校の保健施設，保健活動（給食としつけ）

保健活動推進地区としての文京区の実態公開をもとに，

研究協議会を催した。学校全体にながれる「愛歯の歌」

　　　　　　　　　　　「愛歯行進曲」は同校の国語の
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福島考一先生が作詞し，百瀬三

郎校長が自ら作曲したものであ

る。給食のミルクの香りととも

に，健康で情操豊かな児童の行

動は，視察団の一人一人を感動

させたようである。

　帰りには児童の演奏する曲に

感慨深げにバスの窓から手を振

っていた数多くの参会者の姿

に，見送りの校長や先生，職員

はいつまでも教室の語り草とし

ている。

　給食と食後のしつけとしての

歯口清掃の実況は，同日の午後

6時30分から読売テレビ・ニュ

ースで全国に向けて放送され
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て「歯の

対象とし

年度に限

て，文京

発表され

3，000枚

上，贈呈

団は，4

校出発ま

しつけ）

もとに，

歯の歌」

の国語の

，百瀬三
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りととも

児童の行

　を感動

　る曲に

ら手を振
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り草とし

としての

日の午後

ビ．一
　　一　二」

送され

た。

　さて，柳町小学校の学校施設や保健的状況をご紹介し

よう。

　1）校舎は昭和38年に新築，現在2／，が完成，昭和41年

2月全部が完成の予定である。鉄筋コンクリート3階

建，外観は淡いオレソジ色とクリーム色，内部は落ちつ

いたうすいグリe－一ンがかった配色で調和し，保健的な見

地から目に対する保護と，心の安定を保つために配慮さ

れている。情操教育を努力目標とする学校として，理想

的な校舎である。

　2）教室（各教室とも手洗い兼洗口場がある）内は明

るく，淡いオレンジ色とグリーンとの適当な配色がされ

ている。　‘

　黒板は，窓からの光線による反射を防ぐため，やや凹

面になっている。教室の前後と，窓の下方に整理棚が設

けられており，室内の整理整頓が考慮されている。それ

に室内の後方にタイル張りの水のみ場がある。水道の蛇

口は3個（給水基準50人に3個以上），蛇口は上下方に

回転する。水の出る部分は，水が柔らかく出るように網

目になっている。水のみ場の正面いっぱいに鏡があり，

児童の上半身が映る。

　この水のみ場は，手を洗うと同時に歯口清掃の場でも

ある。ソープ・ハソガーに石鹸が用意され，手拭きは移

動式の2段の円形鉄製で，校長の独創になるものであ

る。児童一人一人が自分の物を使用し，衛生的で，乾燥

に便利である。

　3）保健室，淡い配色された色調の壁の一室に，中間

うすいグリーンのカe・一・・テンが治療室と休養室に区分して

さがっているが，健康診断のように大勢の児童が来室す

る場合には，カーテンを開放して，広く使用できるよう

になっている。運動時の外傷の時などのために，校庭か

ら直接出入りできることも特色である。

　4）情操教育と保健活動：本校は情操教育の研究協力

指定校として，常に研究が続けられている。心身ともに

健康であることは，教育を実行するための基礎的条件で

ある。

　また・心身の健康をよりいっそう高めることは教育実

践の一目標である。情操教育にしても，心身の健康を無

視して情操は考えられない。

　とくに清潔については，個人衛生の基本で，食後の歯

口清掃は，学校給食にともなうしつけとして，食事を通

じての一連の習慣形成で重要な教育課題でもある。

　現在洗口場の完成後日なお浅く，ブラシによる歯口清

掃までは実施していないが（昭和41年度より実施予定）

「食前の手洗い，ガラガラうがい（公害，疾病対策），

食後のブクブクうがい（歯の間の清掃によるう歯予防対

策）」を実行している。

　洗口場一ぽいの大きな鏡によって動作を映し，保健活

動の清潔についての反省と服装を正す機会を作り，サフ

ラニンテストによって歯口清潔の意義を強調している。

また保健委員会においてはブラシによる清掃が研究され

ている。

　地区保健活動資料の展示と研究協議会

　全学年，学級の給食の状態と歯口清掃の実際を視察し

たのち，講堂において研究協議会を40分間開催した。教

育委員会の司会によって，学校歯科医会長，柳町小学校

長，養護教諭，給食係，同幼稚園長，学校歯科医等から

地域活動，校内活動，給食活動等についての討論がなさ

れた。

　とくに教室内洗口場の管理，教育についての話し合

い，表彰と教育委員会の予算面についての質問が多かっ

た。地区活動については「文京区う歯半減運動10年のあ

ゆみ」が資料として，大会事務局から配布されているの

で，その内容説明があった。

　地区保健活動の統計資料，区内全学校より提出された

「全日本よい歯の学校表彰状」は学校別に整理され，各

学校別の10年間の児童，生徒口腔実態集計票が部厚くと

じられ偉観であった。表彰は小学校のみが対象で20校中

18校が受賞し，5年以上連続受賞校5校，団体表彰とし

てう歯予防委員会が都から受けた賞状などが講堂に所せ

ましとかざられて，歯の祭典資料に視察団の注目が多く

集まった。

　終りに手洗い兼洗口場の教室内設置については，本区

の学校建築基準に取り入れられていることをご報告して

おく。

　　　　　　　　　　　　　　　　（高　橋　一　夫）
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過密地区のなかの荒川区立第十中学校

　荒川区といえぱ，東京でも上

野に近い下町にあり，人口28万

の中小企業の密集した，典型的

な過密市街地，環境としては決

してよくない。そんな中で，教

育行政では好適な生活環境を作

り，学童の健康増進をはかろう

と学校保健には特に力がいれら

れて，教育委員会，学校，三師

会がガソチリとスクラムを組ん

で，学校保健委員会，生徒保健

委員会活動が盛り上がっている

のである。

　視察校荒川十中がどんな活動

をしているか，大会参加者にも

興味がもたれたのか，10月18日

の参観日には200名もの参会者があった。

　正午から受付を開始し，校内に展示した学校保健活動

の資料を見ながら，学校歯科医会会員や生徒保健委員の

説明に，しきりにうなずく参会者のすがたがあった。昼

食後，十中放送部によって校内テレビ放送が始まる。校

内テレビ放送設備をフルに学校保健活動にとりいれてい

るのが荒川十中の特色である。

　まず音楽部による演奏，校長，区長，教育長のテレビ

による挨拶につづいて，生徒保健委員会を公開，全教室

にテレビ放送された。

生徒保健委員会の内容はというと

○　保健活動の報告および協議

各クラス生徒保健委員会の選出

本年度の活動計画検討

歯科定期健康診断への協力

健康診断後の事後処置への協力

〔う歯100％治療の促進方〕

う歯予防のポスター，標語，作文の応募

う歯処置剤のグラフ作製と活用

う歯処置優秀学級の表彰

歯の家庭通知票にもとつく処置票の整理

校内テレビ放送によるう歯予防の呼びかけ

夏期歯科保健について

休暇中の罹病調査

10月

手洗および歯口清掃の強調

第2回目の検診結果による亭後処置奨励

う歯処置状況にもとつく今後の啓蒙方針につい

て

4月

5月

6月

7月

月
月

nO
O
ゾ

　これらの報告に対応するように，生徒保健活動は教室

には個人別・クラス別全校の処置状況をはりだし，日に

月に上昇する処置率をくわしくみせて，全生徒の保健意

欲を高揚してきた。そして処置状況は38年度73・79％，

39年度95．3％と上昇している。

　生徒保健委員は実に積極的に行動している。たとえ

ば，歯科治療をいやがって拒んでいる生徒は，委員が一

人一人を歯科医につれて行くとか，治療に行くまで，た

えず勧告をつづけるとか，非常に自主的で根強いものが

ある。

　生徒保健委員会は，次に洗口場増設に伴う利用方法に

ついて協議，名論卓説がとび出して，その元気な討論に

参会の人々を感心させた。

　この時寄せられた参会者からの感想の二三をご紹介す

ると一
　1・　全国大会の度ごとに学校視察に参加しましたが，

　　中学校の場合は今度が初めてで，中学校を担当して

　　いる私としては，大変参考になりました。学力偏重

　　となりがちな中学校も，本校では校長先生のお話に

　　よると，心身一体として，智力も身体も同等に重視
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なさっていられることが，本日拝見いたしましたと います。

ころのすみずみまで，しみとおっているように感ぜ 4．音楽もたのしくきかせていただ

られました。また区長さん，教育長さんなど役所関 5．生徒保健委員会はりっぱです。

係に歯科医師会，学校歯科医会，学校教職員，PTA 6．非常に清潔感を受けよろしい感

の方々とが一致団結，縦横の連絡も密によく行きと 科保健室の整備と近代化は，まこ

どいているように思いました。 であります。なお生徒の保健活動

2．清潔であると感じました。 いるものと思います。

3・校内テレビは，日常の教育活動に大変役立つと思

一一 ＿

第29回 全国学校歯科医大会収支報告

収入あ部 支　出　の　部

参　　加　　会　　費　　　　6，321，000円 事務　局　費
会　員　分　担　金　　　　2，936，000円 賃　　　　　　　　金
日本歯科医師会助成金　　　　　400，000円 超　過勤務　手　当
東京都歯科医師会助成金　　　　　500，000円 消　　耗　　品　　費
日本学校歯科医会助成金　　　　　300，000円 通　信　運　搬　費
寄　　　　付　　　　金　　　　　851，000円 交　　　　通　　　　費

展　　　　示　　　　料　　　　　165，000円 備　　　　晶　　　費
雑　　　　収　　　　入　　　　　　49，762円 会　　議　　費

委　　員　　会　　費
部　　　　会　　　　費

交　　　　通　　　　費

大会運営費
借　料　及　損　料
印　刷　製　本　費
記　　念　　品　　費

大　会　用　袋　費
食　　　　糧　　　　費

L 賃　　　　　　　　金
懇　　親　　会　　費

輸　送　交　通　費
報　　　　償　　　　費

1 消　　耗　　品　　費

委　　　託　　　料
反　　省　　会　　費

1 負担金補助及交付金
諸　　　　　　　　費

計　　　　　　　　11，522，762円 計

収　入 支　出　　残

… 11，522，762円一 11，522，762＝0

1
注：このほかに東京都の直接執行による補助500，000円あり
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（桜井善忠）

473，000円

22，000円

23，115円

283，484円

10，660円

　7，365円

285，100円

628，146円

143，　140円

　168，030円
1，614，040円

1，585，975円

　359，785円

　623，000円

　　82，500円

3，528，580円

　247，434円

　259，300円

　　86，200円

　637，360円

　109，000円
　200，　OOO円

　145，548円
11，522，762円
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肩の荷をおろ
東京大会の回顧と反省

お天気だけは神頼み

　第29回全国学校歯科医大会を，東京都学校歯科医会が

お引き受けして，この1年間，なんとかぶじに，そして

全国から集まってくださるみなさまに，いささかなりと

もご満足いただきたいと念願してまいりました。ようや

く，つつがなく大会を終え，参会者の方がたから身に余

るようなおほめのことばや，お礼をうかがって，ほっと

肩の荷を下ろした感じがいたします。

　10月といえば，天高くのたとえ通り，青空がすみ渡っ

て，気もちのよい季節でありますが，一方にはなんとか

と秋の空といわれるように変わりやすい空模様です。ど

うか大会の2日間だけは，よい天気がつづきますよう，

それだけは神様におすがりするほかありませんでした。

　幸い，両日とも秋らしい好天気に恵まれて，上野の森

はさわやかさにあふれました。これがまず，何よりもう

文部大臣を迎える　亀沢氏

し　て

大会委員長亀沢シズヱ

れしいことでした。

会　場　設　定

　大会会場をどこにするかも，大きな論議のまとでした。

　東京大会は第19回以来のことです。そのときは東京都

教育研究所が会場となりましたが，それ以後，東京には

近代的設備を誇る豪華なホールがたくさんできました。

　しかし，そのなかでも東京文化会館は，設計も超一流

ですし，照明，音響，客席の設備も超A級です。そして，

環境は，東京の文化センタ“一一・ともいうべき上野の森。と

なりには国立西洋美術館があり，その庭に飾られたロダ

ンの“考える人”や“地獄の門”などが光彩を放ってい

ます。

　一つの心配は，こんな大殿堂にふさわしいだけの方が

たが，参会して下さるかどうかということでしたが，こ

の心配もけし飛びました。全国から千数百，地元東京都

の参加をあわせて，2，500の大盛会となりました。

　　　　　　　　　準備に骨折って下さった都学歯，

　　　　　　　　都教育庁の方がたも，これですっか

　　　　　　　　　り大喜びで，疲れも癒えたと思いま

　　　　　　　　す。
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大会プログラム

　　　大会スローガン

　なにしろ，10年ぶりの東京大会で

す。

　できるかぎり規模雄大に，豪華に

と願いました。それは会場ばかりで

なく，スローガンの決定や研究協議

会の進め方にも意を用いました。

　スローガンは，私たちが日頃考え

ていた，現場の問題をとり上げて

「教育的な保健管理の理解と協力を

I
－
卍　
　
期

：
i

興



得るために」というテーマにきまりました。

　そしてこれを，学校歯科医が教育にアブP一チする側

からとらえることと，教育の最前線をいく担任教師の協

力を，どのようにして得るかという問題と・二つの面か

ら追究しようと考えたのです。

　これは大きな問題なので，プログラムも，研究協議に

あてられた時間を，全部つかうことにしたのです。

　10．30～13．00までの2時間半，1部と2部にわけまし

たが，研究発表とシγポジウムをまぜ合わせた形式で，

主題を強くうち出そうとしたわけです。

　司会の杉浦守邦先生，発表老の津崎，堺，和記，杉原，

重野，十河，川村，谷の諸先生，そして質問老の片寄，

相田の両先生は，みな熱心に発表され，特に杉浦先生に

は前日の歯科衛生研究協蔽会に引きつづいての司会を，

精力的にしていただき，感謝のほかはありません。

　ただ，討議を進めるのに，正午を過ぎて1時までもぶ

っつづけにつづけたために，なんとなく大筋がぼやけ，

私たちのねらった雄大さが，逆効果になったようにも思

われました。密度が足りず，しめくくりがぼけたといい

ましょうか，この点は司会者，発表者の方がたにも，熱

心に傍聴された会員のみなさまにもおわびいたします。

うれしかったこと
　うれしかったことの一つは，中村文部大臣がご自身で

おいでになって，祝辞をのべて下さったことです。これ

で，首都における大会らしい印象も強まりました。各国

からのメッセージもたくさんいただき，大会に花をそえ

ました。

　会場にいた人から，照明，音響効果がたいへんによい

といわれましたが，これは会館の専門家が腕によりをか

けてくださったからです。やはり芸術の殿堂で，

オペラやバレエや交響楽などを上演するにふさ

わしい，最高の技術が，日学歯大会をいっそう

光輝あらしめたのです。

　司会をする中本徹指導主事の声も，実に堂々

として通りがよく，名タレソトぶりでした。

神崎ひでさんの地唄舞

　いつも，地方の大会には，郷土色ゆたかな芸

能が披露されます。あるところでは，学童たち

の演奏もきかされました。

　ところで，東京ではどんなものをしようかと

いうことが，問題になりました。江戸の芸能と

いっても，残されたものは数多くありません。

　ましてや，文化会館の大舞台にのせられるものといっ

たら，指をかぞえるほどです。それも短い，休みの時間

を縫い，会員のみなさんの食事をはさんでのことです。

　舞台もあつらえねばなりません。所作台を動かすのに

何分かかるか，それには道具方が何人いるのか，そんな

こまかい計算もしなければなりませんでした。

　そして，地唄舞の神崎ひでさんに，出演していただけ

たのは，たいへん幸いでした。

　人間国宝神崎さんに出ていただくことは，たいへんむ

りなことでした。何分にもおいそがしいし，大会の性質

が芸術的なふんい気とはかけ離れていることも，心配の

たねだったのです。

　広い舞台に，たった一・人の舞，雪のしんしんと降る夜

の風景が，観衆のみなさんにとても深い感銘を与えたよ

うです。あの大殿堂が，水をうったように静寂でした。

私は，舞台を見ながら，涙がこぼれるほどうれしくなり

ました。

　でも，私はこのお休みのときのことで，一つの失敗を

しました。みなさんの食事は，なるべく音のしないよ

う，梅ぼしのおにぎりにしたらどうだろうかといったの

です。そしたら，準備のみなさんから総攻撃でたしなめ

られて，ご承知のようにサソドイッチになったのです。

展示場，弘報活動

　展示にも，何かと苦心しましたが，結局，種々の外国

ポスターをならべました。そのほとんどはオーストラリ

アのトーマス氏から恵与されたもので，そのほかに，む

かしの大会をしのぶ袋や印刷物をならべました。

　すこし，さみしい気がしないでもありません。前回の

富山県のように，よい歯の学校運動の優秀校のすがた

地　唄　舞（雪）
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や，表彰をあらわす旗やカップがずらりと並んでいた

ら，どんなにすぼらしかったでしょう。

　展示については，ライオソ歯磨の多大な御援助をいた

だいたことを記しておきます。

　ここで，私が痛感するのは，富山県における北日本新

聞社のような熱心な新聞社が，私たちの東京にもほしか

ったということです。

　今日，情報活動の重要なことはいうまでもありません

が，新聞社が新聞の立場で，学校歯科の推進をしてくだ

さると，日学歯や都学歯が呼びかけるのとは，もっとち

がった広がりと強さが出るだろうと思います。

　10年前の東京大会では，う歯半減運動が提唱されまし

た。そして，今日，第29回東京大会を迎えては第3次う

歯半減運動が立案，計画されています。

　新しい弘報運動の必要が，切実に感ぜられるのです。

懇　　親　　会

　みなさまにゆっくり楽しんでいただいて，しかも，つ

ね日頃会うことない方たちが，心おきなく歓談できるよ

うにしたい，そんな願いをこめて，懇親会の会場は歌舞

伎座にきめ，1年前に予約しました。

　どの県の大会でも，懇親会は，時間が足りず，場所も

せまく，会いたい人をさがしているうちに閉会になって

しまうのが：普通です。いかにも残念なので，東京では歌

舞伎座をわが家と心得て，ゆったりと話しあっていただ

こうと考えたのです。

　大日向都議会議長をはじめ，都議会の方がたもかけつ

けられ，大盛会になりましたし，歌舞伎座のふんい気は上

乗で，みなさまからこの企画をほめていただきました。

　むかしから，歌舞伎座の桧舞台といいますが，私たち

学校歯科の役員も，桧舞台に上がりました。そこで，私

は思いました。歌舞伎座の桧舞台で，蝶々さんと握手す

るのでなく，私たちは世界の桧舞台で日本の学校歯科

が，世界の学校歯科と握手する日が早く来ればよいと。

東京都議会の特例
　さいごに，この大会に都議会が予算をくださったこと

を，特に記したいと思います。

　こうした大会に，そんな措置がとられたことは，いま

だかつてないことでした。

　すこし口はばったいことですが，これは私たちが日頃

から，学校歯科活動についてPRにつとめていた結果の

あらわれかと思います。

　大会は，みなさまのおかげで，ぶじに，成功裡に終わ

りました。そして第3次う歯半減運動はスタートしまし

た。

　私たちは，大会に対するみなさまのご援助に感謝しま

す。そして，みなさまとともに学校歯科保健のために，

これからも手をたずさえて前進をつづけたいと思ってい

ます。

33一

皇　居　拝　観



晴
一
松
郎
郎
郎
輔
康
博
貢
治
策
一
介
一
郎
郎
子
光
男
栄
夫
郎
雄
子
隆
彦
之
松
繁
也
彦
健
隆
健
夫
敏
雄
三
久
伝
作
雄
輝
之
紀
隆
哉
芳

　

　

　

裟
三

　

　

　

　

　

一

之
　
　
　
　
　
　
　
　
太
　
　
　
　
　
　
太
　
　
　
　
　
　
智

直

武

金

袈
銀
修
林
祐
　
　
利
正
健
啓
英
三
恒
照
　
行
　
忠
二
卯
京
　
　
廉
若
　
美
幸
　
良
　
敏
時
益
忠
　
　
宗
鐘
　
利
由
信
仁
正

宅

岡
田
村
井
原
熊
口
岡
崎
木
川
本
田
穂
山
村
倉
林
川
田
野
賀
田
村
木
藤
原
田
岡
葉
口
谷
場
野
岡
川
木
森
谷
本
本
挽
神
坂
根
原
田
山

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

須

三

鶴

木

木

永

福

生

田

村

神

松

石

島
山
赤
片
大
笠
小
石
永
今
白
前
木
青
近
栗
福
藤
稲
樋
上
的
佐
高
小
大
小
上
岡
栗
地
鳴
保
関
松
弘
杉

大会参加者名簿（順序不同）

之

郎
男
稔
丘
夫
郎
厳
子
代
江
弘
彦
助
一
作
雄
く
名
郎
郎
夫
円
信
義
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志

太
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正

俊

国
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日本学校歯科医会第12回総会

　本会第12回総会は，昭和40年10月16日，東京文化会館

において，定刻午後1時開会された。

　湯浅副会長の開会の辞から，会長のあいさつ，会務，

会計報告につづき，議事に入り，今回は特に日学歯創立

10周年記念行事に関する議案も提出され，熱心な質疑応

答のうちに議案5件を可決し，4時すぎ閉会した。

　以下かんたんに総会の経過を報告する。

　上野の森は青空が澄みわたり，きもちよい秋の午後，

会場もさわやか。まず氏名点呼が行なわれ，99名の多数

の出席老により総会が成立し，開会が宣言された。湯浅

副会長の開会の辞のあと，議長の選出は司会者に一任さ

れ，議長は名古屋の長屋弘氏，副議長は大阪の藤田順治

氏が指名された。ついで向井会長から，「学校歯科に対

する日頃の会長の努力に対して感謝をするとともに，こ

れからも一層の協力をお願いしたい」という趣旨の挨拶

があった。

　つぎに本年度に勲四等瑞宝章を受賞された榊原勇吉

氏，藍綬褒章受賞の湯浅泰仁氏，同じく藍綬褒賞の受賞

が決定している栃原義人，加藤栄，渡部重徳氏の以上5

氏に対して，向井会長が祝辞をのべ満場の人びとも拍手

をもって祝福した。

　榊原氏が代表して，「私の受賞は，日のあたらない場

所にいた学校歯科が認められるようになったということ

で，大きな意義がある。これからはもっと多くの人が受

賞されてほしい」と挨拶した。

　つぎに議事録署名人には東京の森野武夫氏，埼玉の新

井潔氏の両氏が指名されました。

　　　　　〔会務報告〕

　竹内理事長から報告，前年度総会で決議された事業計

画その他は，総会の意向にそって，役員一同努力してい

る。以下各事項についてのべる。

　1・加盟団体，会員数

　加盟団体数は10月現在54団体で，愛媛県学校歯科，瀬

戸市学校歯科，山口県学校歯科，下関支部の3団体が加盟

したので，会員数も昨年より266名増加して10，074名に

なった。なお本会参与であった高津弍氏が4月24日に，

本会常任理事だった塚本剛一氏が6月10日逝去された。

　2．各種会合

　昨年度総会より39年度に3回，40年度は本日までに4

回の常任理事会を開き，本会の運営に努力してきた。ま

た手びき作成の委員会は40年の春より6回，その他大会

準備や，体力作り国民会議の資料提出の会議など，しば

しば種々の会合が開かれてきた。

　3．第28回決議の処理

　39年10月26日富山の坪井会長が上京，本会役員ととも

に，文部，厚生大臣に強く実現を要望した。

　4．　テープ，スライド

　本年度は新作せず，従来の作品のテープが25本，スラ

イドは9本が新たに出ている。

　5．特報

　未加盟者にも呼びかけるため，また必要事項報告のた

め7月10日付で，第4号を2万部発行した。内容として

は体力作り国民会議，東京大会予告，よい歯の学校コソ

クール等を入れて編集した。

　6．会誌

　会誌第9号は8月25日付で，11，200部を発行し，全加

盟団体に送付した。ニュー一・・ジーランド学校歯科の歴史の

全文訳をのせたりしたので，より充実したりっぱな会誌

となった。

　7。　よい歯の学校コンクール

　第6回をむかえ本年は小学校1，305校，中学校305校，

合計1，610校が表彰を受ける。5年連続の表彰を受けた

学校にはレリーフを送ることになり，その作製を昆野恒

氏に依頼した。向井会長の発想で聖アポロニアを彫塑と

し24cm四方の額におさめたしょうしゃなものである。

　8．奥村賞

　応募は多数であったが残念ながら該当なしとなった。

　9．医事行政

　体力作り国民会議について：これは民間団体が推進し

てやるものであり，保健巣養，体力スポーッ，レクリエ

ー シ・ンの：普及，強固な精神力の育成の3つの項目が含

まれている。本会も役員が集まってアイデアを出し，当

局に書類を提出したところ，われわれの活動が認められ，

体力作り国民会議が後援をするという連絡があった。

　10．学校歯科衛生研究協議会

　第3次むしば半減運動の新5力年計画のアイデアを出

し，また手引書の協議をした。

　11・学校歯科の手びき

　山形大会で承認された予防処置委員会の答申の要望に

そって，当初は学校歯科医の手びきということで進んで
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‘

きたが，広く教育関係者にも理解してもらいたいと，題も

学校歯科の手びきと改め，さらに富山の研究協議会等で

検討し，その後も引きつづき草案が練られた。そして，こ

の案をもとに，全国加盟団体を通じて案を配布し広く意

見を求め，昨年度までに9つの団体から報告があった。

これらの意見は分類して会誌に掲載してある。さらに評

価の問題，保健に対する児童の態度の評価をいかにする

かという，むずかしい問題に取り組むことになったので，

東大の細谷教授の推薦により，教育評価の専門家である

東大助教授の肥田野先生を助言者におねがいして，また

学校の先生にも参加していただき，その草案を第3回研

究協議会で検討した。これで研究はうち切り，早い機会

に印刷し有償配布をしたい。

　以上会務報告は承認され，ついで物故された高津，塚

本両氏に対して，弔意を表し黙とうをささげた。また病

気療養中の原氏に対する見舞を，総会で議決しようとい

う意見が出され，これは議事にまわされた。

　　　　　〔会計報告〕

　別項現況書によって，関氏から説明がなされた。また

会費納入状況表により，その状況が説明されたが，あま

り納入状況はよくない。このことについて活発な質問と

意見がなされた。まず会費納入に対する質問が数多く出

され，それに対し会計にあたる亀沢副会長が真剣な口調

で，会費納入は会の運営，発展を決定する。加盟団体の

強力な推進をぜひおねがいしたいと強い要望があった。

　　　　〔議　　事」

　つづいて議案審議に進んだ。

　　第1号議案

　日本学校歯科医会昭和39年度歳入歳出決算の承認を求

むる件：亀沢副会長から説明ののち，渡部監事の監査報

告によって，満場一致可決された。この席上で亀沢，渡

部両氏はともに来年度の会費はぜひ値上げをしたいと希

望が述べられ，また渡部氏より会費納入の際は名簿を添

加するよう希望があった。

　　第2号議案

　日本学校歯科医会昭和41年度事業計画案に関する件

1・第30回全国学校歯科医大会開催に関する件

2・　日本学校歯科医会創立10周年記念ならびに第30回全

　国学校歯科医大会達成記念式典に関する件

3・学校歯科に関する調査および研究では，手びきが完

　成したので，その実験校を定めたり，むしば半減運動

　の5力年計画を推進したりする。

4・会誌，特報は従来通り行なう。

5．むしば半減運動も従来と同様強く推進してゆく。

6・学校歯科衛生の普吸に関しては，手引書などにより

　推進していく。

7・大会決議事項の実現，促進に必要なことを行なう。

8・　その他本大会目的達成に必要な事柄は随時適切に措

　置して実現する。

以上竹内理事長より説明があり，承認可決された。

　　第3号議案

　日本学校歯科医会昭和41年度歳入歳出予算案に関する

件：亀沢副会長より説明があり承認可決された。なお付

帯決議として予算以上の収入や，各款の流用を常任理事

会に一任することを決定した。

　　第4号議案

　日本学校歯科医会創立10周年記念ならびに第30回全国

学校歯科医大会達成記念式典開催の特別醸出金に関する

件：向井会長から説明がなされた。

　日本学校歯科医会が昭和29年に島根県で発足してから

明年で12年になる。昨年は10年目であったので祝をして

はどうかという話があったが，来年は大会が30回を迎え

るので，この2つの祝をかねて記念式典を行ないたい。

学校歯科に対する功労者や関係者に謝意を表わすために

表彰式や記念式典，出版事業などを行ないたい。詳細は

委員会に一・任していく。その費用に会員1人当り100円，

1万人分100万円の特別酸出金を出してほしい。なお式

典は41年度だが，特別醸出金は年度中に収めてもらう。

　この向井会長の説明の後，活発な討議がなされた。予

算高100万円ということが，大きな問題となり，はたし

てこのような少額の予算で記念式典が行なえるのかとい

う疑問が会員の間より出されたが，最低限の予算ではあ

るが，詳細は委員会に一任して，この予算内でなんとか

やっていくという向井会長の再度の説明により，質問者

も納得し特別醸出金100円の件を満場一致で可決した。

なおこの席で，会費値上げの件に関し；向井会長から前

向きの姿勢で臨みたいが，本年度はその時期でなく，来

年度までにゆっくりと考慮したいと言明がなされた。

　　第5号議案

　第30回全国学校歯科医大会開催地に関する件：来年度

は大阪府が引き受けるとの承諾があった旨報告可決され

た。大阪府代表からりっぱな会を開くつもりであるか

ら，ぜひ多数出席されるよう挨拶があった。

　以上で，予定の議事は終了したが，先刻，久保内氏か

ら出された原氏の見舞の件が，動議に出され，満場一致

で可決。なおその方法は常任理事会に一任された。

　以上で議事は活発な討論をもってぶじ終了し，栃原副

会長から閉会の辞が述べられ第12回総会の幕を閉じた。
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収　入　の　部

費

費

金

入

金

　

会

　

度

付
収
越
計

　

年
会
過
寄
雑
繰

日本学校歯科医会昭和40年度会計現況

　735，600円

　447，050円

　　　0円

　51，175円

　135，971円

1，369，796円

9団体分

13団体分

40．10．10現在

広告料，日本学校保健会部会費分，預金利子

昭和39年度会計よりの繰越

亀

支　出　の　部

費
費
費
費
費
費
費
費
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究

行
　
　
　
　
絡

会
研
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議
務
信
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誌

　
　
　
　
務

大

調

会
普
会
庶
通
会
雑

計

　　0円

40，600円

55，050円

160，905円

219，734円

97，025円

24，850円

80，460円

　　　0円

678，624円

英文資料翻訳料他

会誌編集料他

特報発行費，よい歯の学校調査表印刷費等

諸会議費

事務処理費

郵便切手代

会務連絡旅費

収支差引残高

計

計

計

陰

会
会

フ

ド

【

　
き

テ

ィ

音

ラ
び

録

ス

手

奥村賞基金募集会計

691，172円

現　在　高

現　在　高

現在　高

高
訳

在
現
内

113，690円

　25，670円

一 19，695円（不足）

178，042円

収入189口

　　利　息

　計

支出　　趣意書印刷代

残高

46一

189，000円

　1，542円

190，542円

12，500円

178，042円



収入　の部

｝鴉

日本学校歯科医会昭和41年度歳入歳出予算

収　入　の　部

支出　の部

目

予算高
予算　高

予　算　高 前年度予算高

3，150，200円

3，150，200円

比 較

自　41．4．1

至42．3．31

第1款会　　　費

　第1項会　　　　費

　第2項過年度会費

第2款雑　収　入

　第1項寄　　付　　金

　第2項雑収入
　第3項繰　　越　　金

　　　　計

3，100，000円

3，000，000

　100，000

　50，200

　　100

　50，000

　　100

3，150，200

増 減
説 明

3，050，000円

3，000，000

　50，000

　　4，200

　　100

　4，000

　　100

3，054，200

50，000円

50，000

46，000

46，000

96，　OOO

会費300円×10，000人

預金利子，会誌広告代

支　出　の　部

科 目

第1款事　業　費

　第1項大　　会　　費

　第2項調査研究費

　第3項会誌発行費
　第4項：普　　及　　費

第2款需　用　費

　第1項会　　議　　費

　第2項庶　　務　　費

　第3項通　　信　　費

　第4項会務連絡費

　第5項雑　　　　費

第3款予　備　費

　第1項予　　備　　費

　　　　計

予　算　高

1，750，000円

　300，000

　150，000

　900，000

　400，000

1，310，000

　250，000

　700，000

　100，000

　250，000

　10，000

　90，200

　90，200

3，150，200

前年度予算高

1，550，000円

　200，000

　150，000

　800，000

　400，000

1，310，000

　250，000

　700，000

　100，000

　250，000

　10・0001

　194，200

　194，200

3，054，200

比 較

増 減

200，000円

100，000

100，000

円

説 月

96，000

104，　OOO

104，000

大会助成金

諸調査，研究費

会誌発行1回分，印刷，送

構、回癌分

よい歯の学校表彰他

諸会議費

人件費，消耗費，事務所使
用料，その他事務処理費
通信切手代

会務連絡旅費，接渉費
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日本学校歯科医会昭和39年度歳入歳出決算

収　入　の　部
決 算　高 3，220，472円

予 算高 3，054，200円

支　出　の　部
決 算　高 3，084，501円

予 算　高 3，054，200円

収支差　引 135，971円 昭和40年度会計に繰越

収　入　の　部

比 較
古科　　　　　　　目 決　算　高 予　算　同

増 減
ヒ

第1款　会　　　　費 2，723，250円 3，050，000円 円 326，750円

第1項会　　　　費 2，326，700 3，000，000 673，300

第2項過年度会費 396，550 50，000 346，550

第2款雑　収　入 497，222 4，200 493，022

1　　　　　第1項寄　　付　　金 100，000 100 99，900

第2項雑　　収　　入 67，853 4，000 63，853

・　　　　　第3項繰　　越　　金 329，369 100 329，269
1
　
　
　
　
　
　
　
　
計
1

3，220，472 3，054，200 166，272

1　　支出の部
｝

古／
比 　　i較

1　　　　　　科　　　　　　　目 決　算　高 予　算　同
増 1減

1　　　　第1款　事　業　費 1，859，085円 1，550，000円 309，085円 円

1　　　　　　第1項大　　会　　費 300，000 200，000 100，000

1　　　　　第2項調査研究費 196，495 150，000 46，495

1　　　　　　第3項　会誌発行費 995，035 800，000 195，035

第4項：普　　及　　費 367，555 400，000 32，445

第2款需　用　費 1，225，416 1，310，000 84，584

第1項　会　　議　　費 448，604 250，000 198，604

第2項庶　　務　　費 532，306 700，000 167，694

第3項通　　信　　費 48，132 100，000 51，868

第4項会務連絡費 193，914 250，000 56，086

第5項雑　　　　費 2，460 10，000 7，540

第3款予　備　費 0 194，200 194，200

第1項予　　備　　費 0 194，200 194，200

i　　　　　　　　　計 3，084，501 3，054，200 30，301

帳簿，証愚書等を監査の結果， 上記の通り間違いありません。

監事

一 48一

　

　

　

一

自　39．4．1
至40．3．31

説 明

7，756名分　44団体分

1，586名分　12団体分

日本歯科医師会よりの寄付
金
預金利子および会誌広告代

昭和38年度会計より繰越

説

大会助成金

明

富山大会シンポジウム調査
団費，研究協議会費等
会誌，編集，印刷代，送料

特報発行費，よい歯の学校
表彰費，手引委員会費

法人化関係会議費304，389
理事会，総会費　144，215
事務処理費，事務所借用料
他
郵便切手代

会務連絡旅費

渡部重徳
関根　　卓

k

マ



第3次う歯半減運動の企画はいかにすべきか

第3回学校歯科衛生研究協議会

　第3回学校歯科衛生研究協議会は，昭和40年10月

15日，東京文化会館小ホールにおいて，全国都道府

県から90余名の代表が参加して行なわれた。今回は

午前を第1部，午後を第2部として，第1部では
“第3次う歯半減運動をいかに展開するか”につい

て，第2部では前々回から引きつづき行なわれてい

る“学校歯科の手びき”の最終的検討について，真

剣な発表と協議が行なわれた。

　特に，第1次，第2次のう歯半減運動がみごとな

成果を示し，学校歯科の認識も高まったのに，これ

から展開すべき第3次運動は，いわば曲り角に立っ

た感じであり，それだけに討議も熱心であり，今回

の中心課題らしい重みもあった。

　午前9時開会，向井会長の挨拶，文部省吉川学校

保健課長，鹿島俊雄参議院議員の祝辞につづき，第

1部“第3次う歯半減運動はいかにすべきか”とい

う研究案に入った。

第1部　第3次う歯半減運動はいかにすべきか

　座長は向非会長に一任され，大阪の武下鬼一氏，青森

の橋本勝郎氏，長崎の堺正治氏の3氏が指名された。

1．学校歯科3目標の確立

　　　　　　　　　　　　　　島根県　松本　尊行

　島根県においては「第3次う歯半減運動」を迎えるに

あたり，一昨年度からその具体的な対策を3つ実施して

いる。本日はその3つのことを，学校歯科活動3目標の

確立としてここに提案したい。それは次の3点である。

　1・地域関係者の指導

　2・学校歯科医としての再教育実施

　3・僻地学校治療活動を通じ，口腔衛生思想：普及向上

　まず第1の「地域関係者の指導」については，島根県

では，養護教諭，校長，保健体育主任また市町村の保健

婦，厚生主任などの関係者を，口腔衛生の指導者として

県での指導を実施した。県内をいくつかのブロックに分

一
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け，年次計画により学校歯科の手びきや日本口腔衛生協

会のテキスト等を基本にしている。

　第2の「学校歯科医としての再教育実施」は，われわ

れは歯科医としては一応りっぱな技術をもった専門家で

あるが，はたして学校歯科医としても専門家であるのか

という疑問がもたれたためである。そこで会員相互の自

意識を高めるために，学校歯科の手びきをもとにして，

学校歯科医としての専門的な勉強をはじめたのである。

　第3の僻地校の問題では，島根県には僻地校の数が多

く，診療所までかなりの距離のある学校が沢山ある。そ

のようなところでは，「う歯半減運動」といくらさけん

だところで大きな効果は期待できない。そこで，こちら

に「こいこい」ではなく，こちらから「行こう行こう」

で運動を進めようということになったのである。特筆し

たいことは，この運動を進めるにあたり，島根新聞社と

提携して大いに宣伝して，多大の効果をあげたことであ



る。島根県においては，以上3方面の目標が確立し実行

されれば，その成果は大きなものになろうと確信してい

る。

2．第3次う歯半減運動の企画はいかにすべ

　　きか

　　　　　　　　大阪市学校歯科医会　川村　敏行

　私が申しあげることは，現在まで大阪市が実施してき

たことである。まずわれわれは，もっともっと学校歯科

医としての認識をもち，その勉強をしなければならな

い。学校歯科医であるならば，小児歯科の専門家でなけ

ればならないし，とかくなおぎりにされがちな乳歯の処

置について，むっと深く考える必要がある。それから検

診後の事後処置の問題であるが，受診票というものを発

行して，児童はこれをもって臨床医のところへでかけて

行き，治療してもらうという形式をとっている。しかし

定期検診の後などは臨床医の所が，学童で，いっぱいに

なるというようなことがおこった。そこでモデルケース

として東住吉区を選び，学童の診療時間を制定して，学

童はその時間内に治療に出かけて行くというやり方にし

た。これは大変評判がよく効果もあがり，以来スムーズ

に治療が行なわれている。すべて，学校側の校長や保健

主事，養護教諭と学校歯科医との協力がなくしては，向

上発展することは望めない。そこで市教育委員会と本会

との共催により，保健主事，養護教諭に対する教育を実

施することも決定している。また歯ブラシの問題では，

児童が使用している歯ブラシは，あまりにも不適正であ

る。これではう歯半減運動の効果も半減してしまうと考

え，メーカーとも提携し，適正歯ブラシの研究をつづけ

てきた。

　また正しいブラッシングの指導も随時行なっている。

歯の保健に関するボスタ・一を募集して，その入選作品を

デパートで展示会を開催した。以上いままで大阪市が実

行してきたことのほんの一部分を申しあげたが，企画を

したならば，必ず実行の必要があるとくり返して申しあ

げたい。

3．熊本方式の巡回歯科診療の実施

熊本県学校歯科医会　栃原　義人

　う歯半減運動も効果をあげ，第3次をむかえることに

なった。そこで熊本県で行なっている僻地の集団歯科診

療の方式をとりあげてほしいので提案する。う歯半減運

動が盛んになるにつれ，今まで関心の薄かった僻地校で

も実施したいとの声が起こってき，それに対処するため

にこの方式が考え出された。これを一般に熊本方式とい

っているが，これは学校の保健室を診療場所とし診療所

開設の手続きをとり，保険診療機関としての指定をう

け，社会保険で学校で診療するという形式である。報酬

支払いにいたるまで，すべて社保規約に従って対処して

いる。昭和28年度から実施されてきたが，昨年度からは

教育長がとりあげ，よりスムーズに進行している。驚い

たことには僻地校においてもう歯は急増し，生徒のおよ

そ半数近くまでう歯をもっている。これはたぶん全国的

な現象であろう。このさい熊本方式を全国に押し進め，

僻地校からも，う歯をなくしてほしいと考え，この提案

をする。

4．半減運動推進の一手段としての学校視察

　　会

　　　　　　　　　　　　　　福岡県　加藤　　栄

　う歯半減運動もすでに10年目をむかえ，多くの効果を

あげ，その関心も高まっているが，一方では，まだ無関

心な学校も多く残っているので，この方面への解決策が

出てこなければ，う歯半減連動も大きな飛躍は望めな

い。これにはその一つとして，関係者が先進校へでかけ

て行き，目・耳で視察し，その結果を反省し向上してい

くのがよい方法であろう。私は学校視察会というものを

提唱して，無関心なものを少なくするようにしたい。

　まずモデル校の選定：福岡県では毎年県内よい歯の学

校コンクールを開催している。このコソクールの入選校

から地理的，i環境的に適当な学校を選んで，モデル校に

選定する。そのモデル校には一定の予算を与え，視察会

を引き受けてもらう。その視察会は，本会，県教育委員会

・地区教育委員会との共催で行ない，県内校にその通知

をする。対象は学校歯科医，学校保健職員等である。視

察が終わった後，質疑応答をくり返すが，これで学校歯

科の地域的レベルがだいぶ向上する，無関心であった教

職員も関心をもち始め，予防教育の面でも，処置率の面

でも大いに向上する。

5．義務教育教科書の中に歯科衛生を内容と

　　する教科を充実し，その文案を広く日学

　　歯において公募する件

　　　　　　　　　　　　　　茨城立花半七

　近代科学の進歩に伴い，寿命も長くなり，児童の体位

も向上した。しかし，われわれ歯科医の寿命は，一般の

国民より4年4ヵ月も短命であるという結果が表われて

いる。この原因は国民皆保険制度による過重労働も一・つ
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凄

の原因であり，また一般国民の口腔疾病の激増というこ

とにも負うところが大きいn東京歯科大の竹内教授が，

茨城県大子町生瀬地区の住民3，000人を調べられたとこ

ろ，その治療には1人の歯科医が専従して，16力年半も

かかるとか。このようにぼう大な口腔疾病がありなが

ら，国民はあまりにも無関心でありすぎる。

　学校保健は，児童，生徒が一生の健康を保持する能力

を育成するのが目的である。しかるに，児童，生徒の疾

病増加や中年以降の疾病増加は非常に多く，これは学校

の教育において，保健教育がたち遅れているためであろ

う。今般，文部大臣から教科書の改善の意志表示がなさ

れたのをよい機会に，教科書の中に歯の問題を大きくと

りあげ，国民が歯の大切さを深く認識するよう教育すべ

きである。その教科書にとりあげる歯科衛生の名文を，

日学歯当局が公募してはいかがであろうか，そう私は提

案する。

6．よい歯の学校運動を全国に強力に展開し

　　よう

　　　　　　　　　　　　　　東京都　亀沢シズヱ

　日本学校歯科医会，日本学校保健会を中心として，全

国に展開されてきたう歯半減運動は，よい歯の学校コソ

クールがその中心となってきた。これは昭和34年に公に

とりあげられたものだが，それ以後大きな関心をよんで

きた。その表彰校も年々数がふえ，現在は2，000校に達

しようとしている。第3次う歯半減運動を迎えるにあた

り，今までその中心となってきたよい歯の学校コンクー

ルを，より強力に展開していこうと，ここに提案する。

　以上で6項目の提案は終わり，問題の多かった熊本方

式を中心に総括質問に移った。そして，向井会長より熊

本方式を視察しての報告，および各提案に対する感想が

のべられた。

　　「私はこの方式に深い関心をもっており熊本・宮崎の

県境に近い矢部という町にでかけてきた。その町よりさ

らに奥地の白糸中学校というところで治療を行なってお

り，私が見てきたところ，大体においてこの方式は，う

歯半減運動の趣旨に十分そうものと思う。いや僻地にお

いては，このような方式でなくては，そこの子どもたち

は救えないとも考えられる。しかしながら，この方式を

全国の県に及ぼすということは，まだむずかしいものと

考えられる。この方式はとてもいいものであり，必要な

ことであると思うが，現段階においては，その実施はむ

ずかしい県もあり，研究の余地が残っているものと思

う。そこで熊本方式のできる県は，これを強力に推進し

てほしい。日学歯もできるだけ後援する。

　以上6つの提案はまことに結構なことである。けれど

も日学歯がこれらのことをすべて実施するということ

は，経済・人事の面からも困難であり，でき得る限り援

助はするが，各都道府県においても強力に推進してほし

い。むし歯半減運動は第3次に移るが，この運動にはあ

くまで終止符はないので，ご提案のすべては，一つの動

機づけの意昧をもっている。これらを生かして，もっと

もっと強力にう歯半減運動を進めて行きたいと考えてい

る。」

　これで第1部を終了。昼食後，第2部に移り，冒頭，

肥田野助教助の特別講演‘‘教育評価について”が行なわ

れ（別ページ掲載），ついで協議に移った。

第2部学校歯科の手びきの研究

　座長は司会者に一任され，山形大学の杉浦教授が指名

きれた。

　まず，竹内教授が手びき編さんについて今日までの経

過，考え方などについて説明した。

　第1回山形の研究協議会のおりに，予防処置委員会の

答申が採択され，それに基づいて学校歯科医の執務する

心がまえのような手びきがほしいという要望に応じ，1

力年研究をした。さらに，この手びきも単に歯科医だけ

でなく，広く学校関係者にも理解してもらおうと，その

名も学校歯科の手びきと名づけ，昨年の富山の大会で第

1次の草案を協議した。

　　そして，手びきの関係者からの意見だけでなく，全国

　加盟団体からの意見を伺うため，手びきを求めに応じて

　配布して，その意見を求め，さらに検討を加えた。意見

　の詳細は会誌第9号に出ている。こんどの第2次案は，

　かいつまんでみると，第1章に関しては，趣旨としては

　結論的に賛成であるという意見が多かったので，難解な

　点を訂正したが，内容的にはほとんど変わっていない。

　また第3章はそのままである。第2章に関しては，一番
聯意見も問題も多かった。問題解決能力という表現に対す

　る教育者側の抵抗があったようである。これは説明の字

　数が不足しているためであり，よく話し合えばじゅうぶ用
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んわかってもらえると思う。また

知識・理解の評価ということは一

般に行なわれているが，態度・能

力の評価というものは，他にあま

り例がない，大変大胆な仕事であ

る。それゆえ教育関係の方がた，

肥田野氏，片寄氏などに助言者と

して多く加わっていただいた。委

員会も6回開き，1年間検討をつ

づけ，ようやくできあがったわけ

である。まだまだ種々の注文は出

ているが，この問題はいくら論議

しても際限がない。これで協議は

打ち切り，活版印刷に回したいと

思う。それによって，めいめいの

学校、地区でくふうをすすめてい

くという方向にすすんでもらいた

い。つまり評価ということは，一つの基準を決めて全国

で実施するということではない。教育指導と関連し，教

師の指導ということで新しい評価が生まれる。評価の一・

般的なことを規定するということはできないから，手び

きには実際の例として比較的いなかの学校と都会の学校

の指導の例をあげたわけである。学校の先生方はそれを

参考にして，各自の学校で指導してもらいたいと思う。

　また昨年アソケートをとった時に，多くの学校歯科

医，現場の先生方から大変ありがたい意見をいただい

た。この席上で厚くお礼を申しあげたい。

　竹内氏の報告についで，実際の評価を行なっている一

つの例として，淡路小学校前校長片寄氏，前川小学校の

山田氏から報告か行なわれた。淡路小においては，各担

任が関心を持つために，校長が担任に対して指導を行な

っている。父兄は大変喜んでおり，臨床医，町会長など

にも協力してもらっている。また実際の評価の観点のA

BCという段階をどのように決めるかということには，

はっきりした尺度はない。この実際の評価においては，

全国共通の尺度というものは必要ない。それはそれぞれ

の学校の事情，先生の指導方法などによって変化するも

のである。一般的にはBがその学校のレベル，Aがめだ

ってよく，Cがめだって劣るということである。

　前川小学稜においては，学校歯科に限り時間をとって

学習の指導を試みている。評価としては生徒に5つの赤

丸をつけさせて自己評価をさせている。子どもたちの評

第2部手びきのシンポジウム

価と先生の評価が食い違っていることがあるが，この食

い違いをどのようにするかが，これからの問題である。

　この報告後，手びき一般の問題に関連して話し合いが

続けられた。竹内氏らの答を要約すると一この手びき

について教育者にはきびしく，学校歯科医に甘いものだ

という声があったが，これは字数の制限により，そのよ

うな誤解が出たものと思われる。またここで特に態度の

評価ということをとりあげたのは，こどもたちの状態を

みるには，その生活態度をみるのが大切であるというこ

とと，その重要さにもかかわらず従来ほとんどとりあげ

られなかったというためである。

　この手びきは小学校中心となっている。これは中学校

においては保健体育という授業があるのに，小学校では

非常に手うすで，歯のことに関しても散発的に現われて

くるために，これを系統だてていこうという意図から，

小学校中心になったのである。問題解決策，歯の治療，

そして小学校という狭いわくにしぼられているが，決し

てこれだけでよいというのではない。これらを一例とし

て，現場の先生方が，それぞれやっていただきたいので

ある。

　以上で第2部・学校歯科の手びきの研究は終了。第1

部，第2部ともに大変活発な質疑がくり返され，満場終

始真剣そのものであった。第3回学校歯科衛生研究協議

会は，栃原副会長の閉会の辞により午後5時近くぶじ終

了した。
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文部省教科調査官

荷見秋次郎氏逝去

　文部省体育局学校保健課にあって過去35年間，学校保健一筋に尽力された荷

見秋次郎氏が，宿痢の再生不能性貧血症のため，昭和41年7月6日午後8時逝

去された。行年57才。葬儀は7月11日体育局長が葬儀委員長となって，雑司ガ

谷霊園で盛大に執行された。謹んで哀悼をささげ，ご冥福を祈る。

　荷見氏は，福島県出身，昭和6年東京医学専門学校を卒業後，文部省に入り，以来今日にいたるまで学校

保健のために働き，学校保健法の制定，学校保健計画実施要領の策定に大きな功績をあげた。特に荷見氏が

最も力を入れたのは養護教諭の育成指導であった。荷見氏の功労に，政府から従四位勲四等旭日小綬章がお

くられた。
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特 集

日本学校歯科医会

き

、

｝

　永年懸案であった「学校歯科の手びき」が完成し，公刊されたのを機会に，本誌

にも特集として全文を掲載することにいたしました。

「歯科医師の手びき」は，昭和38年山形において開催された学校歯科衛生研究協議

会において，日学歯予防処置委員会の答申が承認された際この新しい答申によって，

一
般的には学校内において行なう初期う蝕の処置には重点をおかず，治療の指導に

重点をおくことになりました。このため保健教育の努力がもし放任されるならば，

かえって学校歯科は後退するおそれもあるということから，このような面を考慮に

入れた手引書を作成すべきであるとの要望がありました。この要望の主旨から，本

会としては，このための委員会を設け，第1次案として，39年富山における協議会

において検討を行ない，さらに第2次案を昭和40年東京における協議会において再

検討を行なったものをさらに検討し，正式に発行することになったのです。

　この手びきは，本会会員のために書かれたものではありますが，学校保健委員会

の構成メンー〈・一の方がた，とくに教師の方にもご覧いただきたく存じておりますの

で，担当学校をはじめ各方面にも十分ご連絡の上できるだけご利用下さるようご配

慮お願い申しあげます。

　なお研究会，ワークシ・ップ等において各人が必要とする場合は，既刊の小冊子

版が適当と存じますので，別掲の頒布規定ごらんの上お申し込みください。
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し

　学校歯科における予防処置は，永年わが国の学校歯科

医の職務のユニークな部面として児童生徒の歯科保健に

貢献してきたのであるが，今日の諸条件下においては検

討を要する問題点のすくなくないのにかんがみ，昭和38

年3月本会会長より“学校歯科における疾病の予防処置

の問題点を解決して，その円滑な実施をはかるにはどう

したらよいか”が18名の予防処置委員会（委員長榊原勇

吉）に諮問された。

　委員会においては，半年にわたって慎重に審議して，

同年9月に答申された。（日本学校歯科医会会誌No．8参

照）この成案は日本学校歯科医会の理事会並びに第10回

総会において承認され，また同年山形における第1回学

校歯科衛生研究協議会においても全国からの代表出席者

によって検討され，今後の学校歯科の方向づけがなされ

たのである。

　その内容は，現時点として特定の場合を除いて，一般

的には学校において行なう初期う蝕の処置には重点をお

かないこととし，治療の指導に重きをおくこととしたた

め，その考え方である保健教育への努力がもし放任せら

れるならば，かえって後退するおそれもあるわけであっ

て，答申に際しては，このような面を考慮に入れた手引

書のごときものの作成が要望されたのである。

　そこで，本会では如上の主旨に基づき，委員を委嘱し

て本書をとりまとめ，答申の方向性の実践化への橋わた

しのひとつとした。本書もここまでくるまでには，39年

10月富山の第2回学校歯科衛生研究協議会で「学校歯科

の手びき」（案）　として検討が行なわれ，また教育現場

目 次
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　第4節　学校歯科への教育的な期待の変化

　第5節　絶好の教材としてのう歯

　第6節　予防処置委員会答申の意床

第2章　学校歯科は子どもがどんな状態になったとき

　　　目的を達したとみるか

　第1節　歯科医学的な健康上の評価

　第2節　学校歯科における保健教育とくに態度

が き

の経験老からも意見を徴し，第2次改訂案を作成して，

昭和40年10月東京の第3回学校歯科衛生研究協議会で再

び検討した。しかし，なお推稿を要する点もあるようで

あるけれど，目的はこれの生かされた実行にあって，ペ

ーパープラソに止まってはならないのであるから，今時

においては一応これをもって終結とする。

　この手びきは，本会会員のために書かれたものである

が，学校保健委員会の構成メンバーとくに教師のかたが

たにご覧を願いたく，学校での具体的計画の立案と推進

に役立つことを期待したい。

　なお，本書の作成にあたっては，下記編集倭員のほ

か，昭和40年度からは，教育評価について東京大学助教

授肥田野直先生に助言者として，また東京都麹町小学校

長片寄登喜雄先生，東京都淡路小学校長小川浩先生，東

京都神田小学校長山下利郎先生に討論者として本案編集

に協力していただいた。ここに皆様に厚く感謝の意を表

する次第である。

　　昭和41年5月

　　　　　　　　　　　　　日本学校歯科医会

　　　　　　　　　　　　　　会長　向　井　喜　男

編　集　委　員

　東京歯科大学教授・本会理事長

　日本歯科大学教授・本会常任理事

　日本大学歯学部講師・本会常任理事

　東京都中野区立第十一中学校歯科医

　埼玉県川口市立前川小学校教諭
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第2節　健康診断

第3節　事後措置
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第7節地域社会への教育
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　日学歯・予防処置委員会の答申



第1章　学校歯科はいかにあるべきか

第1節学校歯科の問題点

　学校歯科の問題点としてあげられることは，地域社会

のひとびとの理解，関心，学校教職員の関心，熱意，学

校歯科医の熱意，研究その他数多くの問題があり，個々

の問題については，各学校，各地域社会の問題として解

決できるものや，国全体として解決しなければならない

問題もある。われわれはこれらすべての問題を一挙に解

決することが不可能であるとしても，多くの問題の基底

にある問題をとらえ，分析解明し，今後のあるべき方向

を見定めて行くことを念願とするものである。

　学校歯科の現時点で，基本的な問題として第一にあげ

なければならないことは，

1　学校歯科に対する希望，要求が，学校歯科医側にお

　いても，教育関係者側においてもまちまちであり，不

　明確iであること

2　学校自体が学校保健に力を入れにくい状態にあるこ

　と

　などであろう。

　従来，地域社会のひとびとも，学校側も，学校歯科医

側も，学校歯科の第一の役目は，わが国児童生徒のむし

歯対策として，全国児童生徒のむし歯のすべてを早期に

処理することであると考え，それを期待し努力を続けて

きたが，むし歯の激増と歯科医の絶対数，作業時間など

を考えると，これは過当な期待であることが明確となっ

てきた。

　また，学校においては進学のための教科の学習に追わ

れ，保健指導の実践，学校保健委員会の活動などに時間

をさき難い状態におかれている場合が多い。

第2節学校保健の面

　学校保健は教育的な目的と，管理的な目的とをもって

おり，学校歯科もそのとおりである。ここでいう管理的

な目的ということも，広義には教育の一環であり，教育

的な面と関連をもって行なわれるべきものであって，二

つの面が別個独立したものでないことに注意をする必要

がある。

　学校は教育のための機関であり，教育は現在よりもむ

しろ将来の可能性を期待するものであるから，原則的に

は健康の問題についても同様であってもよいはずである

が，一般教科のように主として将来を期待すればよいと

いうわけにはいかず，現在，健康であることをも目的とす

るという特異性をもっている。したがって，学校歯科の

目的には将来を期待する教育と，教育を実施するために

必要な現在の保健管理の実践という二つのものがある。

また学校の責任として行なう保健管理は，主として学校

という教育のための施設の中で行なわれるものであるか

ら，子どもたちの保健管理の全責任を学校が負うという

ことはできない。それはPTA，教育関係者，学校歯科

医などを含めた地域社会が学校とともに，子どもたちの

保健管理の責任を負うべきものである。

　このように，学校歯科には保健教育と保健管理との二

つの目的，方法が存在することはいつの時代でも，いず

れの国においても変りはないのであるが，実施の段階に

おいては種々の環境条件や考え方によって，重点のおき

方とか実施手段が変わってくるのである。

第3節　学校歯科への管理的な期待の変化

1　初期う蝕の充墳を中心とする考え方の変遷

　う蝕は生活指導その他の教育方法によって予防目的を

達成することが困難である。ところが，う蝕の好発期に

ある子どもたちの生活時間の大きな部分を，学校で管理

していることなどから，元来公衆衛生の目的であるべき

う蝕予防に対する期待までもが学校歯科に期待されやす

い。そのため公衆衛生的な予防手段として取り入れ得る

ものが発見されない時期には，初期う蝕の充墳を中心的

な手段として採用せざるを得なかったのである。

　昭和6年わが国に学校歯科医の制度が設けられたと

き，職務規定に「学校歯科医はその担当学校において，

学生・生徒・児童のう歯その他の歯牙疾患の予防上必要

な診査ならびに処置を行うべし」と定められ，予防処置

の内容として「概ね，歯牙の清掃，と銀法，要抜去乳歯

の抜去，初期う蝕の処置および充墳など，真に予防上必

要な程度のもの」と解され，なかんずく学校内における

アマルガム充填に実施の目標がそそがれてきたのであ

る。

　このように，校内予防処置の方法をもって，わが国の

主たる歯科衛生対策と考え，全国児童生徒のう蝕の全部

が充填を完了することを念願し期待し，過去数十年間の

努力が続けられてきたのである。その結果は一般に知ら
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れているように，全国的にみたとき，その期待はとうて

い到達し難いものであることが明確となってきた。1例

をあげるならば，昭和26年の小学校児童（女子）のう歯所

有者率は42％であったものが，10年後の昭和36年には2

倍の84％になった。この間処置完了者率も昭和26年に4

％であったものが，昭和36年には7％まで増加した。し

かしながら，実質的にはう蝕の大部分が放置されている

ことが推定できる。しかもこの処置は校内処置によった

ものだけではない。少数ではあるが，校内処置の励行に

よって成果をあげた学校もあった。その熱意と努力に対

しては敬意を表するものであるが，これらの学校は学校

歯科医をはじめ関係者の大きな犠牲ないし奉仕によって

得た成果であって，非常勤の学校歯科医制度のもとで，

多忙な開業医に依存する現在，この手段を全国に：普及し

て，全部の学校歯科医に，校内処置で大きな成果をあげ

ている学校と同じような奉仕を期待することは全く困難

であると考えられる。

　また，近年ニュージーランド，北欧諸国が専任者をお

いてじゅうぶんな設備と必要条件のととのったところ

で，子どものう蝕を処置して成果をあげていることが紹

介されて以来，わが国でもこれと同じ方式をとることを

望む声が聞かれた。しかしながら，行政上の，法制上の，

人の，あるいは経済上の問題に大きな困難があって実現

は容易でなく，さらに根本的にはわが国民の間にそのよ

うな人，設備を必要とする声の高まりのないことから，

近い将来にこのような方式を採用する期待を持ち得ない

ものと考えられる。

　一方，初期う蝕の充墳のために学校では検査のみを行

ない，充墳は開業医にまかせるという方法がしだいに全

国的にとられることが一般化し，現時点では，この方式

が妥当可能な方法とみられるようになってきた。

　しかしながら，う蝕の数は著しく多く，しかも年々増

加しているのであるから，治療のみをもってしてはおの

ずから限度があり，教育と予防を考えずして治療だけで

全国児童生徒のう蝕の問題を解決することは現在の実状

からみても考え難い。

2　予防を中心とする考え方の今後の期待

　元来，う蝕は多くの要因によって誘発されるものであ

るから，う蝕の予防手段もこれに関係ある主要な要因を

抑制する手段をとる必要がある。そのひとつとして，う

蝕を誘発する食品に対する公衆衛生的手畏，いわば歯科

における環境衛生的手段を必要とするわけである。目下

のところこのような適当な公衆衛生的手段がみられない

のは遺憾である。また上水道弗素化を中心とする弗素の

公衆衛生的利用は，歯質を強化するなどの要素としての

意味をもっており，真に国民のう蝕予防を目標とする場

A　このような公衆衛生的手段が講ぜられなければなら
ない。これと併行して薬物の局所利用法についても安全

確実な方法の研究が必要である。

第4節学校歯科への教育的な期待の変化

　保健教育は，健康になるための行動をとるようにする

ことであると考えて差し支えない。そのための方法とし

て，戦前には習慣形成をまずとりあげ，その裏付けとし

て知識理解を与えることが行なわれた。しかしながら，

これを実際生活に結びつけて実践しようとするとき，い

くつもの生活上の障害によってはばまれ，それを乗り切

れずに停滞している場合が多かった。

　戦後，新しい教育の考え方の進展にともない上記のよ

うな知識，習慣が実際生活と結びつき難い点を解決する

ために生活指導の考え方と方法が取り入れられた。すな

わち，各個人が実際生活における健康上の問題に当面し

たとき，自分で適切な解決方法を考え，実践し，反省し

ていくように指導することである。児童生徒が自己の健

康上の問題点を発見し，それを解決して行く能力を養う

ためには，一般に行なわれているような教科の学習とは

異なった指導が必要であって，そのためには各個人の健

康上の実際問題と取り組ませて，それを解決するための

計画を立て，実践し，反省していく実際行動を通して養

われる。

　このような生活経験を与えることは，一般教科でも指

導でき得る場面もあるけれども，むしろ教科外の時間，

学校生活，社会生活のなかで，子どもの経験を教師が意

識的に指導できればよいのである。

　第5節　絶好の教材としてのう歯

　上述のように，児童生徒が健康上の問題点を発見し，

これを解決していく経験を与える教育材料として，子ど

もが誰でも，いつでも持っており，適当な障害があっ

て，その解決結果が明らかに現われるものがあれば，指

導に好都合であろう。それに該当するものとして，う歯

とその処置を考えると最も適切な教材であろうと考えら

れる。これは「う歯」の新しい教育的意義の発見ともい

える。

第6節予防処置委員会答申の意味

　児童生徒のもついわゆる学校病と称される慢性疾患

で，罹患率の高いう歯と取り組んで，その問題解決のた
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めに児童生徒が種々の障害と対決し，これを乗り越えて

いくことによって，う歯のみならず他の健康上の問題に

ついても，それを解決していく能力を養う教育活動は，

学校歯科の最も意義の深いひとつの目標であると考えら

れる。

　そして，この活動のためには，校内処置であろうと校

外処置であろうと，その方法自体にそれほど大きな違い

はないのであって，要はこのような目標を持った指導が

学校側においてなされるか否かにかかっているといって

も差し支えないのである。

　そして，歯科学的には，学校内において実施が普及で

きるほど簡単かつ有効な予防の手段が現われることを期

待したいが，現時点においては，まだ初期う蝕の充墳に

よる方法に歯科学的方法としては主力を注がなければな

らない。そして，校内で行なわれるためにはじゅうぶん

の条件の整備を望みたいし，それが現時点では全国的に

は困難と思われるので，校外治療の指示に重点をおくこ

とが一般的には妥当であると答申されたのである。

　このような考え方によってはじめて，保健教育と保健

管理とは有機的な緊密な連繋を保つことができるのであ

り，教育者にはこのような理解を得ることの重要性が痛

感されるのである。

　もし，このような理解を得ることに成功しなければ，

教育者は，歯の問題は，教科として保健のごく一部の問

題という程度にしかとりあげず，保健教育としてもわず

かの活動しか行なわれず，学校歯科医は教育活動から離

された別の世界で歯科医学的活動にのみ従事するという

状態になり，教育面と管理面との2面のある学校歯科が

管理面のみ残ってしまうという結果になりやすいのであ

る。

　したがって管理面では一歩後退ではないかとさえ思わ

れる答申の真の趣旨を生かすためには，学校歯科は学校

当事者に，学校歯科のこの新しい考え方がよく理解さ

れ，この理解に立って計画され実施されるための活動に

大きな努力を注ぐべきであと考える。

第2章　学校歯科は子どもがどんな状態になったとき

　　　　　目的を達したとみるか

　前章の学校歯科のあり方を，さらに具体的に浮び上が

らせ，学校歯科医や教師などの行なうべき活動を明らか

にするために，子どもがどのような状態になったときに

目的を達したとみるかという角度，つまり評価基準を定

めておいて，その物差ではかってみるという立場から考

えてみることは有意義であり，新しい学校歯科のあり方

を知るうえにも役立つところが多いと思う。

　このような目的から学校歯科の評価法を考えてみよ

う。評価は本来実際活動や教育を行なう前や後に必要な

ものであるから，本章でも実際に役立つことを考えて記

述したが，それと同時に学校歯科の目標の理解に役立つ

ことを意図したものである。

　上述のような立場から，歯科医学的な評価は簡単にと

どめ，教育的な評価についても知識，習慣は簡単にし，

理解しにくいと思われる問題解決能力をどのようにして

把握したらよいかに重点をおいて例示することにした。

このような試みは，現在のところ現場で広く行なわれて

いないので，今後の研究実践によって改善されていくべ

きものと考えている。

第1節歯科医学的な健康上の評価

歯科医学的に健康とは，現在の肉体の状態をさす場合

が多く，学校の健康診断の場合もそうである。学校では

健康診断の結果，疾病異常がないか，あっても処置されて

いればそれでよいとするのが最も：普遍的な評価である。

これをもう少し概念的に整理すると表1のようにまとめ

ることもできるだろう。また表彰などの場合は，もっと

詳しく段階をつけて行なわれていることもある。

　歯科医学の立場からみると，表1の「よい」のような

状態の子どもなら，一一応満足な状態とするわけである。

ところが学校歯科の立場からみると，これだけではまだ

半分であるというところに，この章の意昧がある。

第2節　学校歯科における保健教育，とくに

　　　態度の評価

　学校歯科の大きな領域である保健教育では，子どもの

歯科衛生に関する知識，習慣，態度などが学年に応じて

高まることが目標であるが，知識，習慣についての評価

は理解しやすいので省略し，ここでは態度の評価だけを

示すことにした。しかしながら態度の指導は知的理解，

習慣形成などの指導と関連して行なわれるものであり，

評価場面も各教科の学習，道徳，特別教育活動，生活指導

など学校教育の全領域，学習形態のすべての場において

行なわれるべきものである。またこのような配慮がなさ
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表1 歯科学的な現在の健康上の評価尺度案
1

　　　　　　　1A B C
（よ　　い） （ふつう） （おとる）

歯口清掃状態
・ よく清掃されている ・ 不完全であるが清掃され

ている

　　　　　　　　　　　『
・ 清掃されていない
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永
・ 処置完了または未処置歯 ・ 未処置歯のうち一部だけ ・未処置歯が放置されてい

久 の大部分が処置完了し他 が処置されている る

歯 は治療中 ・ 現在治療中 ・ 未処置歯が前年度より進
行している

治療状態
乳
・処置完了または未処置の ・未処置の一部が処置され ・ 未処置歯が放置されてい
大部分が処置完了し他は ている る

治療中 ・現在治療中 ・要抜去乳歯が放置されて

歯
・ 要抜去乳歯は残存してい ・ 要抜去乳歯がいくらか残 いる
ない っている

～
歯ぎん（肉） 状態

・歯ぎん健康 ・軽度の歯ぎん炎があるけ
れど治療中

・

歯ぎん炎または歯槽膿漏・歯ぎん膿瘍

サ
・ 不正咬合なし ・ 中等度の不正咬合あり ・高度の不正咬合があるけ

不　正　咬 合
・

ごく軽度の不正咬合あり・矯正中

れど放置してある

その他の疾病異常
・ 処置完了または治療中 ・ 軽度の疾病異常がある

　　　　　　　　　　　　『
・高度の疾病異常がある

備考：小学校児童を対象

れないならば， 真に保健教育を進めていることにはなら 任教師が実際に評価する場合で，子どもの環境を考慮に

ないであろう。 したがって歯科衛生に関する態度の指導 入れて行なうであろう。 淡路小学校では，保健指導は集

は教科，道徳， 特活などの教育計画の中に織り込まれた 団指導，個人指導を行なうが，保健指導の終局の目標は

ものとなっているはずなので， これだけを取り出して述 個人指導にあるという立前から，評定尺度も学年として

べることは困難であり， 簡潔には述べにくい。また前述 のおよその基準を定めているが， さらに児童各個人ごと

のように知識， 習慣の評価は行ないやすいが，態度の評 の教育目標に照らして尺度を設定するという立場をとっ

価は容易でなく， 従来こ うした評価のよい具体例がほと ている。この両方の評価方法には，それぞれの利点があ

んどないのもこのためである。 り，そのいずれをとるかは各学校で決めるべきことであ

ここでは態度の全領域にわたって評価を述べることは ろう。

剣

できないので， 治療を受ける態度の評価に重点をおいて つぎに評価そのものではないが，評価は前述のよう

具体的に述べることにした。それも全国どこにでも通用 に，その前提として学習指導目標，指導力法が立案実践

するものにすると抽象的なものになってしまい，実際に されるものであるから指導に役立てるために，小学校学

態度の評価を試みよう とするひとびとにとっては，かえ 習指導要領に示されたものと，学校行事，特別教育活動

って役立つところが少なくなるので，大都市と，農村に として一般に行なわれる歯科関係事項を参考までに掲げ

囲まれた小都市の小学校の実際例（5・6年向けだけ） ることにした。（表2）

を示すことにした。 表2には，小学校における例を示したが，中学校，高

各学校で態度の評価を行なう場合は，各学校，各地域 等学校では，それぞれ必修教科としての保健体育の時間

社会の実状に応じた独自の計画に従って進められるもの 中，「保健」は第2・ 3学年で合計70単位時間ある。中，

であるが， ここに掲げた例は，その計画立案の参考資料 高校の学習指導要領に示された「保健」には， 歯科疾
として役立てるためのものと考えていただきたい。 患についての記載はないが， 中学校では「病気の予防」

ここに示した例も， 前川小学校案では，評定尺度の具 「国民の健康」高等学校では 「人体の病理」「労働と健康

体例を示しているが， 淡路小学校案では具体例を示して ・ 安全」の際に学習する機会を持ち得るであろう。しか

いない。前川小学校では学年としての具体例を示し，担 しながら，学校歯科衛生活動は，主として教科以外の時

I
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表　2 小学校におけ

1

2

3

4

5

6

学校行事（保健関係のみ）

定期健康診断
1定期身体検査（計測）
2内科，眼科，耳鼻科検診
3視力，色神，肺活量，握力，背筋
　力，聴力検査
4ツ反，B．C．G・X線間接など
△定期歯の検査
○要注意者，X線直接，1血沈，体温
　検査，健康相談
○腸パラ予防接種
○交通安全旬間
△口腔衛生週間
○遠足
○学校保健委員会（梅雨時の衛生）
○月例体重測定
○検便，集団駆虫
O学校消毒
○水泳指導
0学校保健委員会（夏休み保健）
○海浜生活（特別健康診断）
△臨時歯の検査
○秋の体育祭
○結核予防週間
○種痘（6年）
△給食週間
○寄生虫予防週間
○学校保健委員会（冬の衛生）
○ジフテリヤ予防接種
○うがい指導，感冒調査
○諸統計作成

特活（生活指導を含む）

○登下校の指導
○朝の健康観察
○食事，入浴，就床，整とんなど
○手洗い，うがいの励行
△食事時の指導
　（そしゃく，栄養その他学年
　に応じて）
△給食後の歯みがき，サフラニ
　ンテストなど
○衛生検査（手ふき，つめなど）
○心の健康
○あそびの指導
●学級会活動，その他

道 徳

●きゅうしょく
　きらいなものでもすすんで
　食べる
●からだをきれいに

　（1年と同じ）
●清掃のしかたと実践
●各係の活動

●歯をたいせつに

　（　　〃　　）

○清掃のしかたと実践
●各係の活動

　（　　〃　　）
○清掃のしかたと実践
●各係の活動

●学級会活動
●児童会活動
　（特に代表委員会，児童保健
　委員会，保健部活動）
●クラブ活動など

●給食
●人間のいのち

●食後のだんらん
●よい習慣
　わるい習慣

（5年と同じ）

○　小学校の教育課程は各教科，道徳，特別教育活動（特活）・学校行事等の4領域によって編成されており・

。そ織書額購ヂ瀟縫黎簾灘襲薯篇鞭讐騨諮繰達劇，めに，・）児童会活動
。2）譜灘錨｝編灘芝欝撃襟1隔騰購よと111Lll繍塊1・％，つまり・・一・1時

　間があてられている。
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関　　係　　教 材

教

理 科 社　会｝ 国語・図工
1

●じょうぶなから
　だ

、　　　△よいは ●みんなの安全の
の

さ
乳
は
ば

歯
き
，
，
し
）

（
大
き
歯
む
方

ために，医師な
どが休みなく働
いていること

●印……学：習指導要領に示されているもの
○印……学校ごとに計画されるものの例
△印……特に歯科に関係のあるもの

科

　体　　　　育

●運動と関連した
　健康安全につい
　てのきまりを守
　る（運動する場
　所の小石や危険
　物を取り除く。
　運動後，手足を
　洗い，汗をふく）

（1年と同じ）

家 庭

●わたしたちのか
　らだ
●しおやほうさん
　のとけかた
　うがい水つくり

●保健所，診療所　●3年～6年
　のしごと　　　の伝記を読む
　　　　　　　　　学習に医学関
　　　　　　　　　係がとりあげ
　　　　　　　　　られいる
　　　　　　　　　△歯について
　　　　　　　　　の作文感想な
　　　　　　　　　ど

△むし歯の予
防のポスター
標語などを3
年～6年でと
りあつかう

●そだつからだ
　むしばの原因と
　すすみ方
　偏食
　よくかんで食べ
　ることの大切な
　わけ
●でんぷん，しぼ
　う，たんぱく質

同上 同上

4

●病原体と寄生虫
●せっけん水
●酸性，アルカリ
　性，中性
●酸素と二酸化炭
素

同上 同上

●カ〉らナご0）つくり

　とはたらき
　そしゃくの効果

同上 同上

（　　〃　　）

●健康な生活，か
　うだの身のまわ
　りの清潔
健康に異常があ
　るかどうかの判
　断
健康に異常のあ
　る時は進んで処
　置を受ける
●身体の発達状況
　健康状態
●病気の予防
　日常かかりやす
　い病気の症状と
　その予防
●傷害の防止，け
　がややけどの原
　因とその防止

●食物の栄養，食
　物と健康の関係
栄養素の働き
●なま野菜の調理

●楽しい会食
●調理のくふう
●健康なすまい
　清潔の必要とそ
　のしかた
●すまいのくふう
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間に行なわれるものと考える。その際，学校

教育活動などにおける指導は，小学校の例に

が活用されるよう期待する。

第3節 態度の評価の実践例

その1 埼玉県前川小学校案

同校で行なわれている自己の歯の健康上の

表3　　　　目

時　期
場　面 目標および問題

定 ○前学年のう歯のようすを知る

期朝学
検の習
査健）
前康
　観

○歯牙検査の目的を理解し，積

察
つ

体
云目

（保
健

検ら
査っ朝
終たの

○自分のう歯のようすをはっき
　り知る
○治療の必要性を理解する

了時健

後康’
観

灘察
票　学
を　級
も　会

朝 ○問題を認識し，それを解決し
の ようとする能力を養う
健 ○実践的態度を養う
康
観
祭

学
級
会

一

作間て ○歯についての問題をすじみち
文のも をたてて考え，作文に書く
（行よ
予事い
防と）
週し

給き ○問題解決の方法を知り，更に
食指朝 これが他のことにも応用でき
後導の ることに気づかせる
の時健 ○治療後の歯みがき実践態度を
は　康 自覚的に行なわせる
み　観
が　察

1

一

問題解決能力を高めることに役立つような指導目標およ

び学習内容の具体例を示すと表3のようなものである。

　次に同校で使用中の評価表（個人カード）を示すと，

表4のとおりである。本表の利用法と本表による指導は

次のようである。

1．　目　　的

　　う歯が発見され，治療が完了するまでに，児童自身

目標および学習内容の具体例

学　　習　　内　　容

○歯牙検査票をみて自分の歯の
　ようすを調べる
○口腔内を鏡で観察し，検査票
　と比較する
○学校ではなぜ毎年，歯の検査
　をするのか考え，歯の大切な
　わけや役割を話しあう
○正しく検査してもらうため
　に，どんな態度で受けたらよ
　いか話しあう
○検査後もう一度口腔内や検査
　票をみたりする計画をたてる

○家庭通知票または検査票と口
　膣をみる
○個人と班や学級のう歯のよう
　すをまとめる
○治療の必要性を話しあい，治
　療の計画をたててみる
　（自分や家庭の都合もよく考
　える）

○昨年度のことで，待合室の問
　題を話しあう。どういうよう
　に待つのがよいか，それはな
　ぜか話しあう

○治療ずみの子どもに治療のよ
　うすや待合室でのようすを発
　表させる
○学級の表をみて，まだ治療し
　ていない児童の理由やようす
　をきく
○自分たちで解決できる問題に
　ついては，どうしたらよいか
　を考える

○う歯のいたさの経験，家族や
　自分の気持，治療室のようす，
　問題を解決したようす，いや
　だったり，困ったりしたこと，
　現在，困っている理由，う歯
　のない喜びなどを作文に書く

○作文を読みあってみんなで話
　し合う

○表をみて，治療目標がどれだ
　け達成されたかを確かめる
○はみがき練習をしさらに3・
　3・3式歯みがきを実行する
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指導上の留意点

○治療した歯，未処置の歯，新
　しいう歯，アマルガムのとれ
　た歯，などにふれる

○できるだけ今までの経験をだ
　させる
○積極的な受検態度
（現状を知ろうとする態度，口
　腔内の清掃，ならんで静かに
　待つ態度など）に重点をおく

○みやすい表などにし，治療目
　標をたてさせる
○個人で解決できない問題は教
　師に相談したり，班や学級で
　話しあわせる。
○歯科医側の問題があれば学校
　保健委員会に児童代表から提
　案させるようにする。
○治療後，通知票を学校に出し
　学級の表に記入

○障害となっているいろいろな
　問題を自由にださせるように
　する
○問題によっては学校保健委員
　会にだす準備をする
○質問紙法も考えられる

○できるかぎり，自分の考えや
　感想を書くようにさせる
○班の集団としてのリボe－一一トな

　ども考えられるとよい

○う歯で困った経験や治療後の
　喜びのある作品，問題解決の
　すじみちのわかる作品ができ
　るとよい
○給食後のはみがき，サフラニ
　ンテストを行なうとよい
○食物とう歯の関係にもふれる

評価表
との関
係

①

②

④

③

④

②
③
④
⑤

⑤

N
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1

’：　　　　　　　　　　　　　　　表　4　　歯の保健に

癩鞘領域噛標

評価の観点
評

　評価の場面

［

一

　A　（よい）

　1

度 t

態①定聴雅査順査中および　　を受ける態度　　はどうか

前後の観察・話し合い・質問紙法

目的を理解し，
進んで受けよう
とする。口腔を
清潔にし，結果
を前の検査とく
らべる

　　　一

モ
直

態
度

②霧蝦饗蟻豪とり
　うしたか　　1
　　　　　　　［

鏡で口腔を見る
教師の話をきき
進んで家人に話
し歯医者に行くー

　
　
　
　
　
　
一

歯

の

治

態
度

③なかなか歯医
　者に行こうと
　しない同級生
　に対してどう
　したか

・ 話合い（学級会
，
班
会
議
）
・
き
き
と
り
・
質
問
紙
法
・
観
察

その理由をき
き，協力して行
かせるようにす
る

態附倉器藤
・

ききとり・話合い

（家庭通信票の

自分で本などを
持って行き，自
分の番を静かに

療　度I

　　　L

どうか

歯の保健に関する態度の評価表

裏に印刷し，歯まつ。
科医にも評価し学校保健委員会
てもらう）　　にかけ協議して
　　　　　　　1もらう

B（ふつう）

先生に言われた
ので検査を受け
る。むし歯の数
を知ろうとする

先生からもらっ
たのでそのまま
行く

その理由をきく

待合室の本を見
て待っている

定

C（わるい）

消極面であり，

むし歯のようす

知ってもそのま1
まにしてしまう

評価の利用

態

度

⑤治療後の歯み
　がき態度はど
　うか

　
　
り

　
い
と

察
合
き

観
話
き

再びむし歯にな
らないように3
・ 3・3式歯みが
きを実行し，さ
1らに友人にもす
すめる

歯をみがこうと
するが，ていね
いでない

・個別の生活指導
・ 体育（関心・態
度）

に無関心である・保健学習
　　　　　　　・学校行事の資料

籍館：騨轟
　　　　　　　・保健学習
　　　　　　　i

・個別の生活指導
・集団の生活指導
・保健学習

あきてしまい途・個別の生活指導
中でかえる　　1・保健学習

おろそかになる
・個別の生活指導
体育（関心・態
度）

・保健学習

よ
上
点

お
導
題

価
指
問

評
び
の

す
す
す
す
す

で
で
で
で
で

ハ
ワ
ハ
リ
ハ
ソ
ハ
ツ
ハ
ソ

通
通
通
通
通

の

の
の
の

の

こ
ご
こ
ご
こ

（
（
（
（
（

①
②
③
④
⑤

　
　

　
　
価

　
　
評

　
　
童

　
　
児

す
す
す
す
す

ま
ま
ま
ま
ま

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

p
）
　
p
＞
　
し
　
し
　
し

　

ラ
　
ぐ
ラ
　
ぐ
エ
　
ご
　
　
ぐ
ラ

・
刀
・
カ
・
カ
・
カ
・
カ

ち
ぢ
ち
ぢ
ち

し
し
し
し
し

少
少
少
少
少

たいへんちがいます
たいへんちがいます
たいへんちがいます
たいへんちがいます
たいへんちがいます

）
）
）
）
）

　の内部にも，また児童をめぐる環境にも多くの問題が

　ある。問題を発見し，自らその問題ととりくみ解決し

　ようとする能力を育てることは教育の重要な課題であ

　る。

　　それらの問題解決能力を評価し，育てることを目的

　とする。

2．評価方法

　（1）目的を理解し，できる限り客観的に行なう。

　（2）個人別カードを用いて，評定該当欄に○印をつけ

　　る。

　（3）表4の④については，歯科医に評価してもらう。

　（4）児童評価の欄は表4の①～⑤の評価終了後チェッ

　　クさせ，保健指導の資料とする。

　（5）集計は第1学期終了時を第1期，事情により夏休

　　み終了時を第2期として行なう。

3．評価カードの利用と指導について

　（1）表4の「評価の利用」にあるように多種の利用が

　　考えられるが，問題点は表4の「評価および指導上

　の問題点」の欄に記入し，今後の資料作成や指導に

　役立たせる。（職員会，学校保健委員会の検討）

（2）担任教師と児童評価のくいちがいがある場合は，

　その理由を調べ，くわしく話し合うことによって指

　導助言に役立たせる。

（3）表4の③の理由は単純でないと考えられる。児童

　個人に，または個人を含む集団にその問題を発見さ

　せ，解決を可能な限り考えさせることは，問題解決

　能力を高める意味で重要である。特に集団としてこ

　の生活指導を重視したい。

（4）表4の④の場合，歯科医側に問題がある場合，学

　校側に問題がある場合，児童個人に問題がある場合

　といろいろあるが，集計によってさらに問題点を分

　析する必要がある。

（5）教師は，表4の①～⑤はみな関連がある問題であ

　ることを理解し，評価すべきであろう。

（6）表4の評定Aに対しては，ほめてやり，Bは励ま

　してやり，Cは問題解決の方法を子ども，両親など
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　　と話し合い，解決を育てはげますようにする。

（7）具体的な指導例はメモをとり（評価および指導上

　　の問題点の欄），指導の手びきとしていく。

　（8）本校の実情から観点を5項目にしぼったが，観点

　　や評定尺度は，その学校の指導と相まって当然異な

　　るものができるであろう。

その2　東京都淡路小学校案

　まず，歯科治療に関する実態を表5の質問紙によって

調査し，調査成績の分析結果に基づき，歯科治療を受け

る態度の指導目標を定め，歯の治療を受けたものについ

ても，受けないものについても指導を行なった。

　その指導内容と評価目標の要点は表6のとおりであ

る。

　さらに評価を児童各個人について具体的に行なうため

に表7を使用した。評定尺度は学年・学級および各児童

と家庭の実状を考え合わせ，評価を行なうつど，学校保

健委員会で協議して定めるので，どのようなものをa，

b，cとするかは示していない。

　　　　　　　　　　　　　　　　表5　歯科治療に関する調査表
　　　みなさんは先日，歯の検査を受けました。その結果，じぶんの歯のようすがよくわかったことと思いますし，

　　じょうぶな体をつくり，心をきたえるため，それぞれの歯についていろいろ考えたことと思います。

　　　きょうは歯の検査後の治療について，しらべますから正確に記入して下さい。

　　　　（適当なところを○でかこむ。記入するところは，要点をつかんで簡単に）

○　歯の検査後，治療にいきましたか。

　　　　　　　　A　治療にいかなかった　　　　　　　　　　　　　　　B　治療にいった

＃

O　Aに○印をつけた人について，

　　その理由

　a　う歯その他別に悪いところがなかったから

　b　治療しなければならなかったが

　　1．べつに今いたんでいないから

　　2．治療にいくといたかったり，しみるのがいや

　　　だから

　　3．　治療にいくひまがないから

　　　①じゅく，けいこなど勉強がいそがしかった

　　　　から

　　　②学校のかえりがおそく，いけなかったから

　　　③家の仕事の手つだいが忙しくて

　　　④　その他

　　4．歯医者さんは，いつもこんでいていく気がし

　　　ない

　　5．その他の理由

O　Bに○をつけた人について

　　　そのようすや理由について

　a　進んでいった

1．今いたんでしょうがなかったから

2．なおすと物がよくかめるから

3．先生や親がほめてくれるから

4．表彰してもらえるから

5・その他

b　気がすすまなかったが，ほうっておくわけにも

いかず，しかたなくいった

1．今いたんでしょうがなかったから

2．治療にいくといたかったり，しみるのでいく

　　気がしなかった

3．歯医者さんで待されるのがいやでいく気がし

　　なかった

4．その他の理由

　　　　　　　　　　　　　表6　　歯科治療に対する指導目標と指導内容

指導目標1．よい歯をもつことにより，健全な生活を営むことができることをしり・進んで治療をうける態

　　　　　　度を養う。

　　　　　2．　自分のからだづくりに責任をもち，強力に推進する意欲態度を養う。
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「

指導内容と評価

…：　指
導対象 指　　導　　内　　容

I
I

う歯その他，疾 ○健康の歯をもった喜びを味わわせ

患のないもの 1・　気もちよく，よくかめることを

2・　よく消化される事実をしらせる

3．よい顔だちになることをしらせ

○進んでよい歯を持続させるように

1・　口腔術生に努力させる

○朝，晩歯をみがく

○食事あとのうがいを励行させ

治
2・栄養価のある食物を偏らずとる

3・歯科検査に関心をもち，進んで
，一置一一幽匿－諄了，膠「「9一謄－－，F一辱，，，，”一一一一一一一幽一一幽一幽・冒髄曽冒「

療 う歯その他の疾 ○　う歯その他による不健全な生活を

、
患があるけれど で治療をうけるようにさせる

、

を

レ

つ

ナし

な

か

つ

，

」
ナ

も

の

1・　う歯の進行状況をしらせる。

　○　ほうっておいても，なおらないことをしらせ

　　る

　○　悪化するに従い，いたみその他の症状の激し

　　くなることをしらせる

2・　う歯その他の疾患のあるためにおこる不健康な

　生活を考えさせ，しらせる

　○　よくかめず不愉快である

　0　消化が不じゅうぶんである

　○　いたむ

　○　付随した病気になやまされることがある

　○　顔つきがみにくくなることがある

3．治療をうけない原因を考えさせ，進んでうける

　ようにさせる

　○　いたいから，しみるから

　　①　治療の苦しさより，放任したときの苦しさ

　　　の方が強いこと

　　②治療の方法の進歩していることをしらせる

　○　ひまがないから

　　①健康生活を生みだすための歯の役割をし

　　　り，歯の治療を先行させることの必要をしら

　　　せる

　　　○　じゅく・けいこなどを休むか，時間をき

　　　　りつめるくふう

　　　○　すいている治療時間をきき，利用する

　　　○　先生・親によく相談する

評 価

○健康な歯をもった喜びを味

　わい，進んでよい歯を持続

　するように努力したか

う歯その他の疾患のようすを

しり，進んで治療をうけたか

治療をうけない原因を克服し

て進んでうけるようになった

か

進んでいったも

の

治＿一一一．一一一一．．．＿．．一一＿＿一一＿．

療　　しかたなくいっ

を　　たもの

○　積極的な態度をほめる

○　治療の過程に関心をもたせ，さらに意欲を高める

　1・治療カード，健康手帳の利用

治療の過程に関心をもち，さ

らに積極的に治療を続けたか

○　消極的な態度に気づかせ，進んで健康なからだを　1消極的であった原因を克服し

　つくる意欲的な生活をさせる　　　　　　　　　　　て積極的に治療をうけるよう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］
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指導　対　象 指　　導　　内　　容 評 価

う
け
た
も
の

　1・治療をうけたがらなかった原因を考えさせ，進

　　んでうけるようにさせる

　　○　いたいから，しみるから

　　　①　治療の苦しさより，放任したときの苦しさ

　　　　の方が強いことをしる

　　　②　治療の方法の進歩していることをしらせる

　　○　ひまがないから

　　　①健康生活を生みだすための歯の役割をし

　　　　り，歯の治療を先行させることの必要をしら

　　　　せる

○　治療の過程に関心をもたせ，積極的に治療を続け

　させる

　1・　治療カード，健康手帳の利用

になったか

治療の過程に関心をもち，積

極的に治療を続けたか

刊
是
伺
童

［
「
且
6
V
荊
手

表7 主として歯科治療に対する態度の評価（個人票）

育
標
教
目

問

題
領
域

歯

の

治

療

態

度

評価の目標

歯の検査を進んでうけ
ようとするか

家庭通知表の処理はど

うしたか（健康手帳使

用の学校も含む）

待合室で待つ態度はど

うか

治療を受ける態度はど

うか

治療後の処理はどうか

の

つ

て
も
い

に
つ
う
に
よ
掃
の
清
ど
か

の

は
る

腔
識
い

口
知
て

知
識

評価の場面
（方法・時期）

学級で（健康診断の折）

学級会や事後処理で

（毎月の検査後）

保健の授業や学級会で

　　　　　　（治療後）

保健の授業や学級会で

学級会や日常生活で

保健学習で

評　価　　の　観　　点
序価尺度

a　　b　　c

1・定期健康診断の結果について関心をもっ
　ているか

2．前の検査と比較してみたか

3．先生や両親に相談して治療をうけようと
　するか
1・通知表にかかれている内容が理解できて
　いるか
2・事後処置に対する関心はどうか（たとえ
　ば治療あるいは予防に対する関心）
3・学級会その他で保健の問題の発言をする
　か
4．友達まですすめて治療をうけようとする
　か

1・いつもひとりで治療にいけるか

2・自分の順番がくるまで静かに待てるか

1．がまん強く静かにやれたか

2．あきないでさいごまで治療できたか

1．治療によって健康生活の喜びを意識して
　いるか

2．友人にもすすめているか

3．健康手帳に記入されたことに関心を示し
　たか（治療ずみ）

4．友人の治療のときかわって当番をしてや
　るか

5．アマルガムのとれたとき処置したか

1．清掃を必要と考えているか
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「

r

問
題
領
域

教育
目標 評価の目標 評価・場面

（方法・時期）

習

慣

はみがきの習慣はでき

ているか

保健学習または実践指

導で

1．清掃

腔一
2．習慣口

の
清
掃

歯みがきの場所や衣服

をよごさずやれるか

給食後の清掃で

　　　　　　（観察）

1．用具

態
度

2．場所

3．うが

　　　　備考：評価尺度は学年・学級のみならず各児童の能力と環境を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
3
章
　
学
校
歯
科
は
ど
の
よ
う
し

評　　価　　の　観　　点

1．清掃方法の訓練は十分できているか

2．習慣として身についているか

1・用具の始末はどうか

2．場所や衣服をよごさず処理できるか

3．うがいのしかたはどうか

評価尺度

・lbl・

第1節　学校歯科医の執務の二つの型と学校

　　　保健委員会

　前章までの記述によって，学校歯科を進めるには，学

校歯科医だけの努力では不可能であって，広く関係者の

協力によらなければならないことが理解されたと思われ

る。

　このことは何も学校歯科だけに限らず，学校保健全般

にいえることである。したがって，学校歯科医には，主

として自らが行なえばよい仕事，たとえば一人一人の児

童生徒に対する歯の健康相談とか予防処置，あるいは自

らが行なう保健指導，講話のような執務は，理解しやす

く，取り組みやすく，学校側もこれだけをたのみ，学校

保健計画や，教師の行なう教育指導に歯の活動がきわめ

て低調であれば，それは学校全体としては，子どもたち

に対する影響力は弱く，学校歯科として整ったかたちで

はないのである。

　ここで，学校歯科医の違ったかたちの執務が必要にな

ってくる。これは関係者が協力して，その学校の学校保

健計画を目標に合致した方向へ進めるように努める仕事

であり，いいかえれば，主として他人の行なう仕事を推

進する仕事である。これは臨床医が一人の患者の診断を

し，治療を進めていくのにたとえれば，ひとつの学校を

ひとつの対象と見ればよいわけである。

　しかし，病人の場合は，医師側に強い責任があるが，

学校の場合には責任老は学校長であるという大きな違い

がある。そして，学校保健計画は学校保健主事が具体的

な計画の立案調整などを行なっており，教育課程は，ま

たその係の教師が担当しているのが一般である。

　したがって，学校歯科医は，これらの人たちに助言を

したり協議したりというかたちで行なうもので，学校保

健法施行規則に示されている学校歯科医の職務執行の準

則の「学校保健計画の立案に参与すること」がこれに該

当する。

　たとえ学校保健委員会が設けられていない学校であっ

ても，このようなかたちで，学校保健計画は進められて

いるから，学校歯科医は，学校長，学校保健主事，さら

には教科担当教師などと親しく話し合うようにすること

がきわめて大切である。

　たとえば，歯の検査の結果の統計とか，事後措置やそ

の状況とかは，どこでも共通したことであるが，本書で

述べたような，学校歯科の方向性などは，あらゆる具体

化への中核となる考えであると思われる。

　また，取り組みやすい具体策は，本会でも全国的に普及

を行なっているよい歯の学校表彰の考え方にそって，学

級単位の，つまりよい歯の学級表彰のような計画をたて，

ひとつのテーマを年間を通じ，さらに毎年継続して進め

ていくことが多くの関係者の協力実践を得るのにはよい

方法である。

　この例のように，ひとつのテーマにしぼって計画を実

施していく場合には必ず，教師だけでは不十分であるこ

とが分かってくる。

　ここに，学校保健委員会の必要性が生じてくるのであ

る。

　学校保健委員会は

　1．学校教職員代表（学校教師などのほか，学校歯科

　　医はこのカテゴリーの中に入る）

　2・　児童生徒代表
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　3．父母代表

　4．地域社会の学校保健関係者（歯科医師会などはこ

　　のカテゴリーのなかに入る）

　この四つの種類の関係者によって構成されている。い

いかえれば，児童自身と，その生活時間，ないしは生活

の場すなわち，学校と家庭と地域社会との三つの責任者

とが，ひとつのテー一マについて，子ども自身と他の3者

とがそれぞれ分担協力すべき仕事を話し合ってきめる計

画を進めていくことになるのである。

　学校保健委員会の有無にかかわらず，この学校保健の

4者の分担，協力の構造を把握して学校歯科を進めて行

くことが学校保健計画を実施していく基本的な考え方で

ある。

　したがって，学校保健委員会では，専門知識を他の人

たちに講演する場所ではなく，好ましいかたちとしては，

学校側や，児童生徒側から困っている問題で，しかも，

4者が分担協力しなければ解決できないことがらを，だ

れが，どのように分担して進めたらよいかに話のスジを

通すのが本来の姿であることを念頭において発言すれば

よいわけである。学級ごとの処置率などは，毎回の委員

会に数分でよいから報告事項として発表してもらうこと

もよいことである。

　次に，学校保健委員会が持たれない時はどうすれぱよ

いかという疑問が当然起こる。その場合の対策としては

次のような事例が考えられる。

　1．少なくとも学校教師だけの集会をもって討議され

　　る筈であるから，この集会に前年度の歯科衛生状況

　　のデt－一タとそれをグラフにしたもの，その解説，新

　　年度の歯科衛生活動の具体案を文書にして（なるべ

　　くコピーを添えて）3月末までに校長，保健主事な

　　どに渡して討議してもらう。

　2．学校長，保健主事，養護教諭その他の教師とPT

　　Aに学校保健委員会開催を呼びかける。

　3・地区教育委員会に対し，地区学校歯科医の会から

　　働きかける。この際，学校保健委員会は形式的には

　　校長の諮問機関であり，法的根拠のないことを考慮

　　に入れねばならない。子どもの健康を守るためとい

　　う大義名分を掲げて話をすすめることがよいであろ

　　う。

　　　歯科衛生活動の具体案を立てるには，以下述べる

　　ことが参考となろう。

第2節　健康診断

歯の検査は学校歯科医の自ら行なうタイプの基本的な

職務である。歯の検査は集団検査であるから，できるだけ

能率的に，できるだけ正確に行なわなければならない。

また歯の検査は児童生徒一人一人に接する唯一の機会で

もあるので，この機会を保健指導に役立てることが望ま

しい。さらに診断結果が事後措置，保健教育，保健指導，

健康相談，特別教育活動などにじゅうぶん生かされるよ

うな考慮が必要である。

　歯の検査を能率的に行なうには，開始時間，受診の時

間割，使用する室，資材器具の整備と配置，照明，子ど

もの導入や帰路，記入者の位置等を検査前に学校と打ち

合わせることが必要である。

　また歯の検査を正確に行なうには，なるべく広く，静

かな，明るい場所で時間をかけて，鋭利な探針を一人一

人に使用して，注意深く検査することが必要である。

　ここで注意したいのは学校で行なう歯の検査は元来ふ

るいわけの性質をもっているから，治療室で行なう臨床

診断とは異なるものがある。たとえばC2かC3かの診断

にしても，いわゆる軟化象牙質を除いてなお健康な象牙

質の層が残っているか否かによって診断するのが臨床診

断であるが，学校で行なう検査ではそこまで要求されて

いない。そこで学校で行なった検査結果と臨床診断では

差異ができるのは当然あり得ることである。

　歯の検査の際に行なう保健指導については保健指導の

項で述べる。

　歯の検査結果を保健教育などに役立てるためには，集

計をなるべく早く行ない，グラフにして学校に提示し，

その際全国平均や他校などとの比較，歯科衛生教育，保

健管理に対する改善意見を添えることもよい方法であ

る。集計は次の項目について行なうことが望ましい。

1
2
3
4
5
戸
◎
7

　これらのうち1，　　3はぜひ行なわなければならな

い数値であり，永久歯の処置歯率はよい歯の学校コンク

t－一ルに必要な数値である。これらの数値は学年別よりも

学級別にみて対策を立てることが実際的である。

う歯所有者率

未処置歯所有者率

処置完了者率

永久歯の処置歯率

歯ぎん炎所有者率

不正咬合所有者率

歯口清掃状態

第3節　事後措置

　事後措置という言葉は，単に未処置歯を処置すること

だけをいうのではない。歯の検査結果を保健管理のみな
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らず保健教育，保健指導，健康相談などに役立てること

を含むものである。

　歯の検査結果を未処置歯の処置促進に役立てるために

は，保健指導，健康相談，家庭連絡や治療勧告などに有

効に役立てねばならない。家庭連絡票は通常治療完了者

あるいは治療進行状況などを歯科医側から報告するよう

になっているが，これに合わせて歯科医側の要望や観察

結果，たえば子どもの診療所における態度，来院時間な

どについても報告できるようにすることが望ましい。た

とえば家庭連絡票の裏に○×式で記入できる観察項目を

印刷しておくこともひとつの方法である。また学校に返

ってきた家庭連絡票は整理表を備えて記録するほうが便

利である。たとえばその1例として次のようなものが考

ftられる。

氏番
号

II第1回勧告月日1第2回勧告月日
名

　　結果備考結果備考

　ロ　大きく口をあける。

　ハ　ロの中をきれいにしておくことが大切なわけ。

　中学年

　イ　検査はなんのためにするか。

　ロ　むし歯があるかないか。むし場がある場合，ど

　　こにあるか。

　高学年

　イ　歯の検査の目的。

　ロ　むし歯歯数と部位。

　ハ　歯　　式

（2）学校歯科医は歯の検査を始める前，5・6分の時

　間をさいて，子どもたちと話合いをすることが望ま

　しい。

　　話の内容はあらかじめ学校と協議してきめておく

　とよい。その1例として次のようなものが考えられ

　る。

の

集

，
保
あ

な

ク
も

と
な

1
9
臼
0
0　第2回目の歯の検査は処置の進ちょく状況，新う歯の
発病状況，処置歯の予後などの検査日標を定めて行なう

ことでよい。検査時期は2学期当初が望ましい。なお就

学前児童の歯の健康診断も2回行ない，この機会を母親

の保健指導に役立てることが望ましい。

　第4節保健指導

　学校教師の行なう保健指導は，朝の保健観察，ホーム

・ルーム，特別教育活動などにおいて，集団で，あるい

は個人を対象に行なう多くの機会を持っている。

　学校歯科医の行なう保健指導は，通常子どもの一人一・

人に接する唯一の機会である歯の検査時や歯の衛生週間

における指導，あるいは児童（生徒）保健委員会への協

力などである。

1　歯の検査の際に行なう保健指導

　（1）教師は歯の検査を受ける前，子どもたちと話合い

　　の時間をもって検査を受けるときの態度や，どんな

　　ことを注意して聞いたらよいかを指導する。その1

　　例として次のようなことが考えられる。

　　低学年

　　イ　静かに，順序よくならんで，前の人のすること

　　　を注意してみる
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1年生

1．　口のなかをいつもきれいに

2．　うがいのしかた

3．　歯のみがきかた

4．よくかんで食べよう

2年生

1．乳歯と永久歯のちがい

2・　よい歯とむし歯のちがい

3．　歯の役目

4．なんでも好ききらいせずに食べよう

3年生

1・物をかむしくみ

2・物をかむ力

3・　のどのうがいと歯をきれいにするうがいの区

　　別

　4．　むし歯を防ぐにはいつ歯をみがくのがよいか

4年生　　　　　　　　　　　　゜

1．むし歯のすすみかた

2．歯を清潔にしなければならないわけ

3．　よくかんで食べることの大切なわけ

4・甘い物を食べ過ぎないようにしよう

5年生

　1・歯が酸にとけるわけ

2・むし歯のあることがわかったら，自分から進

　　んで治療を受けよう

　3．　歯のためによい食物，悪い食物

6年生

1・咀囎の効果



　　　2．　前歯の外傷を防ごう

　　　3．偏食にならないくふう

⑧　検査のとき，むし歯の部位，数，すぐ治療をはじ

　　めなければならないむし歯，歯ぎん炎，不正咬合，

　　その他の疾病異常の処置について子どもと解決方法

　　を話し合う。

（4）検査を終わって帰るとき，教師は，子どもが鏡に

　　自分の歯を写して，むし歯を確認させる。

（5）教師は教室に帰ってから，今日の検査でどんなこ

　　とがわかったか，これから自分の歯の健康を守るに

　　はどうすればよいかを話し合う。

　　　この機会を保健学習に役立てることは，歯科衛生

　　教育が系統的に行なわれる機会の少ない現在，逃が

　　してならない有効な方法である。

　　　話合いの主題は，その学校の保健教育のカリキュ

　　ラム，あるいは学習指導要領に示された各教科の内

　　容に含まれる歯科関係事項をあてることがよい。参

　　考までに各教科，道徳に含まれる歯科関係事項を示

　　すと前記表2のようなものである。

（6）歯口清掃の指導に際しては，口の中を清潔に保つ

　　ということから発展して，全身の清潔に及ぶような

　考慮が必要である。顔も洗わず用便後手を洗わない

　　子どもに毎食後の歯みがきを奨めても効果があがら

　　ない。

2　歯の衛生週間に行なう保健指導

　　歯の衛生週間を児童生徒，学校教職員，地域社会な

どに対する広報活動とともに，保健指導の機会として

活用する。

　　5月に入ったらすぐにポスター，作文，習字などの

募集を始め，廊下などに前年度募集の優秀作品を展示

する。

　　5月中には学校と打ち合わせて，その年の講演テ・・一一

マをきめる。学校との打合せに特別な集まりを持つこ

　とが厄介ならば，昼休みの時間に校長，保健主事，養

護教諭，学年主任に集まってもらって20分以内に話を

終わるようにすることもひとつの方法である。この場

合は話の要点をプリントにして持参することがよい。

　　PTA集会でも同じテーマを大人向けに話し，学校

新聞にも同じテーマで書く。このようにして学校で

　も，家庭でも同じ目標のもとに子どもを指導できるよ

　うにする。

3　児童（生徒）保健委員会への協力

　　特別教育活動は教育学的には教科外の活動であっ

て，主として校内生活における子どもたちの自主的，

自治的な集団活動である。現在は教育課程の一部をな

すものと定められており，子どもたちの自主性，自治

性を尊重しながら，教育者の側から計画化し，指導下

に置き，教育課程の中に位置づけされた形である。特

別教育活動には学級会，児童会などの自治活動を専門

化し，分担を区分して活動し，学校社会をよりよくす

るための奉仕活動（たとえば広報部，保健部，図書部

など），その他クラブ活動，行事活動，校外活動などが

含まれている。児童保健委員会は元来子どもが学校生

活のなかで当面した健康の問題を解決するために実践

計画を立て，実践し，反省していくことを目的とした

ものであるが，上述のように計画性を必要とする。そ

れは計画性をもった活動がないと，活動が停滞するか

らである。そこで学校歯科医は活動の具体案を立てて

計画立案の資料を提供することがよい。この具体案を

立てるには，学校の保健計画，保健教育の教育課程，

行事計画などを研究し，これをじゅうぶんに活用す

る。また年間の活動計画を立てる場合に，その年の活

動テーマをきめておくとよい。

　児童（生徒）保健委員会が活発に活動している学校

は，学校保健の優秀なところと思って差し支えない。

また児童（生徒）保健委員会の活動を活発にすること

によって学校保健も向上する。

第5節　健康相談

　歯科的処置の急を要するものに対しては健康相談を行

ない，児童（生徒）父兄，担任教師，養護教諭，学校歯

科医が話し合って，子どもの一人一人に適切な問題解決

の実行計画を立てて，父兄と児童がそれを実践する自信

と勇気をもつように助力してやる。

1　健康相談はむし歯をもっているすべての児童に対し

　て行なうものでなく，その対象として次のようなもの

　が考えられる。

　（1）未処置歯が多く，咀囑能力の著しく低下している

　　もの

　（2）う歯の進行の著しく早いもの

　（3）放置すると不正咬合が予想され，あるいは治療困

　　難となるもの

　（4）歯科疾患のための早退，遅刻，欠席の多いもの

　（5）う歯に原因があると考えられる微熱：倦怠，頭

　　痛，神経痛などのあるもの

　（6）歯科治療を極度にいやがるもの

　（7）　う歯多発や不正咬合が精神的な重荷となっている

　　もの
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（8）児童生徒自身あるいは保護者が健康相談を希望す

　　るもの

2　健康相談のすすめ方

　学校教師，学校歯科医，PTA役員などの集まりを

　もって，曜日，時間，家庭との連絡方法，相談室の整

備，資料の整備などを打ち合わせておく。相談日は月

　1・2回，少なくとも毎学期1回，1時間に2・3人

が適当であろう。

　学校歯科医は学校からあらかじめ家庭環境，学業成

績，一般健康状態，既往症，性格などの記録の提出を

求めて調査しておく。

　相談室は明るく静かで途中人の出入りしないところ

　を選んでおく。

　子どもを叱ったり保護者を非難してはいけない。子

　どもと保護老が自分で解決策を立てて実践するように

　しむけてやることを心がけなければならない。相談の

　内容は記録しておく。

第6節　保健学習への協力

1　学校に歯の検査成績を示して，その結果からどのよ

　うな指導が必要かを説明する。

2　歯科衛生教育の最少限度必要と思われるものを提示

し，それらを各学年のなかでどのように取り上げるか

を学校に検討してもらう。

3　教育資料の提供

　　児童生徒の歯科衛生に関する調査報告，研究成績，

模型，図表，スライドなどの提供

4　学校教師研修への協力

（1）学校が望むならば，特に時間を設けて歯科衛生教

　　育を系統的に行なうこともひとつの方法である。こ

　　の際は週1回放課後1時間ぐらいが適当であろう。

　　なるべくプリントを毎回用意する。しかしながら，

　　一般的には新しい研究成績，模型，図表などを提供

　　する場合，その他の機会をとらえて行なう。

（2）教師自ら調査研究を行なうようすすめて，それに

　　協力する。たとえば教育研究集会での報告なども一

　　方法であろう。

（3）歯科衛生に関連ある図書の推薦，購入。

第7節　地域社会への教育

地域社会への働きかけも計画性をもったものが望まし

い。その具体案の1例に次のようなものが考えられる。

1　学校の歯科衛生教育に関する諸計画を家庭のひとび

　とに理解してもらう。そのために学校新：聞，学級新

　聞，PTA集会，地域の保健関係集会などを利用し

　て，学校の月別保健計画，児童保健委員会の活動計画

　などを知らせる。

2　地域社会のひとびととの話合い。

3　児童（生徒）の歯科衛生に関する調査，児童保健委

　員会を中心として，地域社会のひとびとの歯科衛生状

　態の調査，処置のために要した時間，回数，費用，歯

　科医院の分布などの調査。

4　児童（生徒）グループによる歯科医院訪問面接。

5　地区歯科医師会との連絡や組織活動。

il　ロロ　ココ　コロ　ロtロロ　　コ　ド
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日学歯・予防処置委員会の答申

　日学歯会長諮問事項（昭和38年3月15日諮問）

　“学校歯科における疾病の予防処置の問題点を解決し

て，その円滑な実施をはかるにはどうしたらよいか”

　答　　申

　（昭和38年9月21日，日学歯・予防処置委員会答申）

A　資　　料

文部省に対する緊急要望事項

1．　学校保健法第7条で考えられる現行の予防処置につ

　いて

　　各種類，個々について検討して見たが，いずれもき

　わめて簡易で，その効果が高く，かつ，全国的にこれ

が実施を推奨すべきものが見当りがたいので，比較的

簡易で効果の相当高いものをすみやかに研究する必要

があると認められた。よって本問題を緊急指定研究課

題に指定して学童の保健上，すみやかなる解決策を計

られるよう要望する。

B　資　　料

学校における歯科疾患の予防処置

の考え方

　（前　　文）

　昭和33年学校保健法が制定されてから，学校保健こと

に保健管理についての大綱が明示されたが，なお，法施
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行上の細部の点については，見解の一致しない点も見ら

れる。

　学校における歯科疾患の予防処置の内容についても，

その見解の相違が認められるので，学校保健実施の参考

に資するために，日本学校歯科医会においては，委員会

を設け，慎重な審議を行ない，この問題に対する次のよ

うな本会の統一的見解を得ることができた。

　（学校における歯科疾患の予防処置に対する問題点

　の基本的見解）

　今日，学校歯科における歯科疾患の予防処置に関し，

少なからぬ問題点が見られるが，そのうちでも，学校保

健法第7条の学校において行なう疾病の予防処置の範囲

に，初期う蝕の処置および，充墳，言いかえれば，アマ

ルガム充墳が含まれるか否かについて，最大の見解の相

違が見られる。

　この見解の相違の理由は，種々あるにしも，その最大

の理由は，「学校歯科」に対する見解，あるいは期待の

相違に帰せられるものと考えられる。

　すなわち，昭和6年学校歯科医令の制定にともない，

学校歯科医職務規定中の「学校歯科医はその担当校にお

いて，学生，生徒，児童のう歯その他の歯牙疾患の予防

上必要なる診査ならびに処置を行うべし。」との条項に対

する疑義解釈として，昭和10年，文部省体育課長通牒に

よって「概ね，歯牙の清掃，鍍銀法，乳歯の抜去，初期

う蝕の処置，および充墳など真に予防上必要な程度のも

のである。」と示され，これが今日まで慣用されてきた。

　しかし，この見解を取った学校歯科医令公布当時のわ

が国における学校歯科に対する期待は，教育はもちろん，

この制度をもってわが国民の歯科衛生対策として，学童

のう歯を早期に学校において解決することを念願してい

たものと考えられる。

　この方法は，それが全国的に可能な条件がととのえら

れるならば，もちろん，望ましいことであるが，このよ

うな方策で全国的に普及し，成果の上がった国は何れも

「学校歯科の手びき」ご希望の向きへ

　小冊子になった”学校歯科の手びき”をご希望になる

向きは下記の通りご承知の上お申し込み下さい。

　・頒価　1部50円（送料別）
　・送料　1部～65部までは右記のとおり

　66部以上は郵送できませんので他の方法（自動車便等）

で送付いたします。この場合の荷造および送料は別途請

求申し上げます。

　・申込方法　申込部数を明記の上，必ず頒価，送料

　　　　　　　（65部以内）を添えてお申し込み下さい。

◎
送

料

専任者をもってこれに当て，かつ，充分なる必要条件を

整備したところのみであって，わが国においては，少数

の例はあるにしても，全国的に非常勤の学校歯科医制に

頼る今日の方法をもってしては，これによって，わが国

児童のすべての歯科疾患を管理的に解決する方法として

期待することがきわめて困難であるとみなされるにいた

った。

　これに加えて，戦後の新しい学校保健，特に保健教育

の考え方の進展にともない，ほとんどすべての児童が問

題点をもつう歯の処置は，それがどこで行なわれようと

も，経験を通じて自己の健康上の問題点を解決する能力

高める機会として，新たな意義を加えるにいたった。

　このような経緯から，今日のわが国の諸条件下におけ

る学校歯科に対する期待は，現制度でも実施可能なほ

ど，簡易かつ有効な新たな技術が現われるまでは，児童の

すべての初期う蝕の処置を学校の責任，乃至学校歯科医

の責任と考えるが如き期待をとらず，管理的経験を通じ

て教育的効果に期待をかけるべきであると考えられる。

　しかし，後述のように，条件が整備するならば，学校

内における予防処置の実施を排除するものでない。

（学校における歯科疾患の予防処置に対する具体的見解）

1・　学校保健法第7条の学校における健康診断の予防処

　置としては，前述の考えに基づき，現今のわが国におけ

　る基本的な方法としては，予防処置に重点を置かず，

　治療の指示に重点を置くことが，一般的には妥当であ

　ると考えられる。．

2・　しかし，特定の条件，すなわち，学校，地方公共団

　体の責任においての学校内にふさわしい，整備された

　施設，または，これに準ずる施設において，かつ，これ

　に要する経費も妥当に支出されるならば，児童，生徒

　の初期う蝕の充墳が行なわれることは差し支えない。

　〔付　記〕

　歯科校医の実務の手びきの如きものの至急作成される

ことの必要性がつよく強調された。

1部35円，2部55円，3部65円，4部85円，5部105円

小　　包

6～20部
21～40部
41～65部

都　内

70円
90円
110円

120円
150円
180円

160円
200円
240円

230円
280円
330円
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・申込先 東京都千代田区九段4－6日本歯科医師会内

日本学校歯科医会（振替口座東京35193）
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第6回全日本よい歯の学校表彰

小学校1，305校　中学校385校　5年連続51校

　昭和40年よい歯の学校表彰は，いよいよ浸透力を増

し，小学校は千校を越え，海を越えて北海道にも表彰校

があらわれた。5年連続表彰校におくられる，歯の女神

を形どった銀のレリーフの賞額は，各校に好評をもって

迎えられた。

　東京大会および研究協議会で取り上げられた第3次う

歯半減運動の展開には，何をおいても，よい歯の学校表

彰を強力に推進することだとの意見が圧倒的であった。

　折も折，学校教育も補習をやめ，進学第一，テスト本

位から本来の姿に帰ろうとする動きも出つつある。

　よい歯の学校表彰は，結果的にむし歯の処置の向上に

なるが，単にむし歯の処置数を競うものではなく，むし

歯解決への障害を，子ども，教師，父母，その他の関係

者が協力して克服していき，その生活体験によって児童

生徒に健康上の問題処理能力を高める。そこに大きな教

育的意味があるのだ。この趣旨に共鳴し，この運動に参

加して，積極的活動を行なう小・中学校が，全国にその

数を増しつつあるが，われわれはさらにその増加を期待

する。

　40年度は第6回を迎え，小学校1，305校，中学校385校

合計1，690校が表彰され，うち5年連続校は51校に達し

た。

　これら5年連続校には昨年同様，銀メダルの賞額がお

くられる。

　やがて10年連続校も出現するであろうが，そのときに

は金メダルという声もあり，5年連続もものかは，ぜひ

10年，いやそれ以上をつづけてほしいし，どの学校も連

続受賞を心がけていただきたい。

　　5年連続校

茨城久賀，阿字力浦栃木氏家埼玉川俣，豊里
東，新郷第二，北川，礼羽，原町，南桜井　東京　泰明，

窪町，明化，誠之，板橋第五　神奈川　横浜本町，汐入，

追浜　岐阜　江東　富山　道下，大沢野，西田地方，新

庄，広田，神明，萩浦，呉羽，古沢，小杉，野付，皆葎

石川　野々市，今江　滋賀　浅井東　和歌山　嵯竹　京

都　大正，紫明，乾，稚松，新道，貞教　兵庫　諏訪山

岡山　笠岡西　広島　落合　島根　長江　長崎　蚊焼，

神代，琴平，川原　熊本　洒水，五福

昭和40年度全日本よい歯の学校数

　数字は小学校，○内は中学校

　無記入は申請のなかった県

3
1　⑤　　34⑳

　　⑨

Eii

E3⑬
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昭和40年第6回全日本よい歯の学校表彰校名（小学校の部）

◎印は5年連続表彰校　（総計　51校）

処野学校名検査損処野
79・7‘ 　野　　　口

90．0栃木県

6・0　　都宮中央

397「54・1

2・gl1・・．・
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処置率
　％

76．1

67．2

66．7

61．0

59．9

59．4

53．6

50．0

54．1

53．4

54．5

54．5

71．4

67．8

65．0

4

80．6

56．3

51．6

68．6

64．0

58．4

63．1

65．1

52．8

62．1

61．2

56．0
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61．5

57．7

53．4
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73．4

89．8

57．1

73．4
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53．7

　82．5

　72．1

　80．8

　61．8

　83．8
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1

検査人員
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翔
搦
磁
留
翔
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四
監
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癖
脚
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留
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隈
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山
南
隈
飼
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山
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岡
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府
見
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部
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一
木
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徳
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北
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原
内
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川

府

月
緒
青
別
臭
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東
戸
嚢
境
高
芒
一
￥
鰯
河
護
二
準
錦
山
宮
産
八
白
津
帯
慶
砂
城
征
城
画
立
咀
若
託
河
下
石

㎝
辮
護
罰
…
卿
翻
瀦
酬
翻
齢
駒
謙
脚
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瓢
蟹
灘
劉
凱
儒
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螂
卿
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1
⊥
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幾
鷹
剛
朧
繋
霧
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岐
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岩
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滝
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［
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昭和40年第6回全日本よい歯の学校表彰
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■ニュース■文部省異動■

鮎
田 氏竺肌健

新学校保健課長に

文部省体育局は，昭和41年7月1日

付で人事異動を発表したが，新体育局長に赤石清悦氏，

新学校保陸課長に田健一氏が就圧された。

　前学校保健課長吉川孔敏氏は，大学学術局留学生課長

に転任された。

　田健一氏は，官界の名門田健次郎氏を祖父にもち，昭

和15年東京大学文学部教育学科卒業後，ただちに文部省

に入り，33年以後は初等中等教育局にあって特殊教育を

推進，38年からは岐阜県教育委員会教育次長に就任，中

央から地方に転じ，その間学校保健にも理解をもって積

極的に当たり，新設学校には，すべて洗口場をつくるよ

う指導された。

　地方の学校保健事情にくわしい教育学専門の新しい学

校保陸課長を得て，その活躍は大いに期待されている。

植　村 肇氏

学校保健課を兼務

　文部省学校保健課では，教科書調査官荷見秋次郎氏逝

去のあとに，教科書検定課の植村肇氏を兼務に迎えた。

　植村氏は，現在，初等中等局教科書検定課に在任，保

健教科書の検定に当たっているが今回，学校保健課を兼

務することになったもの。

　同氏は東京都出身，昭和13年金沢医科大学卒業，陸軍

軍医として活躍，戦後は福岡県にあって，24年には教育

庁保健課長を勤めた。

　31年文部省教科書調査官に就任。

　先輩の，湯浅謹而教科調査官とともに，荷見氏のあと

がまとして，学校保健に新風をもたらす植村氏のご活躍

を大いに祈りたい。
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■第7回応募規定圏

第7回全日本よい歯の学校表彰に応募しよう

主催　日本学校歯科医会・日本学校保健会

後援文部省・日本歯科医師会

縛

ー

　子どもたちが，めいめい自己の健康上の問題点

を発見し，それを解決するための障碍を子どもた

ちばかりでなく，教師・父兄・その他の関係者と

も協力して処理し，克服していく。その生活経験

を通じて子どもたちの健康上の問題処理能力を高

める一これこそ真の保健教育だ。そして，むし歯

はそのための絶好の教材である。

　この趣旨が共鳴され，活動が行なわれ，子ども

たちの問題解決能力を高めた（その現われとして

の永久歯未処置う歯半減）小・中学校が全国にひ

ろがることを期待する，地味で堅実な運動がこの

表彰だ。

　昨年度は40都道府県から，小学校1，305校，中

学校385校が表彰され，5年連続受賞校51校には

賞額が贈られた。表彰に該当する学校はどしどし

名乗り出ていただきたいし，一度表彰された学校

も毎年応募して，この運動を盛り上げよう。

昭和39年度　全日本よい歯の学校数

数字は小学校　○内は中学校

北海道および無記入は申請のなかった県

3・⑩茜

　　力1ア（グ

　　　　　14

E

趣 旨　児童生徒の大多数がむしばを持ち，しかもその90％以上が未処置のままに放置されている現状

　　にかんがみ，本会はききに学童のむしば半減運動を提唱したのであるが，そのために保健教育

　　と保健管理とにより，学童のむしば半減を達成した学校ができるだけ多くなるよう，この表彰

　　を行なう。

審査会　全日本よい歯の学校表彰中央審査会を日本学校歯科医会内（東京都千代田区九段北4－1－20日

　　　　　本歯科医師会内）におき，主催，後援団体より推せんされた者および学識経験者をもって構成す

　　　　　る。地方審査会は地方の実情に即して構成設置する。
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全日本よい歯の学校表彰調査票

都 府 郡 区

学校所在地および学校名 （フリガナ） 町　立

道 県 市 村

学校 学 校 全 校 全校生徒
印 印 学級

長名 歯科医名 学級数 児童数

学校保健に関する表彰

および事故

項 目 概 況

学校保健委員会 有 無， 昨年度開催回数 回

学校保健計画におけ

1 る歯に関する決定事

項と実施事項

一冒『一　｝』 一一一一
一

2
保健教育における歯

に関する事項

一一一 一一 一 一

3
歯に関する保健管理

状況

1

　㎝一一
一

I　　　　I

歯

　　　　学年1
項
目
　

　1
i

　　I
　　I2

　　1
3　　し 4 5 6 合計

参考：学校歯科に関
　　等

に
関 検査人　員

歯の保健室有　無
す 1 学校歯科医の40年度
る 1

4 保
健
永久歯う歯総数

1
1

（A）

要保護，準要保護生
1

　管1一

の
理1永久歯う歯処置、
　完了歯総数

1
1 （B）

療費中歯に関する昨

総額　　　　人
結一 旨 　

果1
全校生徒児童永久歯う歯の処置完了歯率 （÷・…）一 ％

その他の歯に関する
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中学校

小学校

人

※

円

円

円
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応募および審査の方法

　　　　　　1．定期の歯の健康診断の結果，全校児童生徒の永久う歯の50％以上が処置を完了した中学校

　　　　　　　　または小学校の学校長は，調査票を所定の期日までに地方審査会あて応募する。

　　　　　　2，地方審査会は，中学校または小学校の学校長から応募をうけた調査票を審査の上，本表彰

　　　　　　　　の趣旨に該当するものは，すべて所定の期日までに中央審査会あて送付する。

　　　　　　3．中央審査会は地方審査会から送付された調査票を審査決定する。

表彰方法　全日本よい歯の学校表彰中央審査会は，選定されたすべての学校長に表彰状を贈り表彰する。

調査票記入上の注意

1　全校生徒児童数等学校の一般状況は本年5月1日現在で記入すること。

1　学校保健に関する表彰および事故は昨年度までの状況を年度をあげて記入すること。

皿　調　査　項　目

　1．学校保健計画における歯に関する決定事項と実施事項：昨年度における学校保健委員会の有無および開

　　　催回数を記入し，学校保健委員会の有無にかかわらず，その学校の学校保健計画の中に生徒児童の歯の

　　　健康に関し決定された事項と実行された事項を記述する。経過的な説明が必要であれば以前からの方式

　　　の変化，工夫も年度をあげて記述する。

　2・　保健教育における歯に関する事項：保健学習・保健指導の両面にわたる全般的な特長を略述し，そのう

　　　ち，とくに歯についての状況をなるべく特徴をとらえ具体的に記述する。とくに，何か歯の保健上の問

　　　題解決能力や態度に関する評価を工夫・実施していれば，それも記述する。

　3．歯に関する保健管理状況：次の4の項目の結果が得られるに至った実施状況がわかるように，主として，

　　　昨年度の歯の検査回数，勧告の方法や回数など事後処置の方法，校内処置の有無等を具体的に記述す

　　　る。

　4．歯に関する健康管理の結果：「検査人員」　「永久う歯総数」　「永久う歯処置完了歯総数」はすべて本年

　　　度の定期の健康診断のさい学校歯科医によって行なわれた生徒児童歯の検査票（第3号様式）にもとつ

　　　いて記入すること。

　　　「検査人員」欄は学校歯科医により歯の検査を受けた生徒児童の人数を記入すること。

　　　「永久歯う歯総数欄」は永久歯のうち処置歯と未処置歯および永久歯の喪失歯の合計の歯数を記入する

　　　こと。

　　　「永久歯う歯処置完了歯総数」欄は永久歯う歯のうち処置を完了した合計の歯数を記入すること。

　　　「全校生徒児童永久歯う歯処置完了歯率」はその％を四捨五入により小数点以下一位にとどめる。

IV　学校歯科に関する設備と経費：昨年度の状況を記入すること。

V　※印欄は記入の必要はない。

一度受賞された学校も，この表彰の趣旨をひろめるため毎年連続応募受賞されることが望ましく，5

年連続受賞校には，歯の女神の銀メダルを配した賞額を贈る。
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第　7　回 奥 村 賞（該当なし）

　奥村賞は，学校歯科衛生に関する研究，または学校における業績が優秀と認められ，ただちに学

校歯科の振興に寄与する個人，または団体に与えられるもので，昭和40年度は7年目を迎えた。

　これは，故奥村鶴吉先生の御遺族から贈られた基金によって設けられた賞で，全国学校歯科医大

会の席上，賞金と賞状が贈られる学校歯科界の栄冠である。

　第1回は八戸市学校歯科医会，第2回は甲府市富士川小学校，第3回は富山県学校歯科医会，第

4回は香川県琴平小学校，第5回は埼玉県学校歯科医会，第6回は新潟市立礎小学校が受賞した。

　なお，37年度は，東京都高橋一夫氏の研究，京都市学校歯科医会，福岡市学校歯科医会，38年度

は，熊本県八代学校歯科医会，岐阜県神土小学校，39年度は，長崎県神代小学校も優秀であったの

で，とくに推薦の記が贈られた。

　第7回の40年度も，多数の応募があり，審査委員会も期待をもって選に当たった。しかし，すぐ

れた業績も今一歩のところで力が足らず，まことに遺憾ながら該当なし，本年度は見送りとなった。

全国学校歯科関係各位が，来年度はぜひ奥村賞の栄冠を得られるよう望んでやまない。

ー
、
4

奥村賞審査委員会委員長報告

　奥村賞審査委員会の経過について，ご報告申しあげま

す。

　ご承知のように，奥村賞は，日本学校歯科医会の名誉

会長であった，故奥村鶴吉先生のご遺族の篤志によって

贈られた基金によって設けられた賞でありまして，学校

歯科衛生に関する研究または学校における業績が優秀と

認められ，かつ，ただちに学校歯科医の推進に寄与する

個人，または団体に与えられる学校歯科界の栄冠であり

ます。

　候補者の選衡は，日本学校歯科医会が依託を受け，日

本学校歯科医会の加盟団体長から推薦された対象につい

て，奥村賞審査委員会で選定し，奥村賞基金管理委員会

が授賞することになっております。

　第7回目に当たります本年度は，その数においては従

来と少しも劣らない相当数が，いずれも各加盟団体長か

ら推薦されてまいりました。

　これらの書類を，審査委員会において慎重に審査いた

したのであります。

　その結果，たとえばあるものは，相当のレベルにはあ

るが，学校歯科の方向性と申しますか，今一息の特徴が

望ましいとか，あるものは，実績は上がっているようで

はあるが，書類の上に明確に現われていないとか，ある

92

ものは，学校歯科医側の努力はきわめて大きいが，教育

者側がどこまでこれに伴っているだろうかなど，いくつ

かの点で審査に難渋いたし，この旨，奥村賞基金管理委

員会にご報告し，慎重な審議を経て，ついに本年度は，

奥村賞に該当するものがないとの決定にいたったのであ

ります。

　以上の審査経過のご報告に合わせて，この機会に，ぜ

ひ来年度は，今一段と書類の整備をされ，明日の学校歯

科に寄与するような優秀な業績が多数推薦せられますよ

う，私からもお願いいたす次第であります。

趣　　旨

授賞対象

推薦方法

奥村賞授賞規定

奥村賞基金管理委員会

学校歯科衛生の振興に資するため奥村賞を

設ける。

奥村賞は学校歯科衛生に関する研究または

学校に於ける業績が優秀と認められ，かつ

ただちに学校歯科の進展に寄与するものに

授賞する。

ただし，授賞されるものは，個人たると団

体たるとを問わないが最終発表が3年以内

のものに限る。

1　日本学校歯科医会の加盟団体長は，個

ん



λ

推薦書類

審査方法

受賞老

備　　考

　人または団体の授賞候補者をいずれか1

件，またはそれぞれ1件ずつ選定し，日

　本学校歯科医会長（事務所は日本歯科医

　師会内）あて所定の期日までに推薦する

　こと。

2　奥村賞審査委員は日本学校歯科医会長

　あて授賞候補者を推薦することができ

　る。

推薦受付に当たっては日本学校歯科医会加

盟団体長または奥村審査委員の推薦状と共

に次の書類を添付すること。

A　学校歯科衛生に関する研究論文につい

　ては

　1　論文要旨（400字程度）

　2　学校歯科衛生の振興に寄与する意義

　　（400字程度）

　3　原著論文

B　学校歯科衛生に関する現場活動につい

　ては

　1　学校歯科衛生の実績を向上せしめた

　　趣旨とその意義（400字程度）

　2　業績の経過と資料（統計，写真等を

　　含む）

奥村賞基金管理委員会の委嘱をうけた日本

学校歯科医会において奥村賞審査委員会が

詮衡し，奥村賞基金管理委員会が決定授賞

する。

奥村賞は，原則として毎年1回1件に対し

授賞する。ただし優秀なるものには推薦の

記を贈呈する。

日本学校歯科医会は奥村賞管理委員会の委

嘱を受けて授賞候補者の詮衡に関する業務

を行なう。

　　奥村賞基金管理委員会

　　　　山　口　晋　吾

　　　　福　島秀　策

　　　　向　井　喜　男

　奥村賞受賞者の業績（第1回から第7回まで）

第1回（昭和34年度）

　　八戸市学校歯科医会（青森県）

　　業績　　昭和12年以来の組織活動

第2回（昭和35年度）

　　甲府市富士川小学校（山梨県）

　　業績　　全校あげての学校歯科衛生活動

第3回（昭和36年度）

　　富山県学校歯科医会

　　業績　　富山県よい歯の学校表彰を通じ，むし歯半

　　　　　　減運動の推進

第4回（昭和37年度）

　　琴平町立琴平小学校（香川県）

　　業績　　同校の学校歯科衛生活動

第5回（昭和38年度）

　　埼玉県学校歯科医会

第6回（昭和39年度）

　　新潟市立礎小学校

第7回　該当なし

　　　　　　奥村賞推薦の記贈呈者の業績

第4回（昭和37年度）

　　高橋一夫（東京都）

　　業績　　東京都文京区立小，中学校児童生徒の学校

　　　　　　歯科保健とう歯半減運動5力年のあゆみ

　　京都市学校歯科医会

　　業績　　う歯半減運動の一環として実施した僻地の

　　　　　　巡回診療および学童に対する国保診療につ

　　　　　　いて

　　福岡市学校歯科医会

　　業績　　う歯半減運動の実際的研穽

第5回（昭和38年度）

　　熊本県八代学校歯科医会

　　岐阜県神土小学校

第6回（昭和39年度）

　　長崎県国見町立神代小学校
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大阪で11月19日，20日，21日

第30回全国学校歯科医大会

30回達成記念式典とともに

　東京から大阪へ，華やかなリー

レーで”大会の鐘”は引きつがれ，

第30回全国学校歯科医大会は11月

19日から3日間，大阪府立厚生会

館大ホールで開かれる。今回は
‘‘

学校歯科における効果的な保健

指導を求めて”をテーマとし，学

校保健を学校歯科医と学校が協力　　「wl

養膿驚二芝藷漉
目的を達成させるには，どのよう

な保健指導が効果的であるか，広

く一般の研究発表，特別研究発表，

シンポジウム，また全体協議を通

じて追求しようとする。

　大阪での大会は昭和12年から数

えて29年ぶりのこと，山崎秀治大会準備委員長をはじ

め，つねつね学校歯科に熱意をこめて活動している地元

大阪の準備委員は，目下東奔西走，昨東京大会に勝ると

も劣らぬ盛会にしようと張りきっている。

　また，今年の大会は回を重ねて30回目に当たる。昭和

6年，第1回大会が東京の赤十字参考館で開催されてか

ら，永年の同志の熱情と不断の努力により，未曽有の戦

火ものりこえて歴史的な展開をみせてきたのである。

大阪府立厚生会館文化ホール

　大阪大会には，あわせて30回達成の記念式典を催して

大いに祝意を表し，日学歯ならび累年の大会設定功労者

への表彰も行なわれる予定で，着々と準備が進められて

いる。全国の日学歯会員諸賢の一人のこらずの参加を祈

ってやまない。

　なお大会前日には，昭和41年度学校歯科衛生研究協議

会が，大阪府歯科医師会館会議室で開催される。

4

ー
ゑ

主　　催

後　　援

協

期

会

賛

日
場

参加者

日本学校歯科医会，大阪府歯科医師会，大阪学校歯科医会，大阪府教育委員会，大阪市教育委員会

文部省，厚生省，大阪府，大阪市，堺市，日本歯科医師会，日本学校保健会，大阪府学校保健会，大阪

市学校保健会

大阪府各地区教育委員会

昭和41年11月19日（土曜日）11月20日（日曜日）

大阪府立厚生会館大ホール（大阪城南側，大阪市東区森ノ宮西ノ町）

（1）学校歯科医，歯科医師会員，学校歯科に関心ある者

（2）都道府県市町村教育委員会の関係職員

（3）学校保健に関係する学校園教職員
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日　　程

8．00　　　9．00 12．00　　13．00 16．00　　17．00 19．00

11月19日（土）

11月20日（日）

11月21日（月）

開催
場所

開場
受付

大会開会式ll綴

一一般研
究発表 シンポジウム

学校視察
大阪市精華小学校

昼　食
管絃楽

昼　食

記念特別講演 大阪府立厚生会館大ホール

講羅馨全騰会1閉会式
懇親　会

同上および大
阪ロt－一一ヤル・

ホテル

騨欝出発

ゐ

大会研究協議会・主　題
　学校歯科における効果的な保健指導を求めて上記主題

に関する研究発表協議をシソポジウム形式で行ない，こ

れをもって，全体協議会に移行するものとします。主題

テe…一マによる会員の体験，研究，提案を全国より募り準

備委員会にて発表者を選出します。　（応募された研究業

績はすべて大会要項に発表します。）

　なお一般研究発表の演題は，大会のスローガンにそう

ものが望ましいが，必ずしもこれに固執せず学校歯科に

関するもので，全国大会にふさわしいものを希望する。

　シンポジウムの発表者の推薦も求められている。この

シソポジウムの主題は，大会のスローガンと同一であ

る。数年来，大会ならびに研究協議会で討議がつづけら

れた，日学歯の「学校歯科の手びき」がようやく完成し

た。手びきにまとめられた精神が，学校歯科の現場に魅

力をもって迎えられるにはどうしたらよいかについて，

学校歯科医，学校長，保健主事，教員，教育委員会の方

がたから選ばれた数名の発表者によりシンポジウムを行

なう。もし，このシンポジウムを通じて，全体協議会の

協議議題にもち込み決定することが適当であるような事

がらが出た場合には，全体協議会に持ち込まれることも

ある。

1・発表内容の範囲は主題に合致することであって，全国

大会のシソポジウム形態の発表にふさわしい内容であれ

ばよい。保健指導そのもののよい具体例の発表でもよ

く，またその前提として教師が保健指導に熱意や関心を

示しにくい現状を考え，教師がどうしたら学校歯科に魅

力を感ずるようになるか，手びきに基づいて教師に学校

歯科の教育的意昧を理解してもらう方法，学校歯科医が

学校へ行くのが楽しみになった例など保健指導を中核と

しながら，その周辺ないし根底の問題までを含みたい。

ー
ー
凶

1．　研究，体験，提案の応募要項

　希望者は9月15日までに発表題目と抄録（400字以内），提案の場合は主旨を加盟団体を通じて第30回全国学校歯科

　医大会準備委員会事務局宛に送付して下さい。

　送付先　　大阪市天王寺区堂ケ芝町51大阪府歯科医師会館内　第30回全国学校歯科医大会準備委員会事務局宛

2．会　　　費

3・参加申込

4・参加申込先

5．送金方法

備　　考　　①　観

1人3，000円（大会要項，昼食，懇親会費を含む）

会費は加盟団体または都道府県歯科医師会で取りまとめ所定の参加申込書に所要事項明示の上，

昭和41年8月31日までにお申し込み下さい。宿泊，観光希望の方は会費に予納金を加算，納付し

て下さい。　宿泊予納金　1，000円（一泊につき），観光予約金　1，000円　＊宿泊は1泊2食つ

き約3，000円，観光は両コe・・一スとも1泊3食，観光パス代，酒1本つき約6，000円の見込み。

大阪市天王寺区堂ケ芝町51番地　大阪府歯科医師会館内

　　第30回全国学校歯科医大会準備委員会事務局あて

　　電話大阪（771）5501代（平日9．00～17．00）

①　協和銀行勝山支店　第30回全国学校歯科医大会口座に振り込み送金して下さい。

　　（大阪市天王寺区勝山通4－35大阪771－8751（代））

②申込書に現金をそえ，直接準備委員会に送付していただいても結構です。

　光　　A班淡路島，鳴門観潮，B班大和路コース　A，　Bいずれか明記のこと

　　天候の関係でフェリーボート欠航の場合はAコースは中止しB班大和路コースのみ実施します。

　　＊A，B班とも参加申込みが50名に満たないときは当該コースの観光を中止します。

②すべて納入した金額は不参加の場合でも返金しません。
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関係行事日程

9，00 12，00　　　　13．00 17．00

11月17日（木）

11月18日（金）

日学歯理事会

学校歯科衛生研究協議会

昼　食

昼　食

日　学　歯　総　会 大阪府歯科医師会館　会議室

学校齢阻研究騰会1大阪府齢医師会館会議室

昭和41年度学校歯科衛生研究協議会予告

　次のような予定で準備が進められている。

1．趣　旨

　　昭和38年度から開催されている本協議会で，毎年草

　案を研究された全国的に意見の統一をみた新しい学校

　歯科のあり方を示す「学校歯科の手びき」が本年完成

　発行されました。また，昨年度の本研究協議会では，

　本年度から「第3次むし歯半減運動」に入るについて

　の方法が協議されました。

　　したがって，もはや本研究協議会としては，手びき

　にもられた主旨をいかにして普及し，また，むし歯半

　減運動をいかにして普及するかの実践段階に到達した

　と認められますので，各出席者は各都道府県における

　実施状況を持ち寄り，成功例を他県に紹介し合い，研

　究協議し，その結果を各都道府県に持ち帰り，組織を

　通じての実践に役立たせようとするものです。

2・主催日本学校歯科医会，大阪府教育委員会，

　　日本学校保健会

3．後　援　文部省

4．期　日　昭和41年11月18日（金）午前8時～午後4時

5・会場大阪府歯科医師会館会議室

6．研究協議事項

　①学校歯科の手びきの主旨普及方法について

　　　従来，学校歯科の手引案の時代に各都道府県で行

　　なった経験から得られた役立つようなよい例を紹介

　　し合い，また，今年各都道府県で立てている普及計

　　画を紹介し合い，都道府県単位の組織での：普及活動

　　立案に資するようにする。

　②　よい歯の学校運動の：普及方法について

　　　昨年度の本研究協議会での研究協議の結果は，都

　　道府県単位の組織的な活動にどのように生かされた

　　か，よい歯の学校の少ない地方で，その問題点を解

　　決するよい方法が考えられないか，などについて，

　　各都道府県単位の経験を紹介し合い研究協議する。

7・　参加者

　　前項の各都道府県単位の組織的な活動の研究協議を

行なうために，適当な参加者を下記のなかから，各都

道府県当り4名くらい選定すること。

　①　都道府県の学校歯科に関する団体役員および団体

　　の推薦する学校歯科医

　②　都道府県教育委員会事務局の学校歯科関係職員

8・参加申込

　　出席者の所属，職，氏名を昭和41年9月15日（必着）

　までに①都道府県教育委員会職員の方は，大阪市

　東区大手前町　大阪府教育委員会保健体育課長あて

　②学校歯科に関する団体の役員またはその推薦する

　学校歯科医の方は東京都千代田区九段北4－1－20　日本

　学校歯科医会あて申し込むこと。

9．送付資料

　　各都道府県の参加者は連絡協議の上別紙様式（省略）

　により，当該都道府県の状況を一表にまとめて作成

　し，参加申込みと同時に9月15日までに日本学校歯科

　医会あて送付すること。これは主催者側において一括

　印刷の上当日配布する。

　　なお，別紙様式の各項目に関連して，本研究協議会

　に特に参考となる発言，提案，資料をお持合せの方に

　添付書類として発言要旨や資料を送付すること。

30回達成記念式典の表彰候補者の

選定について

　上述のように，日学歯では第30回学校歯科医大会を迎

えるにあたり，その達成に際し功労顕著だった人を表彰

して，その労を感謝するとともに，日学歯および全国大

会の進歩発展の資にしようとしている。

　表彰はまず候補者を日学歯および各推選委員から提出

された資料をもとにして，審査委員会が選定する。候補

者はつぎの資格をもっている者から選び出される。

　①　日本学校歯科医会の前身である連合学校歯科医会

　　の設立発展に尽力のあった者

　②学校歯科医令（勅令）の公布にあたって功労のあ

　　った者

　③各回の全国学校歯科医大会において，その大会の

　　主催地の責任者

　④　各回の全国学校歯科医大会に連続みな出席した者

　⑤　その他，本会から推薦した者
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資　料

加盟団体長　殿

役　　　員　殿

日学歯発　第34号

昭和40年9月7日

日本学校歯科医会長

　　　　　向　井　喜　男

地方交付税における学校医などの報酬

に関する疑義回答について

　地方交付税における学校医などの報酬に関して熊本県

歯科医師会長より別紙写1の照会があり，文部省の意向

を徴し別紙写2のとおり回答したので参考のため送付し

ます。

別紙写1

日本学校歯科医師会会長

　　　　　向　井　喜　男　殿

熊県学歯発第20号

昭和40年8月25日

熊本県学校歯科医会

　　会長　栃　原　義　人

標準規模学校における学校医などの人

員と報酬（積算基盤）の関係について

（照会）

　学校歯科医手当の適正化について熊本県では目下，添

付（写）陳情書を当局各方面へ，三師会連名で提出し，極

めて順調に運んでいます。そして，その際標題の件につ

いての解釈が不明確なため，学校歯科医手当問題の交渉

運動に支障をきたしていますので，貴職を通じ，文部省

当局の見解を承り度く至急文書によるご回答よろしくお

願いします。

1　標準規模学校の学校医などの報酬（地方交付税によ

　る積算基礎）は学校医，学校歯科医（各1名）年額

　22，000円，学校薬剤師（1名）年額10，000円とある

　が，委嘱人員数に制限あるか。

2　この報酬額は一般の学校医（標準規模学校）などの

　基本的人件費の概念を示すものにして，委嘱人員数と

　は全く別個の問題である。よって委嘱人員数そのもの

は別に制限なしと解すれば，次の場合，如何に取扱う

のが妥当であるか，文部省当局の見解を承りたい。

㈲　学校医として内科医，眼科医2名委嘱された時

　　は，その報酬額は1名につき22，000円となるか（地

　方公共自治団体の負担において）または11，000円ず

　つとなるか。

（B）学校歯科医2名委嘱された時は1名につき22，000

　　円となるか，または11，000円ずつとなるか。

3　現在，学校医として内科，眼科，耳鼻科と各専門医

を委嘱しつつあるが，その結果，限られた予算が分け

　られ，学校歯科医や学校薬剤師の報酬額が削られつつ

ある現状をどう考えているか。

熊本県学校歯科医会長

　　　栃原　義　人殿

日学歯発　第35号

昭和40年9月7日

日本学校歯科医会長

　　　　　向　井　喜　男

標準規模学校における学校医などの人

員と報酬（積算基礎）の関係について

（回答）

　昭和40年8月25日付熊県学歯発第20号をもって御照会

の標記の件は，文部省の意向を徴し下記のように回答し

ます。

　　　　　　　　　　　　記

1　御承知のように，学校医などの報酬は，地方交付税

　法にもとづき都道府県から各地方自治団体に財源措置

　がなされているもので，その単位費用の算定は，標準規

　模，すなわち小学校では児童864人18学級，中学校で

　は720人15学級の割合で学校医，学校歯科医各1名，
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　れそれ22，000円“つs’町村から交付されているわ

けである。

（1）　この際，学校医，学校歯科医各1名としたのは，

　標準規模においては最低これだけは必要であるとし

　たものであって，照会第1項のように委嘱人員に数

　は制限はしない。

（2）照会第2項の基本的人件費という表現は，学校医



　　の生活費と誤解されやすいので適当な表現ではない

　　が，学校医などの報酬とは謝金又は手当の類で，こ

　　れは労力日数にかかわりなく，年ぎめできめる場合

　　も又労働日数によってきめる場合もある。

　　　いずれにしても，この額は標準規模で学校医，学

　　校歯科医各1名分の報酬額を示したものである。

　　　そこで，まず問題となることは，国の立場からみ

　　れば，これだけは支出するのが建前であるのに，そ

　　れが行なわれているかということであって，貴県の

　　実状を調査した資料によると，この点が甚だ貧弱で

　　あるところに基本的な問題があると思料される。

　　　この際，市町村には前述の児童数864人，生徒数

　　720人ごとに学校医，学校歯科医各1名22，　OOO円の

　　割合で交付されているので，もし1校で児童数が標

　　準規模の2倍あれば財源も2倍交付されており，報

　　酬も2倍支払うことが可能なはずである。

（3）次に学校医，学校歯科医各1名としたことは，現

　　在の医師法，歯科医師法の立場から出ており，医師

　　であれぱ眼科もできるはずだとの考え方から，算出

　　にさいしては標準規模で学校医，学校歯科医各1名

　　としたものである。

　　　そこで実際に眼科などの専門的な医師を依嘱する

　　場合には，前述の財源以外に市町村において財源の

　措置を講じて依嘱するのが本すじであって，学校医

　　1名22，000円を配分するのは本すじではない。

　　　それは，自治体の財源は，自己財源の30％は交付

　税とは関係なく保存しているので，交付税のなかに

　　その分が含まれていないからといって支出できない

　　という理由はないからである。

2　なお，地方交付税の立前から，学校医などの報酬の

決定などは各地方自治体が行なうものであるから，こ

れらの問題を折衝する場合にはその点を考慮に入れる

必要があると思われる。

　地方交付税法の一部を改正する法律の成立に伴う教育

費関係の単位費用の改定については，昭和40年4月8日

付文初財第208号をもって初等中等教育局長から各都道

府県教育委員会教育長あて別途通知されたが，学校保健

関係は，下記のとおりでありますので，お知らせしま

す。

　なお，市町村教育費にかかる事項については，貴管下

市町村に対し，御指導をお願いします。

　　　　　　　　　　　　記

1　学校医等の報酬について

　　小・中・高等学校とも学校医，学校歯科医（各1人）

　1人年額18，000円が22，000円に，学校薬剤師（1人）

　年額8，500円が10，000円に，それぞれ引き上げられた

　こと。

2　消耗品費（衛生材料費を含む。）について

　　高等学校の消耗品費（衛生材料を含む。）164，800円

　が206，250円に改定されたこと。

3　設備費（衛生設備）について

　　小・中学校とも衛生設備100，000円が120，000円に改

定されたこと。

4　原材料費（薬品及び実験材料購入費）について

　　小学校については48，000円が52，000円に，中学校に

　ついては177，000円が191，400円にそれぞれ改定された

　こと。

5　学校環境衛生設備整備費について

　　市町村に42，000円が新規に算入されたこと。

　注：昭和41年度の算定基準額は40年度と同額である。

国会における学校歯科医等の手当につ

いての質疑応答

　昭和41年3月1日衆議院予算委員会第一分科会におい

て次のような質疑が行なわれた。

4

参　考

各都道府県教育委員会

　　　学校保健主管課長　殿

40体保第10号
昭和40年4月16日

文部省体育局学校保健課長

　　　　　　　　吉　川　孔　敏

昭和40年度地方交付税における学校保

健関係の財源措置について（内簡）

　昭和41年3月1日開催の，衆議院予算委員会第一・分科

会における質疑

○受田分科員　ひとつ要請しておきます。

　同時に，学校に学校医というものが教育公務員の中に

おるわけです。教育公務員の仲間に入っておるのです

ね。その学校の校医さんというものは，実態は，教育公

務員で公務災害補償なども受けるような法律もできてお

る。そういう立場にありながら，待遇というものを見る

と，われわれの一応知っているところを見ても1年間に

1万5千円とか1万円というところもある。2万円，3万
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円出しておるところは非常にいいところだ。ひとつ資料

があればお答え願いたい。年間でございますよ。そうし

て年間に学校医として勤務する日数は，少なくても20日

多いときは30日，40日出勤しておられます。修学旅行が

あれば行くし，運動会，体育大会があるといえば行く。

いろいろな会合には必ず出る。あるいは定期検診をやる・

こういうことで，校医の出勤日数というものは非常に多

いのです。にもかかわらず，1年間の校医手当がわずか

1万から3万程度。国家公安委員というのがありまし

て，1年じゅう全部まじめに出た者でも20数日程度しか

出ないのが，国務大臣に近い給与をもらっている。以前

は国務大臣と同額だったのですが，国会で議論されてち

ょっと下がりましたけれども，これは月額20万円でした

かちょっとはっきりしませんが，20数万円の給与をもら

っている。1年間に20数日しか出ないような公安委員の

それが1ヵ月の給与です。それでこぎいますから，年間

にすると3百万円をこえるような給与をもらっておる。

一
方は，それよりもよけい出勤して，学校保健衛生に非

常に貢献しておる校医さんが，わずかに年間に1万円か

ら3万円。この手当というのは何を基準にされたのです

か。学校保健法にも別に手当の規定はないようでごぎい

ますが，一体どこに校医の給与がきまる基準があるの

か，この現実をどう御判断されるか，御答弁を願いたい

と思います。

○西田政府委員　お答えいたします。

　現在の学校医の給与が低過ぎるのではないかというお

話でございますが，実情を見ますると，お話のように非

常に上下がございます。一応，地方財政におきましては

学校医及び歯科医の場合，2万2千円という積算をいた

しております。これは39年まで1万8千円でこぎいまし

たが，昨年3割5分ばかりのアップをいたしまして，2

万2千円の積算といたしておるわけでございます。そし

てその根拠は，一応，ただいま先生のお話もありました

ように，学校における定期の健康診断，あるいは臨時に

伝染病その他の食中毒等が発生した場合とか，あるいは

学校の行事にあたりまして，水泳とか，あるいはマラソ

ンをやるとか，修学旅行に出かけるとか，そういう場合

に臨時に健康診断をやっていただく，こういうふうな仕

事，あるいは年間の保健の計画を学校の保健主事なり，

養護教諭等と一緒になって立てていただく，こういうふ

うな仕事に携わっていただくということで，大体の地方

財政における積算の基礎といたしましては，ほぼ100時

間かかろう，そして1時間の単価が，たいへん低いので

こぎいますけれども，220円という単価の積算になって

おるような事情でございます。なお，実情につきまして

は地方によりまして非常な差がございます。先生のお話

のように1万円を下るようなところもございますし，非

常にいいところでは4万8千円というようなところもご

ざいます。そこで，私どもといたしましては，少なくと

も地方財政で積算している程度には引き上げていただき

たい。こういうことで教育委員会等を指導いたしておる

ような実情でございます。

○受田分科員　これは大臣に御答弁いただいて，あちら

の委員会で質問の順番がきておるようですし，時間もき

ていますから失礼いたします。

　大臣，この学校医というものは，やっぱり責任のある

仕事をせねばいけないです。年間にいま積算しても2万

2千円とおっしゃる。こんなわずかな金を年間に払っ

て，子供の予防医学から，疾病になったときの治療医学

にわたるまでの仕事をさせようなどということは，たい

へんなことなんで，むしろ医師に責任をもって校医とし

て全校生徒の一人一人を知るほどの熱情を持たせるため

に，学校医はどの学校にもいるわけですから，ひとつ思

い切って増額手当を出して，教育公務員としての責任を

果たしていただくよう，それはやはり子供の体位向上と

いう，日本の将来の時代を背負う子供を大事にする意昧

で，校医というものを，歯科医，薬剤師を含んでひとつ

大幅な処遇改善をし，しかも，できるだけ精励恪勤し

て，子供の体位向上，保健衛生につとめてもらうという

ような，画期的な措置をおとりになっていただくことが

たいへん大切なことだと思うのです。ひとつ英断をおふ

るいになることを希望いたします。

○中村（梅）国務大臣　御承知のとおり，学校医は非常勤

の公務員ということになっておるようで，これは常勤を

して生徒一人一人の健康を管理させるということまでに

は一そうだとすると，それにふさわしい，あるいはそう

いう専任をしてくれるようなお医者さんは，現状ではな

かなかまかないきれないのじゃないかと思うのです。大

体いまの御指摘にありました手当なども非常に低いわけ

でありますが，歴史的に，昔，学校医というものができ

たときには，その地区なり村なりにおられるお医者さん

が奉仕的に始めたことから起こっておるから，こういう

惰性できておると思うのですが，最近では，健康保険と

いう制度も国民皆保険という制度が進められております

から，病気になった場合には，健康保険の制度でやはり

お医者さんにみてもらって児童の健康保持をはかっても

らう以外にはないと思いますが，しかしながら，学校医

には，定期の健康診断をしてもらうとか，あるいは伝染
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病，かぜ等のはやります場合には予防注射をしてもらう

とか，あるいは修学旅行等にも付き添ってもらわなけれ

ばならないとか，断続的でありますが，そういう非常に

重要な面もあります。そこで，いま御指摘がありました

が，そういうような諸般の関係あるいは国民健康保険と

の関係等もにらみ合わせまして，研究の課題として研究

させていただく以外には，いまどうも，こういたします

とも即答いたしかねる状況にありますので，お含み置き

いただきたいと思います。

○受田分科員　これでおしまいですが，大臣，奉仕制度

からスタートした時代といまの民主主義の時代は違うこ

とと，それから予防医学と治療医学というものを考え

て，子供を終始見てあげる先生，非常勤であっても常動

に近いぐらいひんぱんに出ていただいて，子供の健康を

守り，病気をあらかじめ防ぐ予防医学をやっていただ

く，病気になったら来いというかっこうでなくして，あ

の心身発育期に，お医者さんが終始学校へ来て，子供た

ちの顔色をみたり，いろいろ努力をさせるためにも，や

はりお医者さんも人でこぎいますから，奉仕という旧観

念的な，旧時代的な印象がみじんもあってはいけない。

医は仁術ですから，お医者さんは心得ておりますから，

処遇はひとつ思い切って，たとえ非常勤とはいえども少

なくともいまの手当てを大幅に引き上げて意欲をわき立

たしてあげる。こういうことをびとつ十分検討していた

だくようお願いをして，質問を終わります。

熊本県菊池郡市における学校歯科医手

当問題の解決

熊本県学校歯科医会長

　　　　　　栃　原義人

　学校歯科医の手当ほど，いつもあと回しにされ顧みら

れない近代感覚に縁遠いものはない。これは，学校医，

学校歯科医が，歴史的に奉仕に始まった惰性の致すとこ

ろで，別に，理由らしい理由は見当たらない。文部省

は，学校歯科医の手当を地方財政で積算して基準を示

し，教育委員会を指導している。にもかかわらず指示額

の実施に至らない地区が非常に多い。勢い私共は，やむ

なく労働争議的手段に訴える方向に追い込まれる仕儀と

なる。この場合，教育当局までの理解は早いが，支払権

をにぎる市町村当局に頑迷さがある。

　次は，熊本県菊池郡市学校歯科医会が，年来に及ぶ陳

情に対しての不誠意に業を煮やし，一致団結して学校歯

科医の委嘱拒否の手段をとり，従って，定期健康診断も

実施されず憂慮されたが，漸く，問題解決を見た実例で

ある。この強硬態度の善悪は，暫く置き，かくまで強く

刺戟しなけれぱならない所に問題があり，淋しさを覚え

る。この実例によって，全国各地の市町村当局は，明鑑

をもって，学校歯科医の手当については，少なくとも文

部省が意図する地方交付税法に基づき積算基準に示した

線に達するよう措置することを提言する。菊池郡市の

実例は，徹底的行動であったが，類似の陳情団交は数多

くなされている。そして，その場合，地元の学校医，学校

薬剤師側は，各地とも，私共の団結振りに精神的拍手を

送られているのを感得し感謝している。筆者は率直に言

えば，今度の菊池郡市の団結に敬意を表している。それ

は，私が学校保健の真の充実を祈念するからである。

菊池郡市町村立幼稚園学校等歯科医待

遇に関する契約書

　首題に関し，熊本県学校歯科医会長栃原i義人氏と菊池

郡教育長会との間に行なわれたるあっせん案を左の通り

契約す。

1　歯科歯の待遇改善については，本年当初の予算，既に

　条例改正をしている所もあり，各市町村それぞれの事

　情を勘案した結果，昭和41年度は，1校基本待遇5，　OOO・1

　円，100人を増すごとに1，　OOO円を加えた線にそろえ

　る。（それ以上になっている所はそのまま）

2　昭和42年度は，当初予算において，1校7，000円，

　100人を増す毎に1，900円を加える。但し，文部省の指』

　示する調正交付金の基準に異動があった場合は，その

　都度改定するものとする。

　　右契約し，ただちに生徒児童の検診を行なう。

　　昭和41年6月14日

　　　　　　　　熊本県学校歯科医会長　栃原　義人

　　　　　　　　菊池郡教育長会代表　　古田嘉太郎

　　右のあっせん契約書を了承し，その実施を確約すa，

　　　　　　　　菊池市長　　　　　　　有田　義行

　　　　　　　　i菊池郡町村長会長代理　園木　　木．

再

↓
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A

＜資料》学校検診により疾患を発見さ

　　　　　　れた生徒の保険診療の際の初

　　　　　　診時基本診療料の取扱いにつ

　　　　　　いて

　学童の集団検診において，トラコ・一マ，歯科疾患等が

発見せられ，学校医である当該医師の開設する医療機関

において診療を受けた場合の初診時基本診療料は，検診

日からの経過期間にかかわらず，検診の際発見された傷

病と同一傷病（1ヵ月以上経過した後において治癒後の

再発と推定される場合を除く）に関する限り初診時基本

診療料は算定できない取扱いである。併しながら歯科の

特殊性を考慮して歯科診療においては，患者が任意に診

療を中止した場合において，1ヵ月以上の期間を経過し

た後に，同一症状または同一病名で受診した場合でも。1

ヵ月以上も診療を受けないですむような場合は，社会通

念上治ゆしたものとみなして，初診時基本診療料を算定

することができる取扱いとしている。したがって検診後

1月以上を経過した後において患者（学童生徒）が任意

に診療を中止した場合と認められるケースについては，

初診時基本診療料は算定できることにるな。

　ただし学校医が検診後学校側と打合せのうえ，日割等

を定めて，各学年ごとに生徒の手術や治療を自己の開設

する医療機関において開始した場合は，検診より1ヵ月

以内は勿論であるが，1月以上を経過した後においても

任意に中止したということにはならないので初診時基本

診療料は算定できない。なお学校医以外の保険医におい

て前記と同様の手続のもとに治療を開始した場合には初

診時基本診療料は算定できる。

　参考　昭和34年5月13日保文発　第3605号

　　　　昭和35年5月23日保文発　第3883号

　　　　歯科点数表の解釈　19頁　　（2）参照

　　　　　　　　（厚生省保険局技官・稲葉利正）

テープ，スライド案内

　本会では，全国の会員とのつながりを深め，多忙な臨

床の間に行なう学校歯科活動に少しでも役に立つように
と，録音テープサービスを企画し，すでに第1号から第

10号までを完成しています。

　また，テt・一一プ「エti’・・一ルの人形」にあわせた，美しい

彩色スライドを完成しました。録音テープ第6号を使
い，このスライドを映写すれば，口腔衛生週間には好適

です。スライド送料共1，000円。

録音テープ第1号
　一第25回全国学校歯科医大会実況ダイジェスト版一

　　　　　　　　　　5吋テープ，録音時間1時間15分
　　　　　　　　　　　　　頒価1本900円，送料40円

録音テープ第2号
　　一第25回全国学校歯科医大会マザーテープー

　どこか御希望の部分だけ20分または1時間単位で，カ

ットなしでほしい向には，必要部分を明示下さればマザ

ー テープから複製します。

　　　　　　　　頒価は3吋（20分）400円，送料20円
　　　　　　　　　　5吋（1時間）850円，送料40円

録音テープ第3号
　　　　　　一学校保健の今後の課題一
　　　　　文部省体育局学校保健課長　高　橋　恒　三

　　　　　　一学校歯科衛生と小学校
　　　　　　　中学校の教育課程について一

　　　　　文部省体育局学校保健課　荷見秋次郎

録音テープ第4号
　　　一学校保健組織活動のあり方について一
　　　　　文部省体育局学校保健課　　湯　浅　謹　而

　　一学校歯科衛生上の問題点と解決策について一

　　　　　　　　東京歯科大学教授　竹内光春
　　　　　3号，4号共5吋テープ，録音時間30分もの
　　　　　各2本吹込　頒価各850円，送料各40円

録音テープ第5号
　　　　　一高崎山のおさる，森の水車一

作ならびに口演 向　井　喜　男

3吋テープ，録音時間10分もの2本吸込

頒価1本400円，送料20円
歯の衛生週間に好適，小学校向けものです。

録音テープ第6号
　　　　　　一エゼールの人形（放送劇）一

　　　　　　一エスキモーのヤン（歌）－

　　　　　　　5吋テープ，録音時間14分もの2本吹込
　　　　　　　　　　　　　頒価1本650円（送料共）

　小学校向け，歯の衛生週間に好適。

録音テープ第7号
　　　　　　一学校保健における諸問題一

　　　　　文部省体育局学校保健課長　高　橋　恒　三

録音テープ第8号
　　　　　一学校におけるう歯予防教育一

文部省体育局学校保健課　荷見秋次郎

一う歯の予防・治療と歯科保健組織活動について一

　　　　　文部省体育局学校保健課

録音テープ第9号
湯　浅　謹　而

　一う歯の予防対策について（研究協議会）その1一

録音テープ　第10号

　一う歯の予防対策について（研究協議会）　その2－

　　　　　　　　　　　7，8，9，10号共7吋テープ
　　　　　　　　　　　録音時間約50分もの各2本吹込
　　　　　　　　　　　　　　頒価各1，300円（送料共）

　　　　　　　　　申　込　方　法

　御申込の号と本数を明記，現金書留，振替（口座番号

東京35193加入老日本学校歯科医会）等御便宜な方法（速

達で送付御希望の向は30円追加下さい）で東京都千代田

区九段北4－1－20，日本歯科医師会内，日本学校歯科医

会あてお申込み下さい。
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学校建築に当たり洗口場を設置され

るよう熊本市当局へ建議

熊本県学校歯科医会会長　栃原義人

　学校病う歯予防対策の一手毅として，昔から正しい歯みが

きへの指導が提唱されている。そのためには，学校内で洗口

場施設が必要である。近年，熊本市では中央市街地区就学児

童は減少しつつあるのに反し，市周辺の住宅地帯の人口増加

はすばらしく，これに伴い小学校増設に迫られている。かく

て，小学校の本建築に当たっては，ぜひとも新様式洗口場を

設計の中に取り入れるよう強く要望したい。次に，去る40年

9月，熊本県，市学校歯科医会から熊本市当局（市長，市会

議長，文教委員長，教育長）あてに要望運動した時の建

議書の全文を掲げ，広く有識者の御支援を乞う次第であ

る。
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城東小学校の現施設

議 書

増設予定の某小学校建築に際し新様式の

　洗ロ兼手洗を設置されるよう要望する建議

　要望する新様式の洗口兼手洗場とは，各級教室毎に

手近な廊下の一隅に洗口および手洗い用の蛇口各6～

7個ある設備を特設することで，既設の熊本市城東小

　学校様式を指す。

　　戦後，学童のむし歯は逐年増加の一途を辿り憂慮

　されている。その有力な予防策の一つに徹底した口
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い，洗口の集団的訓練を気軽に実施し，正しい洗口，

歯刷子使用の躾が学童に習慣化され，家庭にまで延

長された時，むし歯予防の効果は適確に発揮される

であろう。そのためには，学校建築にこの様式の設

備が望ましい。これらの施設工事は本建築完成後に

は追加改造は極めて困難であるが，幸い，今回は新

設校であるから事前に本施設を設計中に加えること

は容易である。希くば、増設某小学校の場合，現城

東校以上の洗口場施設を実現されたく，別紙計画図

案を添え，要望いたします。当局におかれては建築

　　　　　　　予算の都合もあると思いますが，学

　　　　　　　校保健百年の大計のため，格段のこ

　　鯉
　Ll！lt4・．5

手洗1
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配慮願い上げます。

　なお，今後，熊本市において，小

学校の本建築着工の場合は，同断の

ご高配をお願いいたします。

　昭和40年9月

熊本市北新坪井町177の4

熊本県学校歯科医会会長　栃原義人

熊本市学校歯科医会会長　宇治寿康i

熊本市長　　　　　　　　石坂繁殿
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昭和40年度第2回常任理事会

理　事　会　だ

（日時）昭和40年7月30日午後4時（場所）日本歯科医

師会館（出席者）向井会長，湯浅副会長，亀沢副会長，

竹内理事長，清水，関口各常任理事，渡部監事

挨拶　向井会長・報告　竹内理事長

1．　学校歯科の手びき：評価は教師が取り上げる分だけ

にして肥田野氏に依頼している。

2．　特報：2万部刷って加盟団体以外にも送った。

3．会誌の編集：（イ）ニュージーランドから来た資料を

訳して載せることにした。（ロ）細谷教授の講演をテープ

から取って載せることとした。の手びきについてのア

ンケートは名前を出さずに載せることにした。（＝）8月

末にできる予定，ページ数120ページ，部数11，000部，

別刷ニュージーランド学校歯科サービス。

4．本会会計塚本剛一常任理事の逝去に対して黙疇。

協議事項・1・熊本県の学校における巡回歯科診療につ

いて：栃原副会長から熊本県の会長として，この方式を

全国に紹介したい意向が向井会長にあった。大会前に一

度会長に行ってみてもらう。

2．　大会の全体協議会の議題について：

3．　学校歯科衛生研究協議会について：むし歯半減運動

の第3次計画の研究を主題にして「第3次むし歯半減運

動は如何にすべきか」をテーマにして，ウォークショッ

プの形で第3次運動を地元に持ち帰ってやってもらう。

国民体力会議が協力することになったので，政策的にも

協力したい。日本学校保健会ももちろん協力してもらう。

4．　その他：清水常任理事から大阪の情況報告。

　昭和40年度第3回常任理事会

（日時）昭和40年9月17日午後2時（場所）日本歯科医

師会館4階大広間（出席者）向井会長，栃原副会長，湯

浅副会長，亀沢副会長，竹内理事長，岡本顧問，関口常

任理事，渡部，関根監事（台風のため関西方面の理事欠）

挨拶　向井会長・庶務報告　竹内理事長・会計現況報告

　亀沢副会長

協議事項・1・第12回総会日程について：総会日程を審

議，担当役割を決定。向井会長から来年30年祭を大会と

別に式典をやり，表彰もやりたい。式典費として1人

100円は徴収したい。これは第4号議案として総会に提

出することにした。

2．第29回大会，特に研究協議会について：杉浦先生の

都合により，9月25日1時から協議会出席者と地元の主

よ り
（会誌第9号掲載以降）

催者側を交じえて，打合せ会を開催する。研究協議会の

司会とまとめを杉浦先生がやる。

3・　昭和40年度歯科衛生研究協議会について：むし歯半

減の第3次運動計画の他に学校歯科の手びきの研究もい

れる。

　在京常任理事会

（日時）昭和40年12月27日午後1時（場所）日本歯科医

師会館，会議室（出席者）向井会長，湯浅副会長，亀沢

副会長，丹羽，関口各常任理事，渡部監事

挨拶　向井会長・今年最後の常任理事会で，文部省に提

出する要望書の印刷物ができたので皆で見てもらう，今

回は在京者だけで常任理事会を行なう。

協議事項・1．　大会決議事項について：ヘキ地の巡回診

療をつづけるよう研究協議会で決議されたが全体協議会

ではなかったから要望書に入れなかった。ヘキ地巡回診

療は民政部と保険部間でよく連絡をとらなければならな

い。熊本県では，民政部と教育委員会とが，モメた上

で，雨降って地固まる例でうまくいった。他県ではなか

なかすぐにはいかないだろう。熊本方式では，国保は歯

科医師会長の担当で，基金から担当した学校歯科医に診

療費が出る。学校歯科医会長は事務的なことと，保健指

導をする。教育委員会は年60万円出して，指導主事，材料

運搬の費用に当てる。京都方式は，教育委員会と学校歯

科医会とでやる。国保とは関係ない，ヘキ地の保健を都

市に近づけて行なうのが日学歯の方針である。

2．第29回全国学校歯科医大会要望事項の陳情について

：協議の結果，向井会長，亀沢副会長，関口常任理事，

渡部監事で文部省に陳情，厚生省に参考として提出した。

（第1回）日本学校歯科医会創立10周年記念ならびに第

30回学校歯科医大会達成記念式典の打合せ会

（日時）昭和41年2月3日午後3時30分～5時30分（場

所）日本歯科医師会館（出席者）向井会長，亀沢副会

長，竹内理事長，丹羽，関口常任理事

挨拶　向井会長・記念式典を大会前日にやるのはさみし

い，大会と式典をいっしょにやりたい。大阪に行って打

合せた結果，主催者の希望は大会を2日間やり，第1日

の午前中に開会式と式典，午後に記念講演，第2日に研

究発表とシンポジウム。以上のように大体きまった。

協議事項・1・　記念式典の内容について：（イ）表彰に重

点を置く。（ロ）記念行事は会費が上がってから本会が来

年度にやる。

一 103一



2．　表彰の方法：（イ）　日歯の例を参考にして表彰のワク

を作る。（ロ）加盟団体から推せんしてもらう。の推せ

んのワクは準備委員会できめる。

3．大会準備委員：（イ）役員は全部準備委員になる。㈲

準備委員長は会長　の　常任理事は部局の責任者。

4・全国学校歯科医大会第30回達成記念式典における表

彰実施要領案の審議

　（第2回）第30回全国学校歯科医大会達成記念式典打

　　　　　　合せ会

（日時）昭和41年2月10日午後5時～8時30分（場所）

日本歯科医師会館（出席者）向井会長，丹羽，関口各常

任理事，田熊恒寿氏陪席

挨拶　向井会長・協議事項・1・全国学校歯科医大会第

30回達成記念式典における表彰実施要領案の審議

　昭和41年第4回常任理事会

（日時）昭和41年2月23日午後1時（場所）日本歯科医

師会館4階会議室（出席者）向井会長，栃原副会長，湯

浅副会長，川村，清水，関口各常任理事，渡部監事，田

熊氏陪席

挨拶　向井会長・在京の常任理事会を開催した点と，田

熊氏の陪席について了解を求める。報告・厚生省がヘキ

地診療車2台分を予算化。この経費は国が半額，地方自

治団体が半額を負担。1台分の経費は565万円位。

協議事項・1・　日学歯創立10周年記念ならびに第30回全

国学校歯科医大会達成記念式典開催について：川村常任

理事，大阪大会の件で発言：10月に準備委員会（30名）

を開く予定だが，事務局はすでに発足し本年度には4回

の会合をもった。大会スローガンは，日学歯で決定して

ほしい，大阪色をましてみたい。11月17日（木）に歯科

衛生研究協議会を開催されたい。19日（土）の午前に大

会開会式をやり，式典にうつる。午後は記念講演，昼食

の時間に文楽，義経千本桜を予定している。記念式典に

おける表彰実施要領（案）を丹羽常任理事説明。

2．　第23回学童歯磨訓練大会後援決定

3．体力づくり国民会議：3月7日朝日新聞講堂で開催

される母子体力づくり中央会議の準備会が3月2日に開

催されるので，本会から1名出席させる。

　常任理事会は一応予定の協議が終了したので休会し，

すぐに第30回達戒記念式典準備委員会に切り換えた。

　全国学校歯科医大会第30回達成記念式典準備委員会

（日時）昭和41年2月23日午後4時（場所）日本歯科医

師会4階会議室（出席者）向井委員長，栃原，川村，清

水，関口，渡部，各準備委員，田熊氏陪席

挨拶　向井準備委員長・協議事項・1・準備委員会は常

任理事会のある時は別として在京委員だけで開催しても

よいと了解を得た。2．第30回達成記念式典予算：収入

約1，000，000円，支出約1，000，000円，これを次のよう

に検討してみる。準備費，記念講演費，式典費（表彰者は

100名以内，故人は含まない。式典のなかには儀式を行な

う），パーティ費（招待者の中には役人，事務員を含む）。

記念式典準備委員会を再び常任理事会に切り換える。

　常任理事会再会

（日時）昭和41年2月23日午後6時30分～7時（場所）

日本歯科医師会4階会議室（出席者）向井会長，栃原副

会長，川村，清水，関口，各常任理事，渡部監事，田熊

氏陪席

協議事項・秋田県の会費の件：秋田県は秋田県学校保健

会という名称になっているため，数年前より本会の会費

が未納だったが，40年度から会費を納入したいと申込み

があった。古い未納会費の件会長一任として了承。

　昭和41年在京常任理事会

（日時）昭和41年5月14日午後2時（場所）歯科医師会

館3階会議室（出席老）向井会長，湯浅副会長，竹内理

事長，川村，丹羽，関口各常任理事，渡部監事

挨拶　向井会長・学校歯科の手びきは完成に近づきつつ

ある。報告　竹内理事長・1・第7回全日本よい歯の学

校表彰の後援依頼状を文部大臣，日本歯科医師会長あて

に出した。2・歯の衛生週間実施について，厚生省医務

局長から日学歯会長あて連絡があった。

3．　第30回全国学校歯科医大会準備に関する依頼が同準

備委員会川村敏行副委員長からあった。（イ）PR用大会

構想　（Pt）大会テーマ　の日学歯の特報に大会記念講演予

報を載せること。4・　高知県学校歯科医会長から初診料

の件問合せ。文部省の見解は，初診料問題は，学校保健

の問題でない。厚生省の稲葉技官の見解は，診療所でな

い学校では1ヵ月たてぱ初診料がとれる（歯科の場合）。

この問題は日本歯科医師会の方に回し，文章より口答の

方がよいので竹内理事長から電話で回答した。

協議事項・第30回全国学校歯科医大会について：川村常

任理事長から報告があった。（イ）　日学歯は今年度は特報

は出さず必要事項は大阪から出る広報物に載せる。（ロ）

大会のテーマ等：日学歯で大阪方の意向を入れてきめ

る。常任理事不足のため大会の協議，シンポジウム等を

運営するために，常任を増加させたい。会長一任。の

研究発表：日学歯で募集選択して大会に送る。（＝）第30

回大会達成記念式典における表彰候補者の推薦について

：52加盟団体から推薦委員を委嘱し，7月末日までに表

彰候補者を出してもらい，8月中に表彰候補者をきめ

る。㈲　学校歯科の手ぴきは初校が出来上がった。㈲

会誌：第29回大会のテープを紙にうつすことを東学歯の

学術部に依頼する。編集は和田氏にお骨折いただく。
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品川区上大崎中丸419の3

千葉市通町71

熊本市下通1の10の28栃原ピル

荒川区三河島町1の2815

市川市市川2の26の19

練馬区貫井2の2の5

豊島区南長崎2の22の8

長野県小諸市荒町

大阪市住吉区帝塚山西5の34

岸和田市土生町1828

和歌山市梶取113

千代田区神田錦町1の12

杉並区永福町23

港区芝今里町45

世田谷区松原町3の8の16

横浜市西区平沼町1の74

青森市米町27

富山市東岩瀬町326

岐阜市玉森町16

京都市上京区仲町通丸太町上ル

大阪市西区江戸堀北通2の9

大阪市東住吉区山坂町3の133

神戸市生田区元町通4の61

福岡県三潴郡筑邦町大善寺

出雲市今市町1197

千代田区九段4の6

宇都宮市砂田町475

山形市本町1の7の28

京野市上京区河原町荒神口

世田谷区世田谷若林町226

墨田区向島5の24の2

武蔵野市吉祥寺2735

文京区西片2の12の20

名古屋市千種区猪高町高針字梅森坂52の436

千代田区永田町　参議員議員会館内

　　　〃　　　　　　　　　　　　　〃

　　　〃　　　　　　　　　　　　　〃

名古屋市千種区堀割町1の17

文京区駒込浅嘉町36

福岡市渡辺通5の3の25
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〃　　　　　益川　勘平　　　　名古屋市中区葉場町35　　　　　　　　　　　　　　　（82）7046

〃　　　　　穂坂恒夫　　　　品川区小山3の11　　　　　　　　　　　　　　　　　（781）1351

参　　与　　　　石　井　次　三　　　　札幌市南一条東七　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22）5716

〃　　　　　今　田　見　信　　　　板橋区東新町1の7　　　　　　　　　　　　　　　　（956）2509

〃　　　　　榊原　勇　吉　　　　横浜市港北区篠原町1841　　　　　　　　　　　　　　　（49）9448

〃　　　　　荒巻　広　政　　　　秋田市大町2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）4311

〃　　　　　緒　方　終造　　　　箕面市新稲579　　　　　　　　　　　　　　　　　　（箕面）2923

〃　　　　　武　下　鬼　一　　　　大阪市此花区四貫島大通2の2　　　　　　　　　　　　（481）0669

〃　　　　　橋　本　勝　郎　　　　八戸市大字長横町7　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）0233

〃　　　　　上　田　貞　三　　　　港区赤坂田町7の11　　　　　　　　　　　　　　　　（583）3076

〃　　　　伴　　　長儀　　　北区西ケ原1の14　　　　　　　　　　　　　　　　（911）3436

〃　　　　　浜　田　　　栄　　　　仙台市匂当台通17　　　　　　　　　　　　　　　　　（23）2445

〃　　　　　堀　内　　清　　　京都市左京区下鴨東岸本町6　　　　　　　　　　　　　（78）0443

”　　　　　後　藤　宮　治　　　　京都市東山区本町4の115　　　　　　　　　　　　　　　（56）7529

〃　　　　　宗久　　　孟　　　　京都市伏見区平野町59　　　　　　　　　　　　　　　（60）1351

〃　　　　　寿　満重　敏　　　　小松島市港町　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小松島）104
や

”　　　　　境　　　栄　亮　　　　福岡市黒門gの12　　　　　　　　　　　　　　　　　（75）5122

”　　　　　久保内　健太郎　　　　青森市大字古川字美法　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）6028

”　　　　　一の瀬　　　筒　　　　熊本市大江町九品寺296　　　　　　　　　　　　　　　　（4）0044

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に於て選任し，その任期を2ケ年とする。日本学校歯科医会会則　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　但し重任はさしつかえない。本会に名誉会

第1条　本会を日本学校歯科医会と称する。　　　　　　　　長，顧問，参与を置くことができる。名誉

第2条　本会は学校歯科衛生に関する研さんをはか　　　　　会長は総会の議を経て推戴し，顧問，参与

り学校歯科衛生を推進して学校保健の向上　　　　　　は理事会の議を経て会長が委嘱する。

に寄与することを目的とする。　　　　　　　第9条　会長は会務を総理し本会を代表する。副会

第3条　本会は次に掲げる事業を行なう。　　　　　　　　　　長は会長を補佐し，会長事故あるときはそ

1．全国学校歯利医大会の開催　　　　　　　　　　　の職務を代理する。理事長は会長の旨を受

2・会誌の発行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　け会務を掌理し会長，副会長の事故あると

3．学校歯科衛生に関係ある各種資料の作成　　　　　　きは会長の職務を代理する。常任理事は会

4・学校歯科衛生に関する調査研究　　　　　　　　　長の旨を受けて会務を分掌し，理事は会務

5．その他本会の目的達成に必要なこと　　　　　　　を処理する。監事は会計事務監査にあた

第4条　本会は現実においてその地域に組織されて　　　　　　る。顧問，参与は重要な事項について会長

　　　　いる都道府県又は郡市区等の学校歯科医の　　　　　　の諮問に応ずるものとする。

　1

ム
団体（全員加盟）をもって組織する。　　　　第10条　会長は本会と各地方との連絡又は調査研究

前項の都道府県又は郡市区の学校歯科医の　　　　　　その他必要があるときは委員を委嘱するこ

団体の長は毎年1回所属会員の名簿を本会　　　　　とができる。
に提出するものとする。　　　　　　　　　第11条　本会の経費は，会費，寄附金等をもって支

第5条　本会は事務所を東京都に置く。　　　　　　　　　　弁する。会費の額は総会で定める。

第6条　本会は毎年1回総会を開く。　　　　　　　第12条　会計年度は毎年4月1日に始まり，翌年3

但し臨時総会を開くことができる。　　　　　　　　月31日に終る。

第7条　総会に出席すべき各団体の代表者は所属会　　　　　　　　　　附　　　則
員数によってきめる（会員50名までは1名　　第13条　第3条の事業を行なうために必要な規定は

とし50名以上になると50名又はその端数を　　　　　別に定める。

加えるごとに1名を加える。）　　　　　　　第14条　本会は日本歯科医師会並びに日本学校保健

∵8条舞難謝羅室砦一1灘鞭蓋盤難塗
会長，副会長，理事長，理事，監事は総会　　第16条　本会則は昭和37年4月1日から施行する。
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（昭和41年3月現在）

　　　所　　在　　地

札幌市南1条西1丁目　有楽ビル3階
青森市鍛冶町1　長内歯科医院内

仙台市国分町12

山形市十日町2の4の35
福島市北町5の16

水戸市五軒町1251県歯科医師会内

宇都宮市本町11の13

前橋市神明町19

千葉市神明町204衛生会館内

浦和市高砂町3の13衛生会館内
千代田区九段北4の1の20歯科医師会館内
横浜市中区住吉町6の68

横浜市中区住吉町6の68県歯科医師会内
川崎市砂子2の50　川崎市歯科医師会内

甲府市丸の内2の32の11
静岡市追手町240　県歯科医師会内

名古屋市中区南外堀町6の1　市役所内

名古屋市中区南外堀町6の1　県教育委員会事
　務局保健厚生課内

瀬戸市追分町64の1　瀬戸市教育委員会内

岐阜市司町5　県歯科医師会内

新潟市南横堀町294の1

長野市岡田町96　県歯科医師会内

富山市新総曲輪　県教育委員会内保健体育課内

金沢市大手町1の15

大津市京町4の1　県教育委員会事務局保健体
　　　　　　　　育課内
奈良市佐紀町72　県歯科医師会内

和歌山市小松原通1　県歯科医師会内

京都市北区紫野東御所田町33　府歯科医師会内

京都市北区紫野東御所田町33府歯科医師会内

大阪市天王寺区堂ケ芝町51府歯科医師会内

大阪市天王寺区堂ケ芝町51府歯科医師会内

大阪市阿倍野区阿倍野筋1の81

堺市大仙町991の6　堺市歯科医師会内

神戸市生田区山本通5の41県歯科医師会内

神戸市生田区元町通4の61清村歯科内・
岡山市石関町1の5　県歯科医師会内
倉吉市魚町

広島市富士見町11の9

松江市南田町92県歯科医師会内
下関市彦島江の浦町杉田　徳永歯科医院内
徳島市昭和町2の42県歯科医師会内
高松市鍛冶屋町6の9　県歯科医師会内
松山市堀の内6の1　県歯科医師会内
今治市新町1　小笠原歯科医院内
高知市浦戸町14　岡林歯科医院内

福岡市大名1の12の42県歯科医師会内
長崎県南高来郡国見町神代乙338

大分市中央町3の1の2　県歯科医師会内
熊本市坪井2の3の6　県歯科医師会内
鹿児島市照国町10の30県歯科医師会内
港区芝西久保巴町29　向井歯科医院内
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会員数
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　　　　　　　150

　　　　　　　222

　　　　　　　210

　　　　　　　83
　　　　　　　300

　　　　　　　176
太田歯科医院内　40

　　　　　　　63
　　　　　　　160

　　　　　　　134

　　　　　　　33
　　　　　　　110

　　　　　　　15
　　　　　　　163
　　　　　　　　3
　　　　　　　100
　　　　　　　150
　　　　　　　123
　　　　　　　28
　　　　　　　137
　　　　　　　600
　　　　　　　190
　　　　　　　216
　　　　　　　270
　　　　　　　120
　　　　　　　20



層編集を終えて■

　◇こんどの編集は，大会での特別講演がなく，奥村賞

も該当がなかったため，記事や口絵に不足した。こんな

とき，ありがたさの分かるのは，熊本県学歯会のよう

に，折りにふれて加盟団体の活動に関連した記事を送っ

ていただいている方である。いろいろの意見や仕事を

「話して」下さる方は多いが，「書いて」下さる方は少

ない。

　文学者のわだ・よしおみ氏に協力していただいている

から，素材だけでも送っておいて下されば，文体などは

適応した編集をすることができる。

　◇戦後の学校保健の方向づけに，大きな役割をはたし

た学校保健計画実施要領の改訂が，文部省で進められて

いるが，未だ刊行されるにいたっていない現在，本会発

行の「学校歯科の手びき」の完成は，いっそう意義深い

ものがある。

　学校保健の民間団体が，自らの手で，毎年の大会や協

議会やアンケートによって，何年も広く意見を集め，同

意をえて作られたこの小冊子は，学校保健の歴史のうえ

からみても記録せらるべきものである。

　先日，ある県教委から，学校歯科のことで長距離電話

で意見を求められたが，これを読んで頂けば多くは判断

がつくことであろう。加盟団体のほか各県教委などにも

送ってあるが，広く関係者に行きわたり，熟読いただい

て，教育の現場で生かされるよう望みたい。

　◇スピードを生命としてとり入れた写真植字だった

が，亜鉛板のため写真がどうもよく出ないので，やむな

く本号からまた活版印刷にもどした。

　ずっと手伝って頂いていた関根さんが，おめでたでや

められたが，代って佐田さんがこられたのでホットし

た。都学歯の方々にもご協力いただいた。　（た・み・）

4

日本学校歯科医会会誌　第10号

　　　　　　　昭和41年10月20日　印刷

　　　　　　　昭和41年10月25日　発行

発行人　東京都千代田区九段北4－1－20

　　　　　　　　　（日本歯科医師会内）

日本学校歯科医会

　　　　　　　竹　　内　　光　　春

印刷所　東京都新宿区下落合1－47

　　　　　　　一世印刷株式会社
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